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5 万分の 1 地質図幅「池田」地域は，四国東部の讃
さ ぬ き

岐
山脈（阿

あ さ ん

讃山脈）を中心とする地域である（以降，「池田」
地域または本地域と略記し，隣接地域も同様に表現す
る）．本地域の範囲は，日本測地系では東経 133°45′–
134°00′， 北 緯 34°00′–34°10′， 世 界 測 地 系 で は 東 経
133°44′50.45″，北緯 34°00′11.82″（図幅南西端），東経
133°59′50.35″，北緯 34°10.77″（図幅北東端）である．本
地域の中心には，標高 1,000 m 程度に及ぶ讃岐山脈が東
西に延びている（第 1. 1 図）．本地域で最も標高が高い

地点は大
だいせんざん

川山の標高 1,043 m である．讃岐山脈の北側は
主に領家コンプレックスから構成され，標高 200 m 程度
の讃岐丘陵と呼ばれる丘陵地帯が広がっている．讃岐山
脈の南には，中央構造線に沿って東西方向に延びる吉野
川低地があり，さらに南には三波川コンプレックスから
なる四国山地の北側斜面がある．讃岐山脈を源流とし，
香川県側へ流れる主な河川には財

さ い た か わ

田川と土
ど き

器川
がわ

が，徳島
県側へは吉野川の支流となる複数の小河川がある．本地
域の行政区域には，香川県三

み

豊
とよ

市山本町・財
さいたちょう

田町・高瀬

第 1 章　地　　形

（野田　篤）

第 1. 1 図　地形概略図
背景の地形陰影図は国土地理院の地理院タイルを，行政区画界線及び河川と湖沼の水域・
水涯線には基盤地図情報の基本項目を使用した．緯度経度は日本測地系．
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第 1. 2 図　行政区域
讃岐山脈の主稜線を境にして，香川県と徳島県に分かれる．香川県側は三豊市・仲多度郡まんのう町・綾歌郡綾川町，徳
島県側は三好市と三好郡東みよし町からなる．ゴシック体で示した地名は，市町村合併前の大字に相当する地名．緯度経
度は日本測地系．

町，仲多度郡まんのう町，綾
あやうた

歌郡綾
あやがわ

川町，徳島県三好市
池田町・井川町・三野町，三好郡東みよし町が含まれる

（第 1. 2 図）．
本地域の地形は，概して北から南にかけて，（1）領家

コンプレックスを基盤とする讃岐山脈北麓の丘陵地帯，
（2）丘陵地の間に発達する下部更新統三豊層群の台地と
河成段丘，（3）上部白亜系和泉層群を主体とする讃岐山
脈，（4）吉野川沿いの河成段丘及び現世河床，（5）三波
川コンプレックスからなる四国山地の北側斜面の 5 つに
区分できる．

1. 1　丘陵地帯・台地・河成段丘

本地域の北部，讃岐山脈の北側には領家コンプレック
スを基盤とする標高 200 ～ 450 m 程度の丘陵地帯が広が
る（第 1. 3 図）．この丘陵地帯は領家コンプレックスを
基盤とし，部分的に三豊層群に覆われている．基本的に
は，傾斜 20° 以下の緩傾斜地であるが，本地域内のまん
のう町宮

み や だ

田・追
おいあげ

上・帆
ほのやま

山や綾川町では斜面傾斜が 20° を

越える．また，本地域の北西端に見られる傾
かたぶきやま

山（標高 
287 m）は円錐形の急傾斜地形を示すが，ここでは基盤
の領家コンプレックスの上に瀬戸内火山岩類が載ってい
る．

丘陵地帯の周辺には，現河床から 20 ～ 100 m 程度の
比高を持つ台地が広がっており，三豊市高瀬町・山本町・
財田町，まんのう町新

し ん め

目・吉野・炭
すみしょ

所西・焼
や け お

尾に 5 ～
20° の緩傾斜面として良く発達している（第 1. 3 図，第
1. 4 図 b，c）．台地は，三豊層群（財

さ い た

田層・神
こ う だ

田層・焼尾層）
で構成されていることが多い．

本地域の香川県側には広い面積を持つ平野はなく，丘
陵地帯と台地の合間を縫うようにして流れる財田川や土
器川沿いに小規模な河成段丘や沖積低地が分布するのみ
である．その中でも，財田町の財田上と財

さ い た な か

田中，まんの
う町の造

そ う だ

田，七
し ち か

箇には，傾斜 5° 以下の低位段丘面と現
世河川堆積物が広く分布している（第 1. 3 図）．また，
讃岐山脈を南北に横切る土器川沿いのまんのう町川

かわひがし

東や
勝浦にも小規模な段丘面が発達している．
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第 1. 3 図　傾斜区分図
傾斜 5° 以下の平坦面は吉野川・財田川・土器川などの河川沿いの現河床と段丘面に見られる．
傾斜 5 ～ 20° の斜面は，本地域の北西部の讃岐丘陵に広く見られる．また，讃岐山脈南部の地す
べり地形の分布域とも一致する．傾斜 20° 以上の斜面は讃岐山脈の大部分と吉野川右岸の四国山
地に見られる．緯度経度は日本測地系．

1. 2　讃 岐 山 脈

讃岐山脈は東北東 – 西南西方向の長さ約 95 km，幅 15 
km の狭長な地塁状山地で，香川県と徳島県の県境をな
す．本地域の最高峰である大川山（標高 1,043 m）は，東
隣の「脇町」図幅内にある竜王山（標高 1,060 m）に次い
で，讃岐山脈で 2 番目に高い山となっている．傾斜区分
図（第 1. 3 図）では，讃岐山脈は傾斜 20° 以上の範囲と
良く一致する．讃岐山脈は主に上部白亜系和泉層群の砂
岩・泥岩から構成され，東に開いた向斜構造と岩相によ
る強度の違いから，笠

かさがたやま

形山の南側斜面のようにケスタ状
の地形が発達する（第 1. 3 図）．讃岐山脈の北縁は，
竹
たけなり

成断層・江
え ば た

畑断層・樫
かしはら

原断層などの衝上断層（斎藤ほ
か，1962；寒川，1973）によって北側の丘陵地帯と比較的
明瞭に境されており，断層崖を形成している（第 1. 4 図
a）．讃岐山脈の南縁も中央構造線活断層系の池田断層

（岡田，1968）や三
み の

野断層（岡田，1970）によって直線的に
切られており，比高数百 m に及ぶ直線的な断層崖地形

が発達している（第 1. 3 図）．讃岐山脈の南部には，地
すべり地形が数多く発達しており，吉野川に注ぐ支流の
右岸側の東向き斜面，吉野川が流向を東向きに変える三
好市池田町白

は く ち

地，馬
う ま じ が わ

路川が吉野川に合流する手前の池田
町馬路などに多く見られる．讃岐山脈の南部では，和泉
層群の向斜構造によって地層が東傾斜となっており，こ
の地層と斜面の傾斜方向が一致するところで地すべりが
多く発生している．地すべりの地形は，山腹の緩傾斜面
として認識され，規模の大きなところは耕作地や集落と
して利用されている．代表的な地すべりとしては，三好
市池田町白地の井

い の く ぼ

ノ久保地すべり（加藤・横山，2001）や
三好市池田町のシンヤマ地すべり（岡田，1968）がある．

1. 3　吉野川沿いの沖積低地及び扇状地

本地域の徳島県内を東西に流れる吉野川沿いには，徳
島平野へと続く狭長な平地が発達している（第 1. 3 図）．
吉野川の本流沿いには沖積低地が，南北から注ぐ支流と
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本流との合流する付近には扇状地や河成段丘が分布す
る．吉野川左岸（北側）に見られる扇状地には，河川成
の土

どちゅう

柱層，高位・中位・低位に区分される段丘堆積物，
沖積扇状地堆積物が見られる．いずれも支流が本流に合
流する河口付近に，扇状地や段丘面を発達させている．
吉野川右岸（南側）からの支流としては，井

いうちだにがわ

内谷川（三好
市井川町）や加

か も

茂谷
だにがわ

川（東みよし町加茂）があるが，加茂
谷川の河口付近には広い平坦面が発達している（第 1. 4
図 d）．三好市池田町の市街地は主に 2 段の低位段丘面
上にあるが，その西方の池田町シンヤマの平坦面（第 1.4
図 e）は和泉層群の角礫を含む地層から構成されてお
り，讃岐山脈からの地すべり堆積物と考えられている

（岡田，1968；長谷川，1999）．

1. 4　四 国 山 地

中央構造線の南側に分布する四国山地は，四国の中軸
部を構成する主要な山地である．四国山地の最も北側に
位置する稜線は法皇山脈と呼ばれ，その東方延長が本地
域に含まれている．名前のある峰としては，三好市井川
町の綱

つなつけやま

付山（標高 580 m）や五
ご の

ノ丸
まるやま

山（標高 823 m）があ
るが，本地域内の最高地点は東みよし町毛

け た

田の三角点（標
高 965 m）である．本地域の四国山地は主に三波川コン
プレックスから構成されており，その構造的な特徴から
地すべりも多い（安藤・大久保，1970；寺戸，1986）．

1. 5　水　系

1. 5. 1　河川
本地域は，香川県側の高瀬川水系・金

かなくらがわ

倉川水系・土器
川水系・香

こうとうがわ

東川水系・財田川水系と徳島県側の吉野川水
系の 6 つの水系に分かれる（第 1. 5 図）．本地域の北西
部にある高瀬川水系は，領家コンプレックスや三豊層群
が分布する丘陵地帯を水源とし，三豊市詫

た く ま

間町で瀬戸内
海へ注ぐ．高瀬川の流長は 15.4 km，流域面積は 64.3 
km2 である．金倉川（流長 20.5 km）は讃岐山脈の北側斜
面を源流とし，満

まんのういけ

濃池の水源となっている．満濃池から
流れ出た金倉川は，琴平町や善通寺市を流下し，丸亀市
で瀬戸内海へ注ぐ．土器川は香川・徳島県境の真

ますずとうげ

鈴峠付
近を水源とし，丸亀市で瀬戸内海に注ぐ流長 33 km，流
域面積 127 km2 の香川県唯一の一級河川である．主な支
流に真鈴川・八

はちみねがわ

峯川・下
しも

福
ぶ け

家川
がわ

・野
の だ ご や

田小屋川
がわ

・明
みょうじんがわ

神川・
中
なかぐまがわ

熊川・前ノ川・野口川・柞
くにぎのがわ

野川がある．土器川は，ま
んのう町川東や内

ないでん

田で盆地状に河成段丘を発達させてい
る他は，河床に基盤岩が露出する川幅の狭い河川となっ
ている．財田川水系は，讃岐山脈東山峠を水源とする財
田川（流長 32.5 km，流域面積 155.5 km2）を中心とし，
香川県で最も流域面積の大きい水系である．讃岐山脈か
ら北流する財田川は，野口ダム付近で山地から抜けると，

丘陵地帯の間の低地帯に沿って西向きに流れ，観音寺市
で瀬戸内海へ注ぐ．讃岐山脈北側斜面を流れる帰

き ら い が わ

来川や
谷
たにみちがわ

道川及び丘陵地帯を流れる大口川や神田川などの支流
を持つ（第 1. 5 図）．綾川水系は，本地域の北東部に見
られる．綾川は流長 38 km，流域面積 137 km2 の香川県
で最長の河川であり，坂出市で瀬戸内海へ注ぐ．讃岐山
脈の北側斜面を水源とし，本地域では柏原渓谷として知
られる．

吉野川は，長さ（幹川流路延長）193.6 km，流域面積
3,750 km2 に達する四国最大の河川である．吉野川は高
知県北部の山地を水源とし，四国山地を東へ流下した後，
徳島県との県境付近で流路を北向きに変え，東西方向に
延びる四国山地を横切るように北流する．その後，本地
域内の三好市池田町で流路を東へ転じ，讃岐山脈の南縁
に沿うように直線状に流れて徳島市で紀伊水道に注ぐ．
三好市池田町で中央構造線に沿って東流する馬路川と合
流する．馬路川と合流して流路を東向きに変えるあたり
では吉野川の両岸に和泉層群が露出しており，流路は中
央構造線以北の和泉層群中を流れている（岡田，2004）．

吉野川の水源域は豊富な降雨量を持つため，たびたび
洪水による被害が発生してきた（国土交通省四国地方整
備局・国土交通省国土地理院，2003，p. 45）．複数の支流
が南北両方向から注ぎ込み，合流地点付近には段丘面や
扇状地が発達している．北の讃岐山脈からの支流として
は，鮎

あゆくるしだにがわ

苦谷川（三好市池田町州
しゅうづ

津），小
お が わ だ に か わ

川谷川・馬
う ま き

木
谷
だにがわ

川・黒
くろかわはらたにがわ

川原谷川（東みよし町昼
ひ る ま

間），河
こうちだにがわ

内谷川（三好市
芝
し ぼ う

生），滝谷川（三好市加
か も の

茂野宮
みや

）があり，南の四国山地
からの支流として井内谷川・加茂谷川・山口谷川がある

（第 1. 5 図）．

1. 5. 2　ダム・ため池
香川県は温暖で雨の少ない瀬戸内気候地域にあるた

め，年間降雨量は四国の太平洋側の半分程度の約 1,200 
mm となっている．降雨は梅雨や台風の時期に集中する
こと，また河川の勾配が急であることから，通常は河川
の水量が極めて少なく，渇水被害が頻発している（国土
交通省四国地方整備局・国土交通省国土地理院，2003，p. 
16）．このため香川県の産業にとってダムやため池は重
要な役割を果してきた．特に，満濃池（総貯水量 15,400 
千 m3）は奈良時代以降およそ 1,300 年あまりの歴史を持
ち，かんがい用ため池としては日本一の規模を誇る．香
川県内の慢性的な水不足を解消するため，徳島県を流れ
る吉野川から香川県へ水を供給するための導水路（香川
用水）の建設が計画され，その取水用としての池田ダム

（総貯水量 12,650 千 m3）が 1974 年に竣工，さらに香川
用水が 1981 年に完成した．最近では，2008 年に香川用
水調整池（宝山湖）が三豊市山本町に新たに整備されて
いる（第 1. 5 図）．本地域内にあるダム・ため池をまと
めると第 1. 1 表のようになる．
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第 1. 4 図　代表的な地形の写真
（a）讃岐山脈の北縁を境する江畑断層の断層崖．破線は断層の位置を示す．まんのう町七箇久保から南西方向を見て
撮影．（b）財田川～琴平市街～満濃池の遠望．まんのう町七箇の尾瀬山山頂付近から北を向いて撮影．（c）三豊市財
田町山脇の東，標高 479 m の峰から北方の讃岐丘陵を望む．（d）東みよし町加茂周辺の低位段丘面．東みよし町足代
付近から東南東方向を見て撮影．（e）三好市池田町の市街地遠望．市街地は吉野川右岸の低位段丘面上にある．吉野
川左岸の三好市池田町白地から南東方向を見て撮影．
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第 1. 5 図　水系
瀬戸内海へ注ぐ水系としては，讃岐丘陵を源流とする高瀬川水系と讃岐山脈を源流とする金倉川水系・土器川水系・財田 
川水系・綾川水系がある．本地域の南部は，吉野川水系となり，南北から複数の支流が吉野川へ注ぎ込んでいる．

第 1. 1 表　ダムとため池

1. 5. 3　滝
本地域には名前のある滝がいくつかあるが，和泉層群

の固く緻密な珪長質凝灰岩にかかるものが多い（第 1. 6
図）．この中でも，三豊市財田町財田上にある鮎返りの
滝は，讃岐山脈北麓の和泉層群引

ひ け た

田層の泥岩にかかる（第

1. 6 図 a）．第 1. 6 図の b–e に示した滝は，和泉層群堀
ほ り た

田
層勝浦泥岩部層の厚い珪長質凝灰岩にかかる落差 15 ～
25 m の滝であり，和泉層群の向斜の南翼（第 1. 6 図 b，c）
と北翼（第 1. 6 図 d，e）に位置する．
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第 1. 6 図　滝
（a）鮎返りの滝．讃岐山脈北麓の和泉層群引田層の泥岩にかかる．落差約 6 m．三豊市財田町財田上．（b）竜頭
の滝（一ノ滝）．讃岐山脈南麓の和泉層群堀田層勝浦泥岩部層の珪長質凝灰岩にかかり，落差約 15 m．吉野川水
系滝谷川．三好市三野町加茂野宮．（c）金剛の滝（二ノ滝）．竜頭の滝の上流に位置し，同じく珪長質凝灰岩に
かかる．落差約 25 m．吉野川水系滝谷川．三好市三野町加茂野宮．（d）小橋滝．堀田層勝浦泥岩部層の厚い凝
灰質砂岩からなる．落差 15 m．土器川水系八峯川．まんのう町勝浦八峯．（e）龍王滝．小橋滝の 300 m ほど上
流にある落差約 20 m の滝．珪長質凝灰岩からなる．土器川水系八峯川．まんのう町勝浦八峯．
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第 2 章　地 質 概 説

（野田　篤・宮崎一博・水野清秀・長田充弘）

2. 1　既存の地質図

本地域を含む産業技術総合研究所地質調査総合セン
ター発行の広域地質図としては，50 万分の 1 地質図幅

「高知」（飯山ほか，1959）と 20 万分の 1 地質図幅「岡山
及丸亀」（松浦ほか，2002）がある．また，四国の中央構
造線を対象とした 2.5 万分の 1 ストリップマップ（水野
ほか，1993）が本地域の一部を含む．本地域の周辺で
は，20 万分の 1 地質図幅「高知（第 2 版）」（原ほか，
2018），20 万分の 1 地質図幅「徳島（第 2 版）」（牧本ほか，
1995），7.5 万分の 1 地質図幅「丸亀」（佐藤，1936）・「脇
町」（平山，1954），5 万分の 1 地質図幅「三島」（土居， 
1964）・「川口」（小島・光野，1966）・「観音寺」（野田ほか， 
2017b）が刊行されている．

地質調査総合センター以外から出版されている地質図
としては，20 万分の 1「四国地方土木地質図」（四国地
方土木地質図編纂委員会，1998），10 万分の 1 土地分類
図の「香川県」（経済企画庁総合開発局，1973）と「徳島県」

（国土庁土地局，1971），5 万分の 1 表層地質図「池田」（香
川県・徳島県，1972）がある．各県が発行する地質図と
して，10 万分の 1 香川県地質図（斎藤ほか，1962），15
万分の 1 徳島県地質図（中川ほか，1972）がある．また，
2.5 万分の 1 都市圏活断層図「池田」（後藤ほか，1999）
が本地域を含んでいる．

2. 2　地 質 区 分

本地域の地質概要を第 2. 1 図と第 2. 2 図に，地質総括
図を第 2. 3 図に示す．本地域及び周辺地域の地質は，領
家コンプレックス・三波川コンプレックス・和泉層群・
瀬戸内火山岩類・下部更新統（三

み

豊
とよ

層群・土
どちゅう

柱層・野
の ろ

呂
内
うち

層）・中部～上部更新統の段丘堆積物・完新統から構
成される．本地域の地質区分は，その南部を東西方向に
横切る中央構造線によって，北側の西南日本内帯と南側
の西南日本外帯とに大きく分けられる．内帯には，領家
コンプレックス（ペルム紀の付加体を原岩とする白亜紀
の高温低圧型変成岩と白亜紀火成岩），上部白亜系の和
泉層群，中新統の瀬戸内火山岩類，下部更新統の三豊層
群・野呂内層がある．外帯には，三波川コンプレックス

（白亜紀の付加体を原岩とする主に白亜紀の低温高圧型
変成岩）と下部更新統の土柱層がある．

2. 3　領家コンプレックス

本報告では，西南日本内帯に分布する白亜紀高温低圧
型変成岩と，これに貫入する白亜紀火成岩を一括して領
家コンプレックスとした．本地域の領家コンプレックス
は，讃

さ ぬ き

岐山脈の北側に分布し，分布域南縁部では和泉層
群に不整合に覆われる．本地域の領家コンプレックスは，
領家変成岩類，領家花崗岩類に属する観音寺花崗岩，及
び岩脈からなる．領家変成岩類は小規模にしか分布せず，
主に変成砂岩からなり，わずかに変成泥岩を伴う．変成
泥岩は片理が発達する泥質片岩であるが，変成砂岩の多
くは片理が発達しない砂質グラノフェルスとなってい
る．変成泥岩及び変成砂岩では，カリ長石と菫青石との
共生が認められ，カリ長石菫青石帯を形成する変成作用
があったことを示している．変成相は角閃岩相低圧亜相
に達している．本地域の領家コンプレックスの大部分は，
観音寺花崗岩からなる．観音寺花崗岩は中粒の普通角閃
石黒雲母花崗岩ないし花崗閃緑岩である．本地域北中部
では，領家変成岩類及び観音寺花崗岩に多数の岩脈が貫
入する．岩脈は珪長質岩脈と苦鉄質岩脈からなり，量的
には珪長質岩脈が圧倒的に多い．珪長質岩脈の組成はデ
イサイトから流紋岩であり，苦鉄質岩脈は玄武岩質安山
岩である．

本地域の領家変成岩類の原岩の堆積年代の下限値は，
後期ペルム紀である．白亜紀中頃の火山弧地殻中～浅部
で形成された領家変成岩類と，これに貫入する観音寺花
崗岩及び岩脈の活動時期から，少なくとも約 600 万年の
間，断続的に変成作用と火成作用が起こることにより，
本地域の領家コンプレックスが形成されたと推定され
る．

2. 4　和 泉 層 群

和泉層群は，四国西部から近畿地方までの東西約 300 
km，南北 10 ～ 15 km の狭長な分布を示す後期白亜紀の
海成層である．主に砂岩・泥岩・礫岩・珪長質凝灰岩か
ら構成され，その岩相と分布の特徴から，北縁相・主部
相・南部相に区分されており（市川ほか，1979），本地域
には北縁相と主部相が分布する．アンモナイトや放散虫
などの産出化石から，和泉層群の堆積年代は後期白亜紀
カンパニアン期～マーストリヒチアン期とされており，
概して東ほど若い堆積年代を示す（須鎗，1973；山﨑， 
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第 2. 1 図　本地域及びその周辺地域の地質の概要
20 万分の 1 日本シームレス地質図 V2（産業技術総合研究所地質調査総合センター，2019）及び 
5 万分の 1 地質図幅「観音寺」（野田ほか，2017b）に本研究の成果を加えて作成．「池田」図幅
及び周辺の 5 万分の 1 地質図幅の図郭を示す．緯度経度は日本測地系．

1987；Hashimoto et al.，2015）．和泉層群の堆積盆の形成
には，後期白亜紀の横ずれ断層運動との関係が示唆され
ている（宮田，1990；Noda and Toshimitsu，2009）．

本地域の北縁相は，領家コンプレックスの観音寺花崗
岩と不整合で接し，基底礫岩を伴う城山層とその上位の
厚い泥岩からなる引

ひ け た

田層によって構成される．城山層は
礫岩及び砂岩からなり，中礫～大礫サイズの良く円磨さ
れた花崗岩や流紋岩，変成泥岩の礫を含む．砂岩は厚層
理～極厚層理の中粒～粗粒砂岩を主体とする．引田層は
厚い塊状の泥岩及び砂岩泥岩互層からなり，二枚貝やア
ンモナイト化石が産出することで知られている．本地域
の引田層は，アンモナイト化石帯の Metaplacenticeras 

subtilistriatum 帯に対比され，中部カンパニアン階に相
当する．

本地域の主部相は，下位から滝
たき

久
く ぼ

保層の雲
う ん ぺ ん じ

辺寺砂岩部
層と足

あ し ろ

代泥岩部層，堀
ほ り た

田層の名
な ご ろ

頃砂岩部層と勝浦泥岩部
層に区分され，砂岩・泥岩・珪長質凝灰岩・礫岩からな
る．北縁相とは整合または指交関係にある．雲辺寺砂岩
部層及び勝浦泥岩部層の珪長質凝灰岩に含まれるジルコ
ンの U–Pb 年代は 78.3 ± 1.3 Ma と 79.3 ± 1.1 Ma を示して
おり，両者は誤差の範囲で一致する．これらの年代が示
唆する堆積年代は，中期カンパニアン期である（Noda et 
al.，2020）．
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2. 5　三波川コンプレックス

本報告では，西南日本外帯に分布する白亜紀の低温高
圧型変成岩を三波川コンプレックスとした．本地域の三
波川コンプレックスは，中央構造線以南の四国山脈に分
布する．北から南へ，イタノユニット，三縄ユニット，
小
こ ぼ け

歩危ユニットに区分できる．イタノユニットは吉野川
沿い小規模に分布し，第四系に被覆されて，他のユニッ
トとの関係が不明である．同ユニットは粗粒なアルバイ

ト斑状変晶が発達する泥質片岩と苦鉄質片岩からなる．
三縄ユニットは，本地域に分布する三波川コンプレック
スの大部分を占める．同ユニットは，苦鉄質片岩，珪質
片岩，泥質片岩，砂質片岩からなり，少量の蛇紋岩を伴
う．見かけ上位ではアルバイト斑状変晶が発達する．三
縄ユニットの南には，見かけ下位に位置する小歩危ユ
ニットが分布する．小歩危ユニットは主に砂質片岩から
なり，少量の泥質片岩を伴う．

本地域の三波川コンプレックスには，主片理 Si が発

第 2. 2 図　本地域の地質の概要
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達する．三縄ユニットでは主片理 Si に平行な軸面を持
つタイトな褶曲 Fi が発達し，地層が折りたたまれてい
る．見かけ複数層準に分布するように見える三縄ユニッ
トの苦鉄質片岩は，褶曲により折りたたまれて同一層準
の苦鉄質岩層が繰り返していると解釈した．小歩危ユ
ニットでは，緩く北へ傾斜した主片理 Si が発達する．
三縄ユニットと小歩危ユニットのユニット境界は，主片
理 Si に平行である．

本地域の三波川コンプレックスは，泥質片岩の鉱物組
合せにより，低変成度の緑泥石帯と高変成度のざくろ石
帯に分帯できる．緑泥石帯とざくろ石帯の境界は三縄ユ
ニットの見かけ下部に存在する．イタノユニットはざく
ろ石に加え黒雲母が出現するアルバイト黒雲母帯を形成
する変成作用を被っている．ざくろ石帯の変成相は，緑
れん石青色片岩亜相とアルバイト緑れん石角閃岩亜相と
の漸移帯に相当する．本地域の三波川コンプレックス三
縄ユニットは，後期ジュラ紀末に中央海嶺で形成された
海洋地殻に，遠洋性のチャート，砂岩泥岩からなる海溝
充填堆積物が累重した海洋プレート層序からなる原岩層

序を有していたと推定される．変成した海溝充填堆積物
より得られた砕屑性ジルコンの U–Pb 年代及び片理を構
成するフェンジャイトの K–Ar 年代に基づき，三縄ユ
ニットと小歩危ユニットは，後期白亜紀の約 3,000 万年
の間継続して沈み込み，沈み込み帯深部において延性的
剪断変形と低温高圧型変成作用を被った結果形成された
と推定される．

2. 6　瀬戸内火山岩類

瀬戸内火山岩類は瀬戸内海とその周辺に分布する中新
世の火山岩類である．香川県に分布する瀬戸内火山岩類
は，讃岐層群と呼ばれ，デイサイト～流紋岩質な火山岩
からなる東

ひがしおく

奥層と玄武岩質安山岩及び安山岩からなる
国
こ く ぶ だ い

分台層からなる．本地域の北西部端に瀬戸内火山岩類
が，孤立して小規模に分布する．本地域の瀬戸内火山岩
類は，安山岩火山砕屑岩と安山岩溶岩からなり，讃岐層
群国分台層に対比できる可能性がある．

第 2. 3 図　本地域の地質総括図
年代値は Cohen et al.（2013；updated）の 2020 年版（v2020/01）に従った．四国における中央構造線の活動履歴は
Kubota et al.（2020），プレート沈み込みは Seton et al.（2012）による．
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2. 7　三豊層群・土柱層及び野呂内層

香川県から徳島県にかけての地域で，段丘堆積物・沖
積層を除く下部更新統としては，讃岐山脈の北側に三豊
層群（斎藤・中山，1954），吉野川流域に土柱層（水野， 
1987）及び森山層（阿子島・須鎗，1989）が分布する．本
地域では，三豊層群は財

さ い た

田層，神
こ う だ

田層，焼
や け お

尾層に区分さ
れ，吉野川沿いでは土柱層が小規模に分布する．これら
の地層はいずれも河川成の堆積物で，礫層を主体として
いて，層厚はそれぞれ 60 ～ 70 m 程度である．また，讃
岐山脈内の鮎

あゆくるしだにがわ

苦谷川上流域にも，これらの地層に類似し
た礫層が小規模に分布することが確認され，野呂内層と
新称した．三豊層群の財田層は，結晶片岩礫を含むこと
で特徴づけられ，これに対して神田層は花崗岩質砂礫が
多く，焼尾層は和泉層群の砂岩礫を主体とする．これら
の地層は指交関係にあり，焼尾層最下部の層準に約 2.4
～ 2.3 Ma の広域テフラに対比される本

もとしの

篠火山灰層，財
田層の中部に 1.75 Ma の広域テフラ，恵

え び す

比須峠
とうげ

– 福田テ
フラ（長橋ほか，2000）に対比される上

か み こ う ち

河内火山灰層が挟
まれている．また三豊層群中のシルト層からはメタセコ
イアなどの植物化石が産出していて，堆積年代の範囲は
前期更新世と考えられる．土柱層からもメタセコイアを
産出し，ほぼ同時代と推定される．野呂内層からは年代
決定に有効な化石の産出や広域テフラの報告はないが，
類似した時代の地層と推定される．

2. 8　段丘堆積物・地すべり堆積物及び沖積層

本地域に分布する段丘堆積物は，段丘面の保存状態や
堆積物の風化の程度などから，高位段丘 1 堆積物，高位
段丘 2 堆積物，中位段丘堆積物，低位段丘 1 堆積物，低
位段丘 2 堆積物に区分される．いずれも河川成の礫層主
体の地層である．中位段丘堆積物からは阿蘇 4 テフラが，
低位段丘 1 堆積物中からは姶

あ い ら

良–Tn テフラが，低位段丘
2 堆積物上からは鬼

き か い

界アカホヤテフラが見出されている
（森江ほか，2001；水野ほか，1993）．

本地域の特に讃岐山脈の南部には地すべり堆積物が広
く分布し，和泉層群の地層の傾斜方向が斜面の傾斜方向
と一致するところに多く見られる傾向がある．代表的な
地すべり堆積物として，三好市池田町白

は く ち

地の井
い の く ぼ

ノ久保地
すべり，同じく池田町シンヤマの地すべりがある．後者
は，吉野川左岸側の讃岐山脈の斜面が崩壊して，右岸側
に乗り上げて堆積したとされる．

沖積層は現河道に沿って分布していて，分布形態から
谷底低地堆積物，扇状地堆積物及び現河床堆積物に区分
した．

2. 9　中央構造線及び讃岐山脈北麓の断層

中央構造線は西南日本内帯と外帯とを区分する日本屈
指の地質境界であり，長さ 1,000 km を越える．本地域
では，讃岐山脈の南縁に沿うようにほぼ一直線に延び，
内帯の和泉層群と外帯の三波川コンプレックスとを境し
ている（第 2. 1 図）．現在の地形面に変位を与えている
断層は，この地質境界としての中央構造線とは区別され，
中央構造線活断層系と呼ばれている（岡田，1973a；岡田
ほか，1992）．本地域では，西部～中央部の池田断層，
東部の三

み の

野断層の 2 つのセグメントに区分される（岡田， 
1968，1970）．また，池田断層の北側に箸

はしくら

蔵断層がほぼ
平行に分布する．これらの断層が下部更新統土柱層や段
丘堆積物を変位させていることが露頭で観察されてい
る．いずれも水平成分の平均変位速度が 5 ～ 10 m/千年
に及ぶ右横ずれを主体とする活断層であり，確実度 I，
活動度 A とされている（活断層研究会編，1991；岡田ほ
か，1992；Tsutsumi and Okada，1996）．

讃岐山脈の北縁には竹
たけなり

成断層・江
え ば た

畑断層・樫
かしはら

原断層が，
本地域の西端から東端までほぼ連続して延びており，讃
岐山脈と讃岐丘陵との間の明瞭な地形境界をなしてい
る．これらの断層は，東北東～西南西または東～西方向
の走向を持ち，南に傾斜する逆断層である（斎藤ほか， 
1962；寒川，1973）．竹成断層，江畑断層は下部更新統
三豊層群を変位させ，一部の地域では段丘堆積物を変位
させていると考えられる．また，これらの讃岐山脈北縁
に分布する断層とは別に，その北の丘陵地内に三豊層群
を変形させる北東～南西走向の神田断層がある．

2. 10　応 用 地 質

本地域の香川県側には，まんのう町塩入と三豊市財
さ い た

田
町
ちょう

財田上に営業中の温泉施設がある．いずれも水温 25 
℃以下であり，加熱して利用されている．また，徳島県
側の中央構造線沿いには，鉱泉を利用した入浴施設が徳
島県三好市池田町や三好市三野町加

か も の

茂野宮
みや

付近に存在す
る．

本地域の三波川コンプレックスの分布域には，金属鉱
床として層状の含銅硫化鉄鉱床（キースラーガー）が点
在するが，稼行していた鉱山（三

み な わ

縄鉱山と三好鉱山）は
いずれも廃鉱となっている．また，讃岐山脈の猪ノ鼻峠
付近では，和泉層群の砂岩が骨材資源として採取されて
いる．
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第 3 章　領家コンプレックス

（宮崎一博・長田充弘）

本報告では，西南日本内帯に分布する白亜紀高温型変
成岩とこれに貫入する火成岩類を，領家コンプレックス
として一括する．領家コンプレックスは，従来の領家火
成 – 変成コンプレックス（青矢ほか，2013），領家深成変
成コンプレックス（宮崎ほか，2016）と同等であり，地理
用語につづく階層名から形容詞句である “火成 – 変成”
または “深成変成” を省略したものに相当し，従来の領
家帯の苦鉄質深成岩類，領家花崗岩類，領家変成岩類及
びこれらに貫入する白亜紀岩脈類を含む．省略した理由
は，（1）形容詞修飾語句の使用は，公式岩相層序単元の
命名では最小限に抑えなければならないこと（日本地質
学会編，2001），及び（2）領家という地理的名称により，
主に花崗岩や変成岩からなる地質単元であることが分か
るため，わざわざ形容詞修飾語句を付する必要性がない
こと，である．本報告では，密接に相伴い分布する変成
岩類・深成岩類・岩脈類を 1 つの地質単元として取り扱
うために，IUGS Subcommission on Quaternary Stratigraphy

（2020）と North American Commission on Stratigraphic 
Nomenclature（2005）に従い，地層累重の法則に従わない
地質体（Lithodemic unit）の公式地質単元である「コンプ
レックス」を 採 用 し， そ の 階 層 を 岩 相 層 序 単 元

（Lithostratigraphic unit）の「層群」相当とした．
本地域の領家コンプレックスは，領家変成岩類，観音

寺花崗岩，及び岩脈類からなる．領家コンプレックスと
観音寺花崗岩の間に，領家花崗岩類（山田・村山，1958）
が地質単元の階層として設定できる．以下では，花崗岩
類の化学組成の広域比較などで，適宜，領家花崗岩類の
地質単元名も使用する．

5 万分の 1 地質図幅「観音寺」では，本地域から「観
音寺」地域へ連続する花崗岩類に対して，観音寺深成岩
類の名称が用いられている．しかしながら，観音寺深成
岩類とされているものの大部分は，中粒の花崗岩ないし
花崗閃緑岩であり，その中でも花崗岩が過半数を占め
る．従って，本報告では，観音寺深成岩類の岩相名を変
更し，観音寺花崗岩とした．観音寺花崗岩は領家花崗岩
類を構成する地質単元の 1 つである．

3. 1　研 究 史

本地域に分布する領家コンプレックスに限定された研
究論文は存在しない．本地域の領家コンプレックスに関
する記述は，山上（1899）の 20 万分の 1 地質図幅「丸亀」

まで遡り，火成岩は花崗岩に塗色されており，変成岩や
岩脈は描かれていない．その後，10 万分の 1 香川県地
質図（斎藤ほか，1962）により，本地域の深成岩類が領家
花崗岩類の黒雲母花崗岩及び花崗閃緑岩に，変成岩が領
家変成岩類の雲母片岩・縞状片麻岩に塗色されている．
変成岩は，まんのう町竜王山からその南東側に約 1 km 
× 2 km の広さで，かなり広く分布するように描かれて
いる．雲母片岩は片状構造が発達し，雲母類に富んだ白
色部と石英・長石に富んだ白色部が密に互層すると記載
されている．縞状片麻岩は，雲母片岩と白色の花崗岩が
密に交互して，縞状を呈すると記載されている．前者は
泥質片岩，後者は泥質ミグマタイトの特徴を記載したも
のと推定される．20 万分の 1 地質図幅「岡山及丸亀」（松
浦ほか，2002）では，白亜紀花崗岩類を中～粗粒で顕著
なフォリエーションが発達する花崗岩類Ⅰ，弱いフォリ
エーションから塊状の岩相を花崗岩類Ⅱ，塊状の岩相を
花崗岩類Ⅲに区分し，本地域の花崗岩類を花崗岩類Ⅱと
している．領家変成岩類は，黒雲母片岩及び黒雲母粘板
岩からなる雲母片岩帯と，珪線石黒雲母片麻岩からなる
縞状片麻岩帯とに区分し，本地域の変成岩を雲母片岩帯
に属するとしている．

関連する研究として，香川県西部の領家花崗岩類の年
代学的研究がいくつか存在する．西隣の「観音寺」地域
内の観音寺花崗岩の普通角閃石黒雲母花崗岩のホルンブ
レンド K–Ar 年代として 94.5 ± 4.7 Ma が得られている

（野田ほか，2017b）．また，「観音寺」地域の北隣の「仁尾」
地域内からは，普通角閃石黒雲母花崗岩の黒雲母 K–Ar
年代として 80.5 ± 1.8 Ma（柴田，1979），及びジルコン U–
Pb 年代として 86.0 ± 1.2 Ma（Nakajima et al.，2004）が得
られている．やや広範囲になるが，香川県下の領家コン
プレックスの多数の深成岩類のジルコン U–Pb 年代が得
られており，90 Ma 前後に最頻値をもち，個々の試料の
ジルコン U–Pb 年代の加重平均は，93.4 ± 3.5～80.1 ± 1.5 
Ma である（Iida et al.，2015）．

Ishihara（2003）は，岡山県から香川県に分布する山陽
帯の花崗岩類及び領家花崗岩類の化学分析を多数行って
いる．その中に本地域に分布する観音寺花崗岩の 1 試料
が含まれている．領家花崗岩類は，山陽帯の花崗岩類に
比べ，SiO2 や K2O に乏しく，Al2O3 に富み，アルミナ飽
和指数（＝ Al2O3/（Na2O + K2O + CaO））が高い傾向にある
ことを指摘している．また，微量元素を比較した場合，
領家花崗岩類は，山陽帯の花崗岩類に比べ Rb に乏しく，
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Sr に富む傾向を示す．

3. 2　概　要

本地域の領家コンプレックスは，大部分が花崗岩類から
なる．領家コンプレックスの花崗岩類，すなわち領家花崗
岩類である．そもそも，領家花崗岩類とは領家変成岩類を
伴う花崗岩類であることから，花崗岩類に伴う変成岩類が
領家変成岩類であるかどうかを判定することが，領家花崗
岩類なのかそうでないのかを判定する上での基準になって
いる．領家コンプレックス領家変成岩類の特徴は，地殻中
～浅部で非常に高い地温勾配のもとで形成された高温低圧
型変成岩類であるという点である．領家変成岩類の形成に
は，地殻中～浅部へ効率的に熱を輸送するマグマあるいは
メルトの存在が重要である．領家コンプレックスの大部分
を占める領家花崗岩類を形成したマグマが熱輸送の担い手
であった可能性が指摘されている（Miyazaki，2007，2010）．
すなわち，領家変成岩類の形成と領家花崗岩類の貫入は，
成因的に密接に関係しており，領家花崗岩類とほぼ同時期
に貫入する岩脈を含めてこれらを一括した地質単元として
扱う重要性を示している．

西南日本内帯には白亜紀花崗岩類が広く分布する．そ
の大部分は花崗岩から花崗閃緑岩である．白亜紀花崗岩
類は，西南日本内帯に分布する付加体，堆積岩，オフィ
オライト，高圧型変成岩類，白亜紀火山岩類に貫入し，
接触変成作用を与えている．接触変成作用で生じた変成
岩類も，高温低圧型変成岩類となるので，そのような変
成岩類と領家変成岩類を区別することには困難が伴う．
本報告では，片理形成を伴いかつ高温低圧型変成作用を
被っている変成岩類を領家変成岩類とした．片理の形成
を伴う高温低圧型変成岩類の分布は，香川県小

しょうどしま

豆島南部
と香川県手島を結ぶ線より南に分布する（松浦ほか，
2002）．従って，この線より南を領家コンプレックスの
分布範囲とする（第 3. 1 図 b）．領家変成岩類の原岩は，
山口県柳井地方では美濃丹波帯のジュラ紀付加コンプ
レックスである．しかしながら，西南日本内帯のジュラ
紀付加体，ペルム紀付加体，舞鶴層群，夜久野オフィオ
ライトの分布は，領家コンプレックスの分布方向と斜交
している（第 3. 1 図 a）．この斜交関係は，ジュラ紀付加
コンプレックス以外の原岩が領家変成岩類に存在する可
能性を示唆している．

領家コンプレックスは領家変成岩類と領家花崗岩類及
び岩脈からなる．領家変成岩類の変成泥岩及び変成砂岩
は，カリ長石 + 菫青石 + 黒雲母の共生で特徴付けられ
る（第 3. 2 図）．この鉱物組合せは，山口県柳井地域や
愛知県三河地域の領家変成岩類のカリ長石菫青石帯

（Ikeda，2004；Miyazaki，2010）に対比できる．本地域の
領家花崗岩類は観音寺花崗岩からなる．岩脈は領家変成
岩類と観音寺花崗岩に貫入する．

3. 3　領家変成岩類

本地域の領家変成岩類は，北部端に近い満濃池西側の
仲多度郡まんのう町神

か ん の

野から生
い か ま

間，竜王山南方を経て，
三
み

豊
とよ

市山本町神
こ う だ

田北
きたたていし

立石にかけて東西長さ数 km 以下，
南北幅数 100 m 以下の細長いレンズ状の形態で多数分
布する．三豊市高瀬町上

かみあさ

麻から羽
は が た

方にかけても東西長さ
500 m 以下，南北幅 100 m 以下の細長いレンズ状の形態
で分布する．三豊市岩瀬池の北西と南西にも西北西 – 東
南東に長さ数 100 m の細長いレンズ状の形態で分布す
る．変成岩は，砂岩を原岩とする変成砂岩が大部分を占
める．少量の変成泥岩が伴われる．

3. 3. 1　変成泥岩（Rm）
変成泥岩は，竜王山の西斜面や高瀬町上麻付近に小規

模に分布する．高瀬町上麻では，変成泥岩の分布の西端
に観音寺花崗岩の中粒黒雲母花崗岩が貫入する（第 3. 3
図 a）．貫入面は南北走向でほぼ垂直である．変成岩と
の接触部の花崗岩に細粒周縁相は生じていない．変成岩
内部にも南北走向で高角度に傾斜した中粒花崗岩岩脈が
2 本貫入している．これらの花崗岩類の貫入面は変成泥
岩と変成砂岩の層理や変成泥岩の片理を切っており，大
きく斜交する．変成泥岩は，原岩の葉理に平行な片理が
発達する泥質片岩となっている（第 3. 3 図 b）．変成泥岩
に見られる葉理は，黒色～暗褐色を呈する黒雲母が多い
薄層と暗灰色～灰色の石英と長石類が多い薄層からな
り，前者はもともと粘土質な層に，後者は砂質ないしシ
ルト質な層に対応する（第 3. 4 図 a）．本地域の変成泥岩
には，数 cm の大きさの細粒花崗岩ポッドないしレンズ
が存在し，泥質ミグマタイト様の構造を示す（第 3. 4 図
a）．さらに，細粒花崗岩の部分が多くなり，変成泥岩の
片理と平行あるいはやや斜交して細粒花崗岩の細脈が枝
分かれしながら貫入する泥質ミグマタイトも存在する

（第 3. 4 図 b）．変成泥岩の中には，白色の珪質な薄層が
律動的に繰り返すものも存在する（第 3. 4 図 c）．このよ
うな変成泥岩の原岩は，珪質な泥岩と推定される．

変成泥岩の鏡下における観察では，変成泥岩に発達す
る片理は，黒雲母及び菫青石の形態定向配列よる（第 3. 5
図 a）．ただし，変成泥岩に薄く挟まる砂質な葉理内部
では片理の発達は弱い．珪質な薄層が律動的に繰り返す
変成泥岩でも，泥質な薄層では，黒雲母と菫青石の形態
定向配列による片理が発達する．珪質な薄層と泥質な薄
層の境界付近にはざくろ石が生じている（第 3. 5 図 b）．

岩石記載
カリ長石菫青石斜長石石英黒雲母片岩

（第 3. 5 図 a；まんのう町生間）
主要構成鉱物は，カリ長石，菫青石，黒雲母，斜長石，
石英である．少量の炭質物，電気石，ジルコン，アパタ
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イト，不透明鉱物を含む．黒雲母及び菫青石の形態定向
配列による片理が発達する．斜長石及び石英に富む砂質
な層では，片理の発達が弱い．また，花崗岩質なレンズ
ないしポッドは，砂質な部分より構成鉱物が粗粒で，砂
質部の石英の粒径は 50 μm 程度なのに対し，花崗岩質部
の石英の粒径は 200 ～ 300 μm である．黒雲母は，赤褐色
～黄色の多色性を示す．菫青石は c 軸に伸びた柱状結晶
で，微細な黒雲母，石英，炭質物をポイキリティックに
包有する．カリ長石は他形で，多数の微細な黒雲母，炭
質物をポイキリティックに包有する．

ざくろ石含有カリ長石菫青石斜長石石英黒雲母片岩

（第 3. 5 図 b；まんのう町竜王山南東約 1 km）
主要構成鉱物は，カリ長石，菫青石，黒雲母，斜長石，
石英である．少量のざくろ石，炭質物，電気石，ジルコン，
アパタイト，不透明鉱物を含む．黒雲母及び菫青石の形
態定向配列による片理が形成されている．黒雲母は，赤
褐色～黄色の多色性を示す．菫青石は微細な黒雲母，石英，
炭質物をポイキリティックに包有する．菫青石の多くは，
細粒な白色雲母の集合体に置換される．ざくろ石は粒径
100 μm 前後の丸みを帯びた結晶で，黒雲母と菫青石が多
く生じている泥質な薄層と主に石英からなる珪質な薄層
の境界部に多く存在する．ざくろ石の核部分には微細な
炭質物が包有される．

第 3. 1 図　香川県及び岡山県南部の西南日本内帯先古第三紀基盤岩類の地質概略と領家コンプレックスの分布
（a）西南日本内帯の先古第三紀基盤岩の分布概略（Wallis et al.，2020 を一部改変）．Wallis et al. （2020）の構造単元 terrane を
日本語の構造単元 “ 帯 ” に翻訳した．HO：飛騨 – 隠岐帯の変成岩・深成岩，Re：三郡帯の蓮華ユニットと大江山オフィオ
ライト，Ak：秋吉帯のペルム紀付加体，Su：三郡帯の周防ユニット，Mz：舞鶴帯の舞鶴層群と夜久野オフィオライト，
UT：超丹波帯のペルム紀付加体，MT：美濃丹波帯のジュラ紀付加体，（b）香川県及び岡山県南部の先古第三紀基盤岩の
地質概略図．
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3. 3. 2　変成砂岩（Rs）
変成砂岩は，満濃池西のまんのう町神野付近，生間か

ら竜王山にかけて，及び高瀬町上麻とその南西に長さ 1 
km 未満，幅約 300 m 未満のレンズ状の形態で分布する．
レンズの伸び方向は東西が卓越する．片理及び砂質部と
泥質部の層理の走向は東西走向で北に傾斜するものが多
いが，南に傾斜するものや，南北走向を示す場合もあり
一定しない．

変成砂岩は，野外で赤褐色から暗褐色，暗灰色から灰
色，淡緑灰色を呈するものがある．暗褐色，暗灰色から
灰色を呈する変成砂岩は，変成泥岩の薄層を挟む（第
3. 6 図 a；第 3. 6 図 b）．淡緑灰色を呈する砂岩は，塊状
で葉理構造を示さず，暗褐色な部分とまだら模様を呈す
る（第 3. 6 図 c）．

暗赤褐色を呈する変成砂岩の鏡下における観察では，
基質はグラノブラスティックな石英，斜長石，カリ長石，
黒雲母からなる（第 3. 7 図 a）．暗褐色，暗灰色から灰色
を呈する変成砂岩には，黒雲母が形態定向配列を示さず，
片理が発達しないため砂質グラノフェルスと呼べるもの

（第 3. 7 図 a）と，黒雲母の形態定向配列による弱い片理
が発達し，砂質片岩と呼べるものが存在する．淡灰緑色
を呈する変成砂岩には，ホルンブレンドや単斜輝石が生
じている．砕屑粒子の可能性がある丸みを帯びた粗粒な
石英及び斜長石粒子を除くと，基質鉱物はグラノブラス
ティックな組織を有し，ホルンブレンドや単斜輝石は形
態定向配列を示さず，片理が発達しないグラノフェルス
となっている（第 3. 7 図 b）．

岩石記載
ざくろ石含有黒雲母カリ長石石英斜長石グラノフェルス

（第 3. 7 図 a；三豊市山本町立石山）
主要構成鉱物は，黒雲母，カリ長石，斜長石，石英であり，
少量のざくろ石，ジルコン，アパタイト，不透明鉱物を
伴う．黒雲母は，褐色～淡褐色の多色性を示し，形態定
向配列を示さない．黒雲母，石英，カリ長石，斜長石は
グラノブラスティックな組織を有する．カリ長石及び斜
長石は内部に微細な黒雲母と石英の包有物を有する．

単斜輝石普通角閃石黒雲母含有石英斜長石グラノフェ
ルス

（第 3. 7 図 b；まんのう町竜王山南東約 1.2 km）
主要構成鉱物は，石英，斜長石で，少量の単斜輝石，ホ
ルンブレンド，黒雲母，カリ長石，ジルコン，アパタイト，
不透明鉱物を伴う．基質を構成する鉱物粒子より明らか
に粗粒な径 500 μm 前後の丸みを帯びた石英や斜長石の粒
子が点在する．これらの粗粒な粒子は，内部に包有物を
含まない．基質の石英や斜長石は，成長時に包有した微
細な黒雲母などの包有物を含むのと対称的である．粗粒
な石英及び斜長石は，原岩の砂岩に含まれていた砕屑粒
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第 3. 3 図　領家コンプレックス変成泥岩の露頭写真
（a）変成泥岩（rm）に貫入する観音寺花崗岩（gr）の中粒普通角閃石黒雲母花崗岩（三豊市高瀬町上麻）．変成泥岩中には
花崗岩の岩脈（di）も貫入している．（b）片理（S）が発達する変成泥岩（三豊市高瀬町上麻）．

第 3. 4 図　領家コンプレックス変成泥岩の岩片写真
（a）変成泥岩．花崗岩質部（gr）， 砂質部（ps），三豊
市高瀬町上麻；（b）ミグマタイト質な変成泥岩．花
崗岩質部（gr），まんのう町竜王山南東約 1 km（c）
珪質な変成泥岩，石英に富む層（qtz）．
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第 3. 5 図　領家コンプレックス変成泥岩の薄片写真
（a）変成泥岩．菫青石（crd），黒雲母（bt），まんのう町生間 ;（b）変成泥岩．菫青石（crd），黒雲母（bt），ざくろ石（grt）．
まんのう町竜王山南東約 1 km.

第 3. 6 図　 領家コンプレックス変成砂岩の露頭写真及び岩片写真
（a）変成砂岩，明色の砂質部に暗色の泥質薄層が挟まる．山本町立石山．（b）薄い泥質薄層（暗色部）が
頻繁に挟まる変成砂岩（明色部）．まんのう町竜王山南東約 1 km．（c）塊状淡緑灰色砂岩（明色部），まだ
ら状の暗色部は黒雲母を生じている部分．まんのう町竜王山南東約 1 km.
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子の可能性がある．基質は粒径 100 μm 前後のグラノブラ
スティックな石英，斜長石，ホルンブレンド， 単斜輝石，
黒雲母からなる．黒雲母は赤褐色～淡黄色，ホルンブレ
ンドは緑褐色～緑色，単斜輝石は淡緑色～無色の多色性
を示す．

3. 3. 2. 1　砕屑性ジルコン U–Pb 年代
変成砂岩からジルコンを分離し，ジルコン U–Pb 年代

測定を行った．ジルコンを分離した変成砂岩は，暗赤褐
色を呈し，黒色の変成泥岩の薄層を挟む．この変成砂岩
に含まれるジルコンは，三波川コンプレックスの砂質片
岩や四万十帯の白亜紀付加体，及び秩父帯のジュラ紀付
加体の砂岩に多く含まれる丸みを帯びた外形を持つジル
コンの量が少なく，自形性の良いジルコンの割合が多い．
ジルコンの長軸の粒径は約 100 μm 程度である（第 3. 8
図 a, b）．カソードルミネッセンス像において不連続な
累帯構造の発達が認められないこと（第 3. 8 図 a），反射
二次電子線像において微細な包有物の同心円状の配列な
ど変成時に成長したことを示唆する組織も認められない

（第 3. 8 図 b）ことから，本変成砂岩中のジルコンは，原
岩である砂岩に含まれていた砕屑性ジルコンであると判
断できる．分離したジルコン 30 粒子から 30 点の U–Pb
年代測定を行った．測定の結果，23 個のジルコン粒子
から 23 点のコンコーダントな年代値が得られた．各点
の分析値の 2σ誤差楕円が，コンコーディア成長曲線と
交わるものをコンコーダントな年代値とした（第 3. 9 図 
a）．コンコーダントな年代値は，古い方から，1283 Ma，
445 Ma，358 Ma，307 Ma，258 Ma に年代値のピークを
持つ（第 3. 9 図 c）．このうち，258 Ma の年代ピークが
最も高い頻度を示す．ジルコンの年代値の統計的処理を
行 う DensityPlotter（Vermeesch，2012）の Mixture models
の Minimum を用いた最も若い年代成分も，約 258 Ma

であった（第 3. 9 図 c）．Minimum age model では，得ら
れた年代値から最尤法を用いて統計的に最も確からしい
最若年代成分を求めている．さらに，350 Ma より若い
年代を示す年代値集団から，任意の 5 個以下の年代成分
を自動的に検出する DensityPlotter の Mixture models を
用いた解析の結果では，308 Ma，272 Ma，258 Ma の 3
つの年代成分が得られ，最若年代成分の年代推定値は
258 Ma であった（第 3. 9 図 d）．Mixture models では，最
尤法とベイズ情報量規準を用いて統計的に最適な年代成
分と年代成分の数を推定している．

以上の分析結果を参考に，最も若い年代成分に属する
可能性がある 10 粒子の年代値から，年代値の加重平均
を求めた．その結果，257.7 ± 1.6 Ma（2σ），MSWD = 0.61
の非常にばらつきの小さい加重平均年代を得ることがで
きた（第 3. 9 図 b）．この変成砂岩の堆積年代の上限値を
257.7 ± 1.6 Ma（2σ）とした．すなわち，この変成砂岩の
原岩は，後期ペルム紀以降に堆積したことになる．西南
日本内帯には，飛騨山地の三畳紀花崗岩など，三畳紀の
ジルコンの供給源は多く存在するにもかかわらず，それ
らが含まれていないことから，前期三畳紀以降の砕屑性
ジルコンを含まない変成砂岩の堆積年代は後期ペルム紀
である可能性がある．

3. 4　観音寺花崗岩（Rg）

観音寺花崗岩は「観音寺」地域から本地域へ連続して
分布し，観音寺図幅で観音寺深成岩類とされたものに相
当する．また，観音寺花崗岩は領家コンプレックス領家
花崗岩類に属する．

本地域で採取した観音寺花崗岩 32 試料のモード分析
を行い，石英 – 斜長石 – アルカリ長石の三角図にプロッ
トした（第 3. 10 図）．観音寺花崗岩は，三角図上で花崗

第 3. 7 図　領家コンプレックス変成砂岩の薄片写真
（a）変成砂岩，ざくろ石（grt），黒雲母（bt）．山本町立石山．（b）淡緑灰色変成砂岩，単斜輝石（cpx），ホルンブレンド（hb），
黒雲母（bt），石英（qtz）．まんのう町竜王山南東約 1 km．
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岩から花崗閃緑岩の領域にプロットされる．このうち約
65 % は花崗岩の領域にプロットされ，残り 35 % が花崗
閃緑岩の領域にプロットされる．より詳細に見ると，花
崗岩のうちのほとんどは，より細分化された区分におけ
るモンゾ花崗岩の領域に入り，1 試料のみ閃長花崗岩の
領域に入る．従って，観音寺花崗岩の過半数は花崗岩で
あり，より細分化された名称では，モンゾ花崗岩が過半
数を占める．花崗岩のモード組成の地域変化（第 3. 11 図）
を見るため，アルカリ長石 + 斜長石に対する斜長石の
割合を百分率で表した値 P を用いた． 観音寺花崗岩は
花崗閃緑岩からモンゾ花崗岩を経て，閃長花崗岩のモー

ド組成を示すので，P < 65 となれば花崗岩であり，P ≧ 
65 であれば花崗閃緑岩となる．また，45 < P < 65 であ
れば，モンゾ花崗岩，P < 45 であれば閃長花崗岩となる．
P の変化を地域的に見ていくと，西部で P の値がやや高
く，東部でやや低い．ただし，西部から東部へ単調に P
の値が減少する傾向は認められない．中央部やや西寄り
の竜王山周辺で，P > 65 となる花崗閃緑岩の出現頻度が
やや高い（第 3. 11 図）．竜王山東方から満濃池周辺に分
布する観音寺花崗岩は，P = 40–46 の低い値を示す．さ
らに東方へむけて，P の値は増加し，東縁では 55 前後
の値となる．東部の方が，P の値のばらつきは小さく，

第 3. 8 図　変成砂岩から分離したジルコンのカソードルミネッセンス像と反射二次電子像
（a）カソードルミネッセンス像．# は分析点番号，コンコーダント 238U–206Pb 年代，年代値
の後の数字は Th/U の値．括弧で囲まれた年代値はディスコーダント年代，四角が分析点．

（b）反射二次電子線像．試料は，まんのう町生間．試料採取地点は，地質図に U–Pb 年代
及び K–Ar 年代測定試料地点として示した．試料地点番号 1：IK6-05．
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大部分が P < 55 の低い値にまとまっている．一方，西
部は P の値のばらつきが大きい．観音寺花崗岩のモー
ド組成は，花崗岩から花崗閃緑岩にまたがるが，地域的
なモード組成の傾向を見いだすことができなかった．

野外において，最も広く分布する観音寺花崗岩は，ホ
ルンブレンド及び黒雲母を含む中粒のモンゾ花崗岩であ
る（第 3. 12 図 a）．観音寺花崗岩分布域は丘陵地で地形
の勾配がなだらかであり，浸食作用が強く働かず，真砂
化した花崗岩が広く分布している．真砂化した花崗岩の
露頭には，しばしば径数 m を超すモンゾ花崗岩の風化
残留核（コアストーン）が生じている（第 3. 12 図 b）．コ
アストーンは丸みを帯び，真砂化した部分とは対照的に
ハンマーによる打撃でも耐えうる十分な強度を保持して

いる．三豊市立石山の西斜面の尾根沿いには，観音寺花
崗岩の径約 5 m の巨大なコアストーンが残存している．
本地域全体を通して，新鮮な観音寺花崗岩が露出する場
所は限られている．財

さいたちょう

田町財
さ い た な か

田中から北西に 500 m 程度
連続する財田川の河床，財田町財田上東方から黒川へか
けての財田川河床，まんのう町造

そ う だ

田からまんのう町塩田
にかけての土

ど き

器川
がわ

の河床，綾上町柏原 渓谷沿いなどで
比較的新鮮な観音寺花崗岩が露出する（第 3. 12 図 c）．

前述したように，観音寺花崗岩のモード分析の結果は，
広域的には花崗岩から花崗閃緑岩へ岩相変化する．しか
しながら，竜王山の南斜面には，例外的に観音寺花崗岩
の花崗岩と花崗閃緑岩の接触関係を示す露頭が存在する

（第 3. 12 図 d）．両者の境界は直線的ではなく，不規則

第 3. 9 図　領家コンプレックス変成砂岩に含まれるジルコンの U–Pb 年代測定結果
年代測定は京都フィッショントラック株式会社に依頼し，東京大学大学院理学系研究科地殻化学実験システムのサイ
バーレーザー株式会社製 IFRIT フェムト秒レーザーに，ニューインスツルメンツ社製 Nu Plasma II マルチコレクター
型質量分析計を用いて行われた．レーザーのビーム径は 10 µm で，ガルバノ光学系を用いて 1 辺 15 µm の正方形の
領域を照射した．1 次標準試料は，Nancy91500（Wiedenbeck et al.，1995），2 次標準試料は OD-3（岩野ほか，2012，
Iwano et al.，2013，Lukács et al.，2015）と GJ-1（Jackson et al.，2004）を用いた．（a）コンコーディア成長曲線と分析点の
同位体組成．誤差楕円は 2σ．白抜きの分析点はディスコーダント．IsoplotR（Vermeesch，2018）を使用．（b）
DensityPlotter（Vermeesch，2012）の Mixture models の auto で求めた最若年代成分に属するコンコーダント 238U–206Pb 年
代の加重平均（mean）とその MSWD（Mean Square Weighted Deviation）．（c）コンコーダント 238U–206Pb 年代のカーネル
密度分布．数字は，DensityPlotter（Vermeesch，2012）の Mixture models で求めた最若年代成分．（d）350 Ma より若い
コンコーダント 238U–206Pb 年代を使い，DensityPlotter（Vermeesch，2012）の Mixture models の auto で求めた年代成分．
試料採取地点は，地質図に U–Pb 年代及び K–Ar 年代測定試料地点として示した．試料地点番号 1：IK6-05．
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な湾曲した曲面となっている．両者の境界部付近は，ホ
ルンブレンドや黒雲母の量比，自形性の良い斜長石の量
比が異なる境界として認識される．花崗閃緑岩側で，ホ
ルンブレンド及び黒雲母の量が多く，また，自形性の良
い斜長石の量が多い．両者の境界をまたいで自形性の良
いホルンブレンドが存在することから，どちらかがどち
らかの構造を切って貫入するようなシャープな境界面で
はない．両者の接触時には，花崗岩側も花崗閃緑岩側も
完全には固結していなかったと考えられる．接合当時，
有色鉱物や自形性の良い斜長石が多い花崗閃緑岩側の結
晶の量が多く，花崗岩側の結晶量が少ない状態であった
と推定できる．

観音寺花崗岩が分布する山本町神田付近には北東 – 南
西方向に直線的な谷が延びている．その延長線上の高瀬
町上麻の東方では，破砕帯を伴う断層が観音寺花崗岩中
に確認できた（第 3. 12 図 e，f）．断層面の走向は谷の伸
長方向とほぼ同じである．断層破砕帯の幅は 1 m 程度で
あり，観音寺花崗岩はカタクラサイト化している．

3. 4. 1　岩相
薄片を切り出した岩片を用いて，観音寺花崗岩の岩相

変化の観察を行った．観音寺花崗岩は，いずれの岩片に
おいても，石英は透明感のある暗灰色を呈し，識別が容

第 3. 10 図　観音寺花崗岩の石英 – 斜長石 – アルカリ長石の三角図
Gr：花崗岩．Gd：花崗閃緑岩．To：トーナル岩．QtzDi：石英閃緑岩．Di：閃緑岩．QtzMnDi：石英モンゾ
閃緑岩．MoGr：モンゾ花崗岩．SyGr：閃雲花崗岩．*1：全岩化学組成分析を行った花崗閃緑岩（IK5-14a）
のモード組成．*2：全岩化学組成分析を行った花崗岩（IK5-14b）のモード組成．

易である．一方，長石類は風化の程度によって，見え方
が異なり，斜長石とカリ長石の識別は困難な場合が多
い．比較的新鮮な観音寺花崗岩の岩片では，斜長石が一
部白濁した自形性の良い結晶であるのに対し，カリ長石
は灰白色で，斜長石より透明感のある結晶である（第
3. 13 図 a–e）．また，斜長石には肉眼でも識別できる累
帯構造が発達する場合がある．より風化が進んだ試料で
は，斜長石，カリ長石ともに白濁化が進むが，カリ長石
は淡いピンク色を帯びる場合がある（第 3. 13 図 f）．ホ
ルンブレンドは比較的自形性の良い黒色ないし暗緑黒色
の短柱状～柱状の結晶として識別できる（第 3. 13 図 a）．
黒雲母は黒色の板状結晶として識別できる（第 3. 13 図
a–e）．ただし，緑泥石化が進んだ黒雲母では緑色を帯び
る．

前述したように観音寺花崗岩のモード組成は，花崗岩
から花崗閃緑岩の領域まで広がる．しかしながら，花崗
閃緑岩に分類される試料と花崗岩に分類される試料の斜
長石を比較した場合，自形性や結晶サイズには大きな変
化は認められない（第 3. 13 図 a–f）．花崗閃緑岩及び花
崗岩に含まれる斜長石の粒径は，2 ～ 5 mm 程度である．
カリ長石は，他形で他の鉱物の粒間を埋めるものと，比
較的自形性の良い粒径 5 ～ 10 mm の粗粒結晶が含まれ
る場合がある．カリ長石のモード組成は，花崗閃緑岩か
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ら花崗岩へと増加するが，自形性の良いカリ長石の粒径
には大きな変化が認められない．花崗閃緑岩から花崗岩
への斜長石のモード組成の減少に応じて，ホルンブレン
ドや黒雲母などの有色鉱物の量も減少する（第 3. 13 図 
a–f）．しかしながら，ホルンブレンドや黒雲母の粒径に
は大きな変化はなく，ホルンブレンドは長軸約 2 ～ 5 
mm，黒雲母は粒径 1 ～ 4 mm である（第 3. 13 図 a–e）．
観音寺花崗岩の中でも閃長花崗岩に分類される試料には
ほとんど有色鉱物が含まれない（第 3. 13 図 f）．

岩石記載
中粒等粒状普通角閃石黒雲母花崗閃緑岩

（第 3. 14 図 a；まんのう町竜王山南約 500 m）
主要構成鉱物は，ホルンブレンド，黒雲母，カリ長石，
斜長石，石英からなり，少量のジルコン，アパタイト，
ぶどう石，緑れん石，緑泥石，炭酸塩鉱物，不透明鉱物
を伴う．斜長石は粒径 2 ～ 5 mm の自形性から半自形の結
晶で，核部から縁部へ累帯構造を示す．また，アルバイ
ト式双晶をなすものが多い．結晶内部には，微細な白色
雲母，炭酸塩鉱物，ぶどう石が生じており，肉眼で見た
時に白濁して見える要因になっている．カリ長石は，量
は少ないが，径 1 cm ほどの半自形結晶として産するほか，
他の鉱物の粒間を埋める他形結晶として産する．カリ長
石は，自形性の良いホルンブレンド，黒雲母，斜長石の
結晶を包有するポイキリティックな組織を有する．石英
は，粒径 2 ～ 5 mm の他形結晶であり，カリ長石とともに
他の鉱物の粒間を埋める．黒雲母は茶褐色～黄褐色の多
色性を示す半自形ないし他形の板状結晶である．黒雲母
の一部は，緑泥石に置換される．ホルンブレンドは褐色
～緑褐色の多色性を示す自形から半自形のホルンブレン
ドで，一部，緑泥石と緑れん石に置換される．ジルコン
は基質の結晶粒界に産するものと，ホルンブレンド，黒
雲母，斜長石に包有されるものがある．

中粒等粒状普通角閃石黒雲母モンゾ花崗岩
（第 3. 14 図 b；まんのう町竜王山南約 500 m）

主要構成鉱物は，ホルンブレンド，黒雲母，カリ長石，
斜長石，石英からなり，ジルコン，アパタイト，緑泥石，
褐れん石，炭酸塩鉱物，不透明鉱物からなる．斜長石は
粒径 2 ～ 5 mm の自形性から半自形の結晶で，核部から縁
部へ組成累帯構造を示す．また，アルバイト式双晶をな
すものが多い．結晶内部は微細な白色雲母，炭酸塩鉱物
が生じており，肉眼で見た時に白濁して見える要因になっ
ている．斜長石結晶内部には，微細な緑れん石が包有さ
れている．包有される緑れん石は他形で，緑れん石の周
囲にのみ，周囲より屈折率が低いアルバイト成分に富む
斜長石になっている．緑れん石包有物はアルバイト成分
に富む斜長石に加えて，石英の他形粒子を伴っている．
カリ長石は，径 1 mm ほどの半自形結晶として産するほ
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第 3. 12 図　観音寺花崗岩の露頭写真
（a）観音寺花崗岩のモンゾ花崗岩．山本町神田南東約 1 km．（b）真砂化した観音寺花崗岩（ms）とコアストーン（cs）．
まんのう町造田北東約 1 km．（c）河床に露出する観音寺花崗岩．綾上町柏原渓谷．（d）観音寺花崗岩の花崗閃緑岩（gd）
と花崗岩（gr），ホルンブレンド（hb）．白破線は花崗閃緑岩と花崗岩の境界．まんのう町竜王山南南西約約 1 km．（e）観
音寺花崗岩のカタクラサイト露頭．三豊市高瀬町上麻東約 1 km．（f）観音寺花崗岩（gr）と苦鉄質岩脈（md）の間に発
達する観音寺花崗岩のカタクラサイト（ca）．三豊市高瀬町上麻東約 1 km.
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第 3. 13 図　観音寺花崗岩の岩片写真
（a）花崗閃緑岩．斜長石とアルカリ長石のモード組成から計算される P = 斜長石 /（斜長石 + カリ長石）＝ 87 %．まんのう
町竜王山南約 1 km．（b）花崗閃緑岩．P = 67 %．財田町財田上．（c）花崗岩（モンゾ花崗岩）．P = 57 %．財田町財田中
北西約 1 km．（d）花崗岩（モンゾ花崗岩）．P = 55 %．まんのう町竜王山南約 1 km．（e）花崗岩（モンゾ花崗岩）．綾上
町柏原渓谷．P = 45 %．まんのう町竜王山南約 1 km．（f）閃雲花崗岩．P = 32 %．高瀬町傾山南東約 1 km．hb：ホルンブ
レンド；bt：黒雲母；pl：斜長石；kfs：カリ長石；qtz：石英．
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か，他の鉱物の粒間を埋める他形結晶として産する．黒
雲母は茶褐色から黄褐色の多色性を示す半自形～他形の
板状結晶である．黒雲母の一部は緑泥石に置換される．
ホルンブレンドは緑褐色～緑色の多色性を示す自形から
半自形結晶である．ホルンブレンドの一部は，緑泥石と
緑れん石に置換される．ジルコンは，基質の粒間に産す
るほか，斜長石，カリ長石，石英，ホルンブレンド，黒
雲母に包有される．赤褐色から褐色の多色性を示す自形
の褐れん石が少量産する．

花崗岩カタクラサイト
（第 3. 14 図 c，d；まんのう町竜王山の北西約 1 km）

高瀬町上麻の神田断層破砕帯に産する．断層破砕帯から
離れたところでは，観音寺花崗岩の中粒黒雲母花崗岩で
ある．カタクラサイトの主要構成鉱物は，周囲の花崗岩
と同じく，カリ長石，斜長石，石英，黒雲母である．た
だし，黒雲母は酸化緑泥石化している．割れ目の発達し
た粒径 5 mm 程度のカリ長石，石英，斜長石の結晶を含
む．石英は波動消光する．カタクラサイト脈が発達し，

カタクラサイト脈に沿って，石英，斜長石，カリ長石が
数 10 μm 以下の粒径の結晶片に破砕されている．カタク
ラサイト脈内では，細かく破砕された石英，斜長石，カ
リ長石の結晶片の間を微細な白色ないし褐色を呈する雲
母類ないしは粘土鉱物が充填する．

3. 4. 2　化学組成
観音寺花崗岩 2 試料の化学組成分析を行った（第 3. 1

表）．観音寺花崗岩の化学組成は，デイサイトから流紋
岩の組成に相当し（第 3. 15 図 a），FeO*（全鉄を FeO と
して計算した値）/MgO の増加に対して，SiO2 があまり
増加しないソレアイト系列の領域にプロットされる（第
3. 15 図 b）．また，アルミナ飽和指標（= Al2O3/（CaO + 
Na2O + K2O））は，SiO2 65.84 wt% で 0.98，SiO2 74.71 
wt% で 1.05 であり，他地域の領家コンプレックスの花
崗岩類，すなわち領家花崗岩類が示すアルミナ飽和指標
の値（Nakajima，1996；Ishihara，2003；Ishihara and 
Chappell，2007；Ishihara and Ohno，2016）の範囲に収まる

（第 3. 15 図 c）．Y–Sr/Y 図において，観音寺花崗岩は，

第 3. 14 図　観音寺花崗岩の薄片写真
（a）花崗閃緑岩．クロスニコル．まんのう町竜王山南約 1 km（b）花崗岩（モンゾ花崗岩）．クロスニコル．hb：ホルン
ブレンド； bt： 黒雲母；pl：斜長石；kfs：カリ長石；qtz：石英．（c），（d）観音寺花崗岩のカタクラサイト．オープンニ
コル（c），クロスニコル（d）．三豊市高瀬町上麻東約 1 km．hb：ホルンブレンド；bt：黒雲母；pl：斜長石；kfs：カリ長
石；qtz：石英； cv：カタクラサイト脈．
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花崗閃緑岩が島弧安山岩・デイサイト・流紋岩の領域に
プロットされるのに対し，花崗岩はアダカイトの領域に
近いところにプロットされる（第 3. 15 図 d）．

SiO2の増加に伴う主成分元素 TiO2，Al2O3，Fe2O3，MgO，
CaO，Na2O，K2O の組成を，岡山県から香川県に分布す
る山陽帯の花崗岩類及び香川県下の他地域の領家花崗岩
類の組成トレンド（Ishihara，2003）と比較した（第 3. 16
図 a–g）．ただし，Ishihara（2003）では，領家花崗岩類の
うち，香川県東部に分布する細粒花崗岩の庵治花崗岩を，
他と区別してプロットしている．山陽帯の花崗岩類も領
家花崗岩類も多くの主成分元素の組成トレンドは似たよ
うな傾向を示すが，MgO と Na2O は，山陽帯と領家花崗
岩類で多少異なるトレンドを示す．SiO2 が 65 wt% 程度
の花崗閃緑岩では，山陽帯の花崗閃緑岩の MgO の含有
量が領家花崗岩類のそれに比べて高い傾向にある（第
3. 16 図 d）．本地域の観音寺花崗岩の花崗閃緑岩の MgO
も香川県の他地域の領家花崗岩類と同様の傾向を示す．
同じく，SiO2 が 65 wt% 程度の花崗閃緑岩を比較した場
合，山陽帯の花崗閃緑岩の Na2O の含有量は，領家花崗
岩類の花崗閃緑岩の Na2O に比べ低い傾向がある（第
3. 16 図 f）．本地域の花崗閃緑岩は，Na2O に関しても香
川県の他地域の領家花崗岩類の花崗閃緑岩と同様の傾向
を示している．SiO2 に対する K2O の組成は，SiO2 を 75 
wt% 前後含む花崗岩を除き，山陽帯の花崗岩類，観音
寺花崗岩，香川県下の他地域の領家花崗岩類はいずれも，
中カリウム系列の領域にプロットされる（第 3. 16 図 g）．
SiO2 を 75 wt% 前後含む花崗岩は，いずれも高カリウム
系列の領域にプロットされる．

SiO2 の増加に対する微量元素 Rb，Sr，Y の組成，及
び希土類元素コンドライト規格化パターンを比較検討し
た（第 3. 17 図 a–d）．Rb に関しては，SiO2 72 ～ 75 wt%
程度の花崗岩で比較した場合，本地域の花崗岩の Rb 濃
度は，山陽帯の花崗岩の Rb 濃度より若干低い．香川県
下の他地域の領家花崗岩類の花崗岩には，観音寺花崗岩
の Rb の含有量と同様に低い Rb 濃度のものが存在する

（第 3. 17 図 a）．逆に，Sr の組成では，SiO2 72 ～ 75 wt%
程度の花崗岩で比較した場合，観音寺花崗岩は，山陽帯
の花崗岩類に比べ若干高い Sr 濃度を示す（第 3. 17 図 b）．
香川県下の領家花崗岩類の花崗岩には，観音寺花崗岩の
Sr 濃度と同程度のものも存在する．SiO2 の増加に対す
る Y の組成に関しては，観音寺花崗岩，香川県下の他
の領家花崗岩類，山陽帯の花崗岩類ともはっきりした傾
向を示さない（第 3. 17 図 c）．観音寺花崗岩の希土類元
素コンドライト規格化パターンは，香川県下の他の領家
花崗岩類から得られているものと良く似たパターンを示
す（第 3. 17 図 d）．

3. 4. 3　ジルコン U–Pb 年代
観音寺花崗岩の花崗閃緑岩 1 試料，花崗岩（モンゾ花

第 3. 1 表　観音寺花崗岩の全岩分析値

全岩分析はカナダの Activation Laboratories LTD に依頼した．主成分元
素は高周波誘導結合プラズマ発光分析（ICP-OES）を用い，微量元素は
誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）を用いた．LOI は灼熱減量，
Fe2O3(T) は全鉄を Fe2O3 として計算した値．
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いて，明瞭なコアとリム構造を有しないジルコン粒子か
らのものである．やや古い 2 点の年代値を含む 28 点の
コンコーダント年代を DensityPlotter（Vermeesch, 2012）
の Mixture models で成分分析した結果も，2 つの独立な
年代成分が識別され，古い年代成分は約 94 Ma となっ
た（第 3. 19 図 b）．以上の解析結果から，このやや古い
2 点のコンコーダント年代を除外した 26 点のコンコー
ダント年代を用いて求めた加重平均は 90.7 ± 0.3 Ma

（2σ），MSWD = 1.09 であった（第 3. 19 図 c）．この加重
平均値を花崗閃緑岩中のジルコンの晶出年代とした．

もう 1 試料は，先の花崗閃緑岩と同一露頭から採取し
たモンゾ花崗岩で，ジルコン 22 粒子から 30 点の測定を
行った．ジルコンは長径 100 ～ 200 μm の自形～半自形
結晶である（第 3. 20 図 a，b）．カソードルミネッセンス
像において，コアとリムで異なる累帯構造を示す粒子が
複数認められた（第 3. 20 図 a）．しかしながら，同一粒
子のコアとリムの年代は誤差の範囲で重なり，有意な年
代差は検出できなかった．測定した 30 点のうち，28 点

第 3. 15 図　観音寺花崗岩及び岩脈の化学組成
（a）SiO2–Na2O + K2O 図（全アルカリ – シリカ図）．火山岩の化学的分類は，Le Maitre（2002）による．（b）FeO*/
MgO–SiO2 図．ソレアイト系列とカルクアルカリ系列の境界（CA/TA）は，Miyashiro（1974）による．FeO* は全鉄を
FeO として求めた値．FeO*/MgO は重量 % の比．（c）SiO2–A/CNK（Al2O3/（CaO + Na2O + K2O））図（アルミナ過飽
和指数）．山陽帯花崗岩類，領家花崗岩類及び庵治花崗岩の組成範囲は，Ishihara（2003）より．（d）Y–Sr/Y 図．ア
ダカイトと島弧の安山岩・デイサイト・流紋岩の組成範囲は，Defant and Drummond（1993）より．

崗岩）1 試料からそれぞれジルコンを分離し，U–Pb 年代
を測定した．

花崗閃緑岩には自形性の良い径数 100 μm のジルコン
が含まれる（第 3. 18 図 a，b）．分離したジルコン 28 粒子
から，30 点の測定を行った．2 粒子はついてはそれぞれ
2 点測定したが，有意な年代差は得られていない．30 点
の測定値のうち，28 点の 2σ誤差楕円がコンコーディア
成長曲線と重なる．この 28 点の年代値をコンコーダン
トな年代値とした．コンコーダントな年代値のうち，大
部分は 90 Ma 前後の年代を示し，2 点から 94 Ma 前後の
やや古い年代が得られた（第 3. 19 図 c）．この 2 点の測
定位置をカソードルミネセンス像及び反射 2 次電子線像
で確認した．1 点は，カソードルミネッセンス像により，
内側の累帯構造が外側の累帯構造で切られる明瞭なコア
–リム構造を有している（第 3. 18 図 a）．やや古い年代が
得られたのは，リムからである．従って，より早期に結
晶化したと考えられるコアの年代が古いわけではない．
もう 1 粒子については，カソードルミネッセンス像にお
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第 3. 16 図　 観音寺花崗岩及び岩脈の SiO2 含有量と主成分元素 TiO2，Al2O3，Fe2O3(T)（全鉄 3 価として求めた値），
MgO，CaO，Na2O，K2O 含有量

（a）SiO2–TiO2 図．（b）SiO2–Al2O3 図，（c）SiO2–Fe2O3(T) 図．（d）SiO2–MgO 図．（e）SiO2–CaO 図．（f）
SiO2–Na2O 図．（g）SiO2–K2O 図．山陽帯花崗岩類，領家花崗岩類及び庵治花崗岩の組成範囲は，
Ishihara（2003）より．高カリウム系列・中カリウム系列・低カリウム系列の境界は Le Maitre（2002）によ
る．Fe2O3(T)（全鉄を Fe2O3 として求めた値）．
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第 3. 17 図　観音寺花崗岩及び岩脈の SiO2 含有量と微量元素 Rb，Sr，Y の含有量，及び希土類元素のコンドライト規格化パターン
（a）SiO2–Rb 図．（b）SiO2–Sr 図．（c）SiO2–Y 図．（d）希土類元素のコンドライト規格化パターン．破線は観音寺花崗岩，
実線は珪長質岩脈，点線は苦鉄質岩脈を表す．山陽帯花崗岩類，領家花崗岩類及び庵治花崗岩の組成範囲は，Ishihara

（2003）より．

の測定データの 2σ誤差楕円がコンコーディア成長曲線
と交わり，コンコーダントな年代を得ることができた

（第 3. 21 図 a）．28 点のコンコーダント年代から求めた
加重平均は 89.8 ± 0.3 Ma（2σ），MSWD = 1.49 であった

（第 3. 21 図 b）．この年代は先の花崗閃緑岩の年代と 2σ
誤差の範囲を超えて異なり，モンゾ花崗岩中のジルコン
の晶出時期は，花崗閃緑岩中のジルコンの晶出時期と比
べて最低でも 30 万年程度若い可能性が指摘できる．

3. 5　岩脈（Rq, Rr）

領家コンプレックスの領家変成岩類及び観音寺花崗岩
には多数の岩脈が貫入している．岩脈は細粒斑状花崗岩，
細粒斑状花崗閃緑岩，流紋岩及びデイサイトからなる珪
長質岩脈と，細粒斑状石英閃緑岩からなる苦鉄質岩脈に
分けることができる．岩脈が集中して貫入しているのが
竜王山周辺である．竜王山周辺では，南北方向に数 km
連続する岩脈が複数存在する．岩脈の幅は最大で 200 m
程度である．岩脈は，竜王山から南方の三豊市財田町田
上付近まで多数存在する．財田町田上付近では，岩脈の
走向が南北から北東 – 南西へ変化する．満濃池西方と東
方，綾

あやうた

歌郡綾上町周辺，高瀬町上麻生周辺にも数本の岩
脈が分布する．

3. 5. 1　岩相
珪長質岩脈は，細粒ないし極細粒の深成岩と呼べるも

のから火山岩と呼べるものまで存在する．斑状組織が明
瞭で基質の粒子が識別できるものを極細粒から細粒の斑
状花崗岩ないし斑状花崗閃緑岩とし，基質の粒子が肉眼
では識別できないものを流紋岩ないしデイサイトとし
た．苦鉄質岩脈は，細粒斑状石英閃緑岩である．

珪長質岩脈の中には，観音寺花崗岩との貫入境界が直
線的で，貫入境界に細粒周縁相を伴うものがある（第
3. 22 図 a，b）．一方で，貫入境界が直線的ではなく，湾
曲して岩脈の厚さが膨縮するもの，岩脈が途中で途切れ
ているもの（第 3. 22 図 c），枝分かれした岩脈の先端部
が湾曲しているもがある（第 3. 22 図 d，e）．苦鉄質岩脈
では，観音寺花崗岩に貫入し，岩脈の厚さが膨縮するも
の（第 3. 23 図 a）や，岩脈が中で切れて，間に観音寺花
崗岩が入り込んでいるもの（第 3. 23 図 b）がある．

新鮮な珪長質岩脈の基質ないし石基は，暗灰色から灰
緑色の色調を呈する．風化すると基質ないし石基は，白
色ないし黄褐色を呈する．幅の狭い岩脈は斑晶をほとん
ど含まず，周縁相の基質は岩脈中心部より細粒になり，
肉眼による粒子の識別が困難となっている（第 3. 24 図 a, 
b）．珪長質岩脈は，斑晶として自形～半自形の斜長石，
ホルンブレンド，黒雲母，丸みを帯びた石英を含む（第
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第 3. 18 図　 観音寺花崗岩の中粒普通角閃石黒雲母花崗閃緑岩から分離したジルコンのカソードルミネッセンス像と
反射二次電子線像

（a）カソードルミネッセンス像．# は分析点番号，コンコーダント 238U–206Pb 年代，年代値の後の数字は
Th/U の値．四角が分析点．（b）反射二次電子線像．試料は，まんのう町竜王山南約 1 km．試料採取地点は，
地質図に U–Pb 年代及び K–Ar 年代測定試料地点として示した．試料地点番号 2：IK5-14a．

3. 24 図 c，d）．また，斜長石結晶集合体を含む場合があ
る（第 3. 24 図 d）．新鮮な苦鉄質岩脈の基質は，暗緑色
ないし黒緑色を呈する．自形～半自形のホルンブレン
ド，輝石，斜長石の斑晶を含む（第 3. 24 図 e）．

岩石記載
流紋岩

（第 3. 25 図 a；第 3. 22 図 a の露頭から採集．まんの
う町竜王山南南東約 250 m）

第 3. 22 図 a の珪長質岩脈細粒周縁相．斑晶として約 500 

μm の自形～半自形の斜長石を少量含む．石基の一部は，
100 μm 以下の他形の石英なる．その他の分部は，粒径数
10 μm の石英，長石類及び黒雲母，隠微晶質な石英及び長
石類の集合体である．少量の不透明鉱物を含む．

極細粒斑状花崗岩
（第 3. 25 図 b；第 3. 22 図 a の露頭から採集．まんの
う町竜王山南南東約 250 m）

第 3. 22 図 a の珪長質岩脈中央部分．斑晶として粒径約
500 μm の自形～半自形の斜長石を少量含む．基質は径数
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第 3. 19 図　観音寺花崗岩の中粒普通角閃石黒雲母花崗閃緑岩から分離したジルコンの U–Pb 年代測定結果
（a）コンコーディア成長曲線と分析点の同位体組成．誤差楕円は 2σ．白抜きの分析点はディスコーダント．
IsoplotR（Vermeesch，2018）を使用．（b）DensityPlotter（Vermeesch，2012）の Mixture models の auto で求めた最
若年代成分に属するコンコーダント 238U–206Pb 年代の加重平均（mean）とその MSWD（Mean Square Weighted 
Deviation）．古い年代を示す 2 粒子（白抜きの 2 つの年代値）は加重平均の計算から除外している．（c）コンコー
ダント 238U–206Pb 年代のカーネル密度分布．数字は，DensityPlotter（Vermeesch，2012）の Mixture models の auto
で求めた年代成分．試料採取地点は，地質図に U–Pb 年代及び K–Ar 年代測定試料地点として示した．試料地
点番号 2：IK5-14a．

10 ～数 100 μm の他形の石英及び長石類，長軸 100 μm 以
下の柱状の斜長石，粒径数 10 μm の黒雲母，及び直径数
100 μm の球果からなる．球果は中心から放射状に伸びる
石英と長石類から構成される．少量の不透明鉱物を伴う．

細粒斑状花崗岩
（第 3. 25 図 c；まんのう町竜王山南東約 1 km）

斑晶として，粒径数 mm の自形～半自形の斜長石、カリ
長石，黒雲母，ホルンブレンド，自形もしくは丸みを帯
びた他形の石英を含む．ホルンブレンドは緑褐色～緑色
の多色性を示す．黒雲母は褐色～淡黄色の多色性を示す．
基質は粒径数 100 μm の石英，斜長石，カリ長石，黒雲母，
球果からなる．球果は中心部から放射状に伸びる石英と
アルカリ長石（アルバイト – カリ長石を端成分とする固溶
体）の集合体からなる．微文象構造を持つカリ長石と石英
も認められる．自形ないし半自形の長径約 500 μm の緑れ

ん石がごく少量含まれる．自形ないし半自形の外形を示
すが，虫食い状に間を石英が埋める融食構造を示す．ジ
ルコンは基質を構成する鉱物の粒界に少量含まれる．不
透明鉱物を少量含む．

細粒斑状普通角閃石黒雲母花崗岩
（第 3. 25 図 d；まんのう町黒川）

斑晶として粒径数 mm の自形～半自形の斜長石，ホルン
ブレンド，黒雲母，粒径約 500 μm の丸みを帯びた石英を
含む．ホルンブレンドは褐色～緑褐色の多色性を示す．
黒雲母は褐色～淡黄色の多色性を示す．基質は粒径数 100 

μm の石英，斜長石，球果，長径数 100 μm のホルンブレ
ンド，黒雲母からなる．球果は中心部から放射状に伸び
る石英とアルカリ長石（アルバイト – カリ長石を端成分と
する固溶体）の集合体からなる．カリ長石と石英は微文象
構造をなす部分がある．粒径約 100 μm の半自形の緑れん
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第 3. 20 図　 観音寺花崗岩の中粒普通角閃石黒雲母モンゾ花崗岩から分離したジルコンのカソードルミネッセンス像と反射二次
電子線像

（a）カソードルミネッセンス像．# は分析点番号，コンコーダント 238U–206Pb 年代，年代値の後の数字は Th/U の値．
四角が分析点．（b）反射二次電子線像．試料は，まんのう町竜王山南約 1 km．試料採取地点は，地質図に U–Pb 年
代及び K–Ar 年代測定試料地点として示した．試料地点番号 2：IK5-14b．

石が少量含まれる．半自形の外形を残したまま結晶外側
から内部へ虫食い状に石英が間を埋める融食形を呈する．
ジルコンは，基質鉱物の粒界や，斜長石，黒雲母に包有
されて少量含まれる．アパタイト及び不透明鉱物も少量
存在する．

細粒斑状普通角閃石花崗閃緑岩
（第 3. 25 図 e；まんのう町黒川）

斑晶として粒径数 mm の自形～半自形の斜長石，ホルン
ブレンドを含む．また，粒径 1 cm 程の斜長石結晶と粒径

数 mm の黒雲母の集合体からなる深成岩様の岩片が包有
される．基質は粒径約 500 μm の斜長石，微文象構造を示
すアルカリ長石（アルバイト – カリ長石を端成分とする固
溶体）と石英の集合体，長径数 100 μm のホルンブレンド
の針状結晶，粒径数 100 μm の黒雲母の板状結晶からなる．
基質の苦鉄質鉱物の多くは，緑泥石に置換される．粒径
約 200 μm の他形の緑れん石が基質に生じている．多くの
場合，緑泥石の細粒結晶の集合体を伴っている．少量の
ジルコン，アパタイト，不透明鉱物も存在する．
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第 3. 21 図　観音寺花崗岩の中粒普通角閃石黒雲母モンゾ花崗岩から分離したジルコンの U–Pb 年代測定結果
（a）コンコーディア成長曲線と分析点の同位体組成．誤差楕円は 2σ．白抜きの分析点はディスコーダント．IsoplotR
（Vermeesch，2018）を使用．（b）DensityPlotter（Vermeesch，2012）で求めたコンコーダント 238U–206Pb 年代の加重平均（mean）
とその MSWD（Mean Square Weighted Deviation）．試料採取地点は，地質図に U–Pb 年代及び K–Ar 年代測定試料地点とし
て示した．試料地点番号 2：IK5-14b．

細粒斑状普通角閃石単斜輝石石英閃緑岩
（第 3. 25 図 f；本山町神田）

斑晶として，粒径 2 ～ 5 mm の自形～半自形の斜長石，ホ
ルンブレンド，単斜輝石，粒径 200 ～ 300 μm の粒状の不
透明鉱物を含む．単斜輝石の一部はホルンブレンドに包
有される．ホルンブレンドは，褐色～緑褐色の多色性を
示す．多くは緑泥石化している．基質は，長径数 100 μm

の針状の斜長石とその間を埋めるより細粒の単斜輝石，
ホルンブレンド，黒雲母，不透明鉱物からなるインター
サータル組織を有する．斜長石粒間を埋める苦鉄質鉱物
の大半は，加水変質して緑泥石になっている．

3. 5. 2　化学組成
珪長質岩脈 6 試料，苦鉄質岩脈 1 試料の全岩化学組成

分析を行った（第 3. 2 表）．珪長質岩脈の化学組成はデ
イサイトから流紋岩の組成範囲にプロットされる（第
3. 15 図 a）．この組成は，観音寺花崗岩の花崗閃緑岩か
ら花崗岩の組成に相当する．苦鉄質岩脈は，玄武岩質安
山岩の組成範囲にプロットされる．観音寺花崗岩にはこ
の組成に対応する岩石は未発見である．分析した試料の
中には，SiO2 = 55 wt% から 65 wt% の岩脈が存在しない．
FeO*/MgO–SiO2 図では，観音寺花崗岩と同様，岩脈の
分析値はソレアイト系列の領域にプロットされる（第
3. 15 図 b）．ただし，SiO2 が 70 wt% 以下の珪長質岩脈 1 
試料と苦鉄質岩脈についてはカルクアルカリ系列とソレ

アイト系列の境界付近にプロットされた．アルミナ飽和
指数は，香川県下の領家花崗岩類に比べ，若干高い傾向
あり，香川県東部に産する細粒の花崗岩である庵

あ じ

治花崗
岩のアルミナ飽和指数に類似する（第 3. 15 図 c）．ただし，
SiO2 が 75 wt% を超える 2 試料は，さらに高いアルミナ
飽和指数を示す．Y–Sr/Y 図では，大部分の岩脈は島弧
の安山岩・デイサイト・流紋岩の領域にプロットされる．

SiO2 の増加に伴う主成分元素 TiO2，Al2O3，Fe2O3，
MgO，CaO，Na2O，K2O の組成をプロットした（第 3. 16
図 a–g）．珪長質岩脈の主成分元素の組成トレンドは，
観音寺花崗岩とほぼ同じ傾向を示す．これらの珪長質マ
グマの起源と組成に類似性があることを示している．香
川県下の他地域の領家花崗岩類と比較した場合も，両者
は，ほぼ同じ主成分元素の組成を示す．SiO2–K2O 図で
は，珪長質岩脈及び苦鉄質岩脈の多くは，中カリウム系
列の領域にプロットされるが，SiO2 を 75 wt% 程度含む
珪長質岩脈は，高カリウム系列の火成岩の領域にプロッ
トされる（第 3. 16 図 g）．

SiO2 の増加に伴う微量元素 Rb，Sr，Y の組成を見ると，
珪長質岩脈の Sr の組成は，観音寺花崗岩の Sr の組成に
類似している（第 3. 17 図 b）．一方，珪長質岩脈の Rb の
組成は，SiO2 70 wt% 付近で観音寺花崗岩の Rb の Sr 組
成より若干低めの値を示し，若干異なる傾向を示す（第
3. 17 図 a）．珪長質岩脈の Rb の組成は，SiO2 75 wt% の
岩脈を除いて，庵治花崗岩の Rb の組成にやや近い．Y
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第 3. 22 図　珪長質岩脈の露頭写真
（a）観音寺花崗岩（gr）に貫入する珪長質岩脈（di；周縁部は流紋岩，中心部は極細粒斑状花崗岩）．まんのう町竜王山南
東約 500 m．（b）観音寺花崗岩（gr）に貫入するデイサイト岩脈（di）．まんのう町竜王山南東約 1 km．（c）観音寺花崗岩

（gr）に貫入する珪長質岩脈（di）．珪長質岩脈の幅は膨縮し，貫入方向の途中で途切れる珪長質岩脈（di）．観音寺花崗岩
と珪長質岩脈を三豊層群（Mt）が不整合に覆う．表土と崖錐（h）．まんのう町竜王山南東約 2 km．（d）観音寺花崗岩（gr）
に貫入する珪長質岩脈（di）．黒四角は第 3. 22 図 e の位置．三豊市財田町黒川の財田川河床．（e）観音寺花崗岩（gr）に
貫入する珪長質岩脈（di）の貫入面．三豊市財田町黒川の財田川河床．
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第 3. 23 図　苦鉄質岩脈の露頭写真
（a）観音寺花崗岩（gr）に貫入する膨縮した苦鉄質岩脈（mf）．山本町神田東約 1 km.（b）観音寺花崗岩（gr）に貫入す
る苦鉄質岩脈（mf）．苦鉄質岩脈は貫入方向の途中で途切れる苦鉄質岩脈（mf）．山本町神田東約 1 km.

の組成に関しては，ばらつきが大きくはっきりした傾向
は読み取れなかった（第 3. 17 図 c）．岩脈類の希土類元
素コンドライト規格化パターンは，観音寺花崗岩や香川
県下の他の領家花崗岩類のものと類似のパターンを示す

（第 3. 17 図 d）．

3. 5. 3　ジルコン U–Pb 年代
珪長質岩脈 1 試料からジルコンを分離し U–Pb 年代を

測定した．珪長質岩脈はデイサイト組成を有し，細粒の
花崗閃緑岩に分類される．分離したジルコンは，長軸が
数 100 μm の自形～半自形結晶である（第 3. 26 図 a，b）．
分離したジルコン 28 粒子から 30 点の分析値を得た．30
点のうち 27 点から分析値の 2σ誤差楕円がコンコーディ
ア成長曲線と交わるコンコーダントな年代値が得られた

（第 3. 27 図 a）．コンコーダントな 27 点の年代値の加重
平均は，87.6 ± 0.5 Ma（2σ），MSWD = 1.50 となった（第
3. 27 図 b）．加重平均値の 87.6 ± 0.5 Ma を測定した珪長
質岩脈中のジルコンの晶出年代とした．珪長質岩脈中の
ジルコン晶出年代は，観音寺花崗岩の花崗閃緑岩やモン
ゾ花崗岩中のジルコン晶出年代に比べ，有意に若く，野
外で観察される岩脈と観音寺花崗岩の貫入関係と整合的
である．

3. 6　領家コンプレックスの変成岩原岩， 
変成作用及び火成作用

本報告の領家コンプレックスは，西南日本内帯に分布
する白亜紀の高温低圧型の領家変成岩類とこれに貫入す
る白亜紀の火成岩類を一括している．既に述べたように，
白亜紀の火成岩類，特にバソリス状の花崗岩類の周囲に
は接触変成岩が生じるが，それらの形成温度圧力条件は
高温低圧型の変成条件を示す．白亜紀花崗岩体の貫入に

よって生じた接触変成岩と領家変成岩類の識別が問題と
なる．領家コンプレックスの場合，地殻の比較的浅所で
高温の状態が実現され，深部では温度上昇率が鈍化する
傾向がある（Miyazaki，2007，2010）．そのような温度構
造を達成するためには，領家コンプレックスに大量に分
布する領家花崗岩類を形成したマグマによる潜熱の輸送
が重要である（Miyazaki，2007，2010）．従って，花崗岩
類マグマは，領家コンプレックスの熱源でもある．この
ことが，領家コンプレックスの変成岩，すなわち領家変
成岩類と接触変成岩の峻別を行うことを困難にしてい
る．特に，本地域のように花崗岩の分布面積に比べて変
成岩の分布面積が狭い場合，接触変成岩の高変成度部を
見ているのか，花崗岩マグマ貫入前に生じていた広域的
な高地温勾配のもとで形成された変成岩がもとも広域的
に分布していたのかの判断が難しい．そこで，本地域の
変成岩の片理の形成と，花崗岩と変成岩の貫入関係に着
目した．本地域の変成泥岩は，黒雲母及び菫青石の形態
定向配列による片理が形成されている．すなわち，高温
低圧変成作用により，泥質片岩となっている．花崗岩は，
泥質片岩の片理を切って貫入しており，花崗岩貫入前に
片理の形成を伴う高温低圧型変成作用が進行していたと
推定できる．従って，通常の接触変成岩と異なり，地域
全体において片理形成を伴う高温の状態が持続したと推
定でき，地殻浅所に貫入したバソリス状花崗岩体の周囲
の単なる接触変成岩とは異なる．このような理由で，本
報告では，小規模ではあるが，本地域に分布する変成岩
を領家変成岩類とした．

領家コンプレックス領家変成岩類は，山口県柳井地方，
近畿地方，中部地方などで，非変成の美濃丹波帯のジュ
ラ紀付加体に漸移することから，これらが原岩と考えら
れている．しかしながら，本報告で明らかになったよう
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第 3. 24 図　岩脈の岩片写真
（a）流紋岩．第 3. 22 図 a の珪長質岩脈周縁細粒相．まんのう町竜王山南東約 500 m．（b）極細
粒斑状花崗岩．第 3.22 図 a の珪長質岩脈中心部．まんのう町竜王山南東約 500 m．（c）細粒斑
状花崗岩．三豊市財田町財田上東約 1 km．（d）細粒斑状花崗閃緑岩．三豊市財田町黒川．（e）
細粒斑状石英閃緑岩．山本町神田東約 1 km．cpx：単斜輝石；hb：ホルンブレンド；bt：黒雲母；
pl：斜長石；plc：斜長石集合体；qtz：石英．
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第 3. 25 図　岩脈の薄片写真
（a）流紋岩．第 3. 22 図 a の珪長質岩脈周縁細粒相．まんのう町竜王山南東約 500 m．（b）極細粒斑状花崗岩．
第 3. 22 図 a の珪長質岩脈中心部．まんのう町竜王山南東約 500 m．（c）細粒斑状花崗岩．基質にアルカリ長石

（アルバイト – カリ長石を端成分とする固溶体）と石英の放射状集合体からなる球果（sph）を伴う．本山町立
石山東南東約 500 m．（d）細粒斑状花崗岩．基質にアルカリ長石（アルバイト – カリ長石を端成分とする固溶体）
と石英からなる微文象構造（grp）が認められる．三豊市財田町黒川．（e）細粒斑状花崗閃緑岩．三豊市財田
町黒川．（f）細粒斑状石英閃緑岩．山本町神田東約 1 km．cpx：単斜輝石；hb：ホルンブレンド；bt：黒雲母；
pl：斜長石；plc：斜長石集合体；qtz：石英；sph：アルカリ長石（アルバイト – カリ長石を端成分とする固溶体）
と石英の放射状集合体からなる球果；grp：カリ長石と石英からなる微文象構造．
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全岩分析はカナダの Activation Laboratories LTD に依頼した．主成分元素は高周波誘導結合プラズマ発光分析（ICP-OES）を用い，
微量元素は誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）を用いた．LOI は灼熱減量，Fe2O3(T) は全鉄を Fe2O3 として計算した値．

第 3. 2 表　岩脈の全岩分析値
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に，本地域の領家変成岩類の変成砂岩中の砕屑性ジルコ
ンの最も若い年代成分は，257.7 ± 1.6 Ma（2σ）の後期 
ペルム紀であり，前期三畳紀以降の若い年代の砕屑性ジ
ルコン粒子が全く得られない．従って，本地域の領家コ
ンプレックスの原岩が美濃丹波帯のジュラ紀付加体であ
るとは考えにくい．周辺地域の地質体の分布（第 3. 1 図）
を見ると，兵庫県と岡山県の瀬戸内海側では，兵庫県以
東の西南日本内帯に広く分布する美濃丹波帯のジュラ紀
付加体の北限が南下し，北側に分布する超丹波帯のペル
ム紀付加体が南側に張り出してくる．すなわち，領家コ

ンプレックスのほぼ東西の分布トレンドとジュラ紀付加
コンプレックスとペルム紀付加コンプレックスの境界
は，明らかに斜交している．本地域のある香川県の瀬戸
内海を挟んだ対岸の岡山県付近では，超丹波帯のペルム
紀付加コンプレックスが最も南に張り出しており，領家
コンプレックスの分布域内に超丹波帯のペルム紀付加コ
ンプレックス分布域が重なっている可能性がある．その
ような内帯側の広域的な地質の分布状況も加味すると，
本地域の領家コンプレックス領家変成岩類の原岩として
超丹波帯のペルム紀付加体を原岩とする可能性が示唆さ

第 3. 26 図　珪長質岩脈から分離したジルコンのカソードルミネッセンス像と反射二次電子線像
（a）カソードルミネッセンス像．# は分析点番号，コンコーダント 238U–206Pb 年代，年
代値の後の数字は Th/U の値．丸が分析点．（b）反射二次電子線像．試料は，まんのう
町竜王山南約 1 km．試料採取地点は，地質図に U–Pb 年代及び K–Ar 年代測定試料地点
として示した．試料地点番号 3：IK6-06．
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れる．
本地域の領家コンプレックスの変成岩が受けた変成作

用は，変成泥岩において，カリ長石と菫青石の共生で特
徴付けられるカリ長石菫青石帯相当の変成作用を被って
いる．領家コンプレックスには，変成泥岩において，カ
リ長石と珪線石の共生で特徴付けられる珪線石カリ長石
帯も現れる．カリ長石と菫青石の共生は，カリ長石と珪
線石の共生に比べより低圧の条件を示す（宮崎ほか，
1992）．従って，カリ長石菫青石帯は領家コンプレック
スの高変成度部であっても，珪線石カリ長石帯よりも低
圧の条件を示す．変成岩の構造に非調和に貫入する塊状
の観音寺花崗岩，及び多数の岩脈の存在などから，本地
域の変成岩類が領家コンプレックスの中でも，比較的浅
所で生じた変成岩類であることと調和的である．変成相
は，石灰質な変成砂岩で，斜長石 + ホルンブレンドの
共生が認められることから角閃岩相に達している．

本地域の領家コンプレックスの変成岩及び観音寺花崗
岩には多数の珪長質岩脈と少数の苦鉄質岩脈が貫入して
いる．このうち，珪長質岩脈は，観音寺花崗岩と非常に
良く似た化学組成を有し，同源のマグマからの結晶作用
で生じたものと推定される．一方，ジルコンの U–Pb 年

代から本地域の火成活動は，94 Ma，92 Ma，90 Ma，88 
Ma と 4 つの年代が得られている．94 Ma は本地域では
観音寺花崗岩の花崗閃緑岩中のジルコン年代分布の統計
解析から推定された 2 つの年代成分の古い方の年代であ
る．本地域で得られた年代学的証拠だけでは，この時期
に火成作用があった根拠として弱いが，この年代に相当
する 94.5 ± 4.7 Ma のホルンブレンド K–Ar 年代が，西隣
の「観音寺」地域の観音寺花崗岩から報告されている（野
田ほか，2017b）．92 Ma と 90 Ma の年代は同一露頭の花
崗閃緑岩と花崗岩の年代であり，両者の接触関係から，
前者が固結し終わる前に後者が貫入したことが示唆され
る．88 Ma の年代は観音寺花崗岩に貫入する岩脈から得
られた．本地域の火成活動は，少なくとも 94 Ma には
開始し，88 Ma までの 600 万年の間，断続的に継続した
可能性がある．本地域の変成岩は，火成活動の始まりの
比較的初期の状態から高温状態にさらされ，変形が進行
した結果，片理が発達する高温低圧型の変成岩として形
成されたものと考えられる．少なくとも 600 万年の長期
間にわたり，マグマが供給され続ける地質学的な場とし
て，後期白亜紀の火山弧の地下深部が想定される．

第 3. 27 図　珪長質岩脈から分離したジルコンの U–Pb 年代測定結果
（a）コンコーディア成長曲線と分析点の同位体組成．誤差楕円は 2σ．白抜きの分析点はディスコーダント．
IsoplotR（Vermeesch，2018）を使用．（b）DensityPlotter（Vermeesch，2012）で求めたコンコーダント 238U–206Pb 年代
の加重平均（mean）とその MSWD（Mean Square Weighted Deviation）．試料採取地点は，地質図に U–Pb 年代及び
K–Ar 年代測定試料地点として示した．試料地点番号 3：IK6-06．
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4. 1　研究史及び概要

4. 1. 1　研究史
和泉層群（Izumi Group：Matsumoto，1954）は，四国西

部の愛媛県松山市から讃
さ ぬ き

岐山脈・淡路島・紀伊半島の和
泉山脈にかけて分布する上部白亜系～古第三系である．
その研究は Naumann（1885）が Idzumisandsteine と命名
したことに始まり，アンモナイトや二枚貝類などの大型
動物化石による分帯（Yokoyama，1891；Yabe，1915；江原，
1920，1921；小林，1931）に加え，岩相層序区分（Yehara, 
1924，1936；江原，1925）が進められてきた．四国東部の
和泉層群については，Yehara（1936）が下部から Basal 
conglomerate，Hiketa shale，Fucoid sandstone，Hashikawa 
shale の 4 つの岩相に区分した．この岩相層序区分は，
Matsumoto（1954）による 4 つの堆積輪廻（First cycle：領
家花崗岩類を不整合に覆う基底礫岩，Second cycle：基
底礫岩の上位に分布する厚い泥岩優勢層，Third cycle：
砂岩優勢砂岩泥岩互層，Fourth cycle：泥岩優勢砂岩泥岩
互層）の考え方へとつながり，時間の経過によって岩相
が変化したととらえられた（Matsumoto，1954，table 25）．

四国東部（讃岐山脈）の和泉層群では，1950 年代から
60 年代にかけて，7 万 5 千分の 1「脇町」図幅（平山 , 
1954）と「徳島」図幅（平山・田中，1952）の作成や，層
序 学 的 な 研 究（中 野，1951，1953； 中 川，1955； 中 川，
1960；Nakagawa，1961）が行われた．特に中野（1953）は，
讃岐山脈中部の和泉層群から東にプランジする複向斜構
造を初めて報告し，西部から東部へと次第に見かけ上位
の地層が見られることを断層による繰り返しであると
し，岩相の変化を 4 つの堆積輪廻（Matsumoto，1954）に
対比した．同様に，中川（1960）も讃岐山脈東部の和泉
層群を和泉山脈と淡路島で認識された 4 つの堆積輪廻に
対比している．Nakagawa（1961）は，愛媛県松山市から
和泉山脈までの和泉層群を下位から Lower，Middle，
Upper Subgroup の 3 つの亜層群に区分し，Lower Subgroup
が第一・第二小輪廻，Middle Subgroup が第三小輪廻，
Upper Subgroup が第四小輪廻に対比されるとした．また，
岩相対比と化石年代から，四国・淡路島・和泉山脈の基
底付近の堆積年代が西から東へ次第に若くなっていくこ
とを初めて示した．その後，須鎗の一連の研究（須鎗，
1965，1966，1973；須鎗ほか，1968）は，それまでの古生
物学的証拠（Kobayashi and Amano，1955；Nakano，1957；
Ichikawa and Maeda，1958a，1958b，1963；Nakano，1958，

1960；Matsumoto and Obata，1963）を基に，（1）東方ほど
上位の層準が分布すること，（2）東から西への古流向が
認められること，（3）北縁の泥岩相と主部の砂岩泥岩相
とは指交関係にあり，同時異層であることを指摘し，各
地域で対比されている岩相が同一層準であるとは考えが
たいとした．このように東ほど上位の地層が露出してい
ることに基づき，市川ほか（1979）は中軸部に見られる
砂岩泥岩互層を主部相に，山脈の北麓に見られる基底礫
岩とその上位の泥岩優勢層は主部相の側方変化相である
北縁相とし，岩相の変化を空間的な堆積環境の違いに起
因するものとした．

1970 年代になると，堆積学的・堆積岩岩石学的な研
究（Nishimura，1976）や応用地質学的な研究（宮島ほか，
1975；林田，1977；西村，1979）も行われるようになった．
Nishimura（1976）は，讃岐山脈の和泉層群の砂岩の主要
構成粒子の組成は，石英 14 ～ 34 %，長石 7 ～ 38 %，
岩石片 38 ～ 73 % であり，組成の地域的な変動は大き
くないことを示した．また，粒子のほとんどは北方及び
北東方の珪長質火成岩から供給され，南側の三波川コン
プレックスからの供給はなかったことを明らかにした．
和泉層群の砂岩の後背地が領家コンプレックスの花崗岩
や 高 温 低 圧 型 変 成 岩 で あ る 可 能 性 は， そ の 後 の
Yokoyama and Goto（2000）によるマンガンに富む砕屑性
ざくろ石の化学組成や白亜紀のピーク年代を示すモナザ
イトの U–Th–Pb 年代からも支持されている．

1980 年代以降は，和泉層群の堆積盆の形成をプレー
トテクトニクスの考え方から理解しようとする研究が始
まった（平，1979；平ほか，1979；市川ほか，1981）．平ほ
か（1981）と Taira et al.（1983）は，プレートの斜め沈み込
みと横ずれ断層との関連から，和泉層群の堆積盆は中央
構造線の左横ずれ運動（Ichikawa，1980）による横ずれ堆
積盆であり，火山弧と非火山性外弧の間に発達した前弧
海盆であったと解釈した．1990 年代の実験的研究（宮田，
1990，1995，1996；岩本・宮田，1994；宮田・岩本，1994；
山北・伊藤，1999）は，須鎗らが示した和泉層群の特徴が，
屈曲した横ずれ断層の変位に伴うプルアパート堆積盆の
形成によって説明できるとした．形成されるプルアパー
ト堆積盆に堆積物を埋積させながら，段階的に断層が変
位することにより，堆積の中心が段階的に東進する特徴
が再現された．このような堆積盆の沈降域が段階的に東
進するモデルは，四国西部～中央部の和泉層群の層序と
岩相変化を説明することにも用いられた（Noda and 

第 4 章　和 泉 層 群

（野田　篤）
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Toshimitsu，2009；和田・宮田，2009）．
古地磁気に関する研究については，四国西部の愛媛県

松山市東部の逆帯磁層は前期カンパニアン期の chron 
33r に，松山市東方から讃岐山脈東端までの正帯磁層は
前期カンパニアン期～最前期マーストリヒチアン期の
chron 33n に対比された（Kodama，1986，1987，1989；小玉・
進司，1989；小玉，1990）．また，小玉（1990）は地磁気 
逆転タイムスケールを用い，松山市東部から讃岐山脈東
端までの和泉層群の全層厚を 30 ～ 40 km とした時にお
よそ 0.5 ～ 0.7 cm/yr の堆積速度が得られると推定した．

古生物学的な研究も活発に行われており，アンモナイ
トなどの大型動物化石に関しては，Matsumoto et al. 

（1980，1981），Furuichi（1982）， 坂 東・ 橋 本（1984），
Morozumi（1985，2001），両角（1991），奥村ほか（1994），
谷本・金沢（2000），Tanimoto（2005），谷本ほか（2006），
辻野（2004），吉野・松岡（2009），吉川ほか（2011），
Yoshino and Matsuoka（2016）などの研究がある．アンモ
ナイトや二枚貝化石による分帯によれば，四国の和泉層
群の堆積年代は Sphenoceramus schmidti を特徴種とする
前期カンパニアン期から Pachydicus awajiensis を産する
後期カンパニアン期であり，讃岐山脈の和泉層群に関し
ては中期～後期カンパニアン期とされる（須鎗，1973；
坂東・橋本，1984；Morozumi，1985；Shigeta et al.，2016；
Masukawa and Ando，2018）．微化石については，放散虫
化石に関する研究が多くある（須鎗・橋本，1985；山﨑，
1987；山﨑・辻井，1994；橋本・石田，1997；Hashimoto 
et al.，2015；吉野・松岡，2015）．放散虫化石群集帯によ
れば，四国の和泉層群には Dictyomitra koslovae（DK）
群集帯から Myllocercion acineton（MA）群集帯までが分
布し，その堆積年代は前期カンパニアン期の後期から後
期カンパニアン期の最後期とされる（Hashimoto et al., 
2015）．岡村ほか（1984）は，スプメラリアが多いという
放散虫種の特徴から，Empson-Morin（1984）の DSDP に
よる海底掘削試料の放散虫データとの比較から，和泉層
群堆積時の古水深を中深度帯と推定している．また，
Yamasaki（1986）も四国東部の讃岐山脈の和泉層群につ
いて同様の考察を報告している．また，コダイアマモと
呼称されてきたものも含め，生痕化石に関する研究も報
告されている（坂東・土屋，1977；渡辺，1982，1983；徳橋・
両角，1982；高橋，1987；菊地・小竹，2013）．山崎（2007）
は，本地域を含む香川県三

み

豊
とよ

市財
さい

田
た

町
ちょう

の和泉層群から産
出する化石をまとめている．

堆積学的な観点からは，砂岩の底痕を用いた古流向に
ついて，1980 年代以降にもデータが蓄積されてきた（森
永・奥村，1988；西村ほか，1980；西村，1984；Yamasaki，
1986；西浦ほか，1993；野田ほか，2010；菊地・小竹，
2013；野田，2017）．それらの研究は，主部相のタービ
ダイトは基本的には東または北東から供給されたと推定
されているが，北縁相近傍では北西向きの古流向もあっ

たとされる（森永・奥村，1988；西浦ほか，1993；菊地・
小竹，2013）．また，堆積環境に関しては，徳島県鳴門
市の和泉層群板

ばんどうだに

東谷層は分流チャネルの埋積と移動を頻
繁に繰り返す海底扇状地のフロンタルスプレーの堆積物
と推定されている（菊地・小竹，2013）．嶋村（1989）や田
中（1990）は，堆積構造の特徴からタービダイトの堆積
プロセスや堆積環境を議論した．

続成作用に関しては，東ほど埋没続成深度が浅いこと
が示されている（西村ほか，1980；西村，1984；鈴木，
1996）．西村（1984）は，和泉層群の沸石埋没続成帯の分
帯（Iijima，1978）と泥岩の孔隙率の測定から和泉層群の
埋没深度を推定し，愛媛県松山市北部はⅣ帯（6.3 km），
徳島県三好市池田はⅣ帯上部（4.3 km），香川県東かがわ
市引

ひ け た

田はⅢ帯（2.9 ～ 4.3 km）と，西から東へ浅くなって
いく．Ⅳ帯からⅢ帯への転移は，120 ～ 124 ℃で起きて
いることが油井の資料から推定されている（Iijima, 
1978）．鈴木（1996）はビトリナイト反射率について，讃
岐山脈西部の 1.6 % から和泉山脈の 1.1 ～ 1.2 % まで西
から東へ次第に低下することを示している．その後，本
多ほか（2010）は，ロックエバル分析・イライト結晶度・
ビトリナイト反射率などを実施し，讃岐山脈地域の北縁
相のほぼ全域は過熟成（post mature）であり，北から南に
かけて有機物熟成度は減少し，東西方向への変化がない
ことを示した．清家・平野（2013）も，和泉山脈の和泉
層群のビトリナイト反射率を測定し，北縁相は 1.6 ～ 2.6 
% と高く，主部相で 0.7 ～ 2.4 % と低いことを示し，北
側ほど地温勾配が高かった可能性を支持した．また，讃
岐山脈中部の北縁相から，1.7 ～ 1.8 % のビトリナイト
反射率を報告した．

近年では，徳島の研究者を中心とした阿波学会が地域
研究の一環として，県内各地域の地質調査を実施してい
る（石田ほか，1993；橋本ほか，2003；西山ほか，2009）．
また，Yokoyama and Goto（2000）を除いて，讃岐山脈の
和泉層群の砕屑粒子から放射年代を測定した研究例はな
かったが，砕屑性ジルコンの U–Pb 年代による珪長質凝
灰岩の堆積年代の推定が最近報告されている（Noda et 
al.，2017a，2020）．これらによれば，讃岐山脈西部～中
部にかけての珪長質凝灰岩中の砕屑性ジルコンの U–Pb
年代は，2σの誤差を考慮すると，80.4 ～ 77.0 Ma であ
り，中期カンパニアン期（Ogg et al.，2012）とされる．

4. 1. 2　概要
讃岐山脈の和泉層群の岩相層序区分は，Yehara（1936）

の Basal Conglomerate，Hiketa Shale，Fucoid Sandstone，
Hashikawa Shale の 4 区分に始まり，その後は各地域に
おいて地層名が付与されてきた（第 4. 1 図）．Yamasaki

（1986）は，これまで各地の岩相ごとにつけられていた
地層名を讃岐山脈のほぼ全域について整理し，北縁相を
城山層と引田層，主部相を滝

たき

久
く ぼ

保層・堀
ほ り た

田層・日
ひ が い だ に

開谷層・
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板東谷層にまとめた．この区分は，その後の 20 万分の
1 地質図幅「岡山及丸亀」（松浦ほか，2002）と「徳島（第
2 版）」（牧本ほか，1995）や，5 万分の 1 地質図幅「観音
寺」（野田ほか，2017b）でも踏襲された．本報告も，基
本的には Yamasaki（1986）の層序区分に従いつつ，岩相
ごとに部層を定義した（第 4. 1 図）．

本地域の和泉層群は讃岐山脈に沿って露出し，山脈の
北麓に北縁相の城山層と引田層が分布する（第 4. 2 図）．
城山層は領家コンプレックスを不整合に覆い，礫岩及び
砂岩を主体とする．引田層は，塊状泥岩を主体とし，一
部で砂岩を挟んで砂岩泥岩互層となる．和泉層群の分布
の北縁が江

え ば た

畑断層によって境され，不整合が見られない
部分もある．主部相は讃岐山脈の主稜線に沿って露出す
る．主部相の地層として滝久保層と堀田層が分布する．
分布の南限は中央構造線によって境され，三波川コンプ
レックスと接する．滝久保層は下位の砂岩優勢砂岩泥岩
互層を主体とする雲

う ん ぺ ん じ

辺寺砂岩部層と上位の泥岩優勢砂岩
泥岩互層を主体とする足

あ し ろ

代泥岩部層から，堀田層は下位
の砂岩優勢砂岩泥岩互層を主体とする名

な ご ろ

頃砂岩部層と上
位の泥岩優勢砂岩泥岩互層を主体とする勝浦泥岩部層か
らなる．引田層と主部相とは一部で指交関係にあり，同
時異層と考えられる．

アンモナイトによる生層序によれば，本地域は須鎗
（1973）の B 帯（Inoceramus balticus var. toyajoanus を含み，
Didymoceras awajiense を含まない）， ま た 坂 東・ 橋 本

（1984）の A 帯（Metaplacenticeras subtilistriatum 帯）か ら
B1 亜帯（Metaplacenticeras–Baculites 帯）に相当し，中期
カンパニアン期に対比される（Morozumi，1985；Shigeta 
et al.，2016；Masukawa and Ando，2018）．また，珪長質
凝灰岩中の砕屑性ジルコンの U–Pb 年代は，滝久保層上
部から 78.3 ± 1.3 Ma，堀田層下部から 79.3 ± 1.1 Ma の年
代値が報告されており，本地域の和泉層群の堆積年代が
中期カンパニアン期であることを示している（Noda et 
al.，2020）．

本地域の岩相区分では，砂岩泥岩互層のうち，砂岩の
割合が 70 % を越えるものを砂岩優勢砂岩泥岩互層，泥
岩の割合が 70 % を越えるものを泥岩優勢砂岩泥岩互層
とし，その中間的なものを砂岩泥岩等量互層として扱っ
た．単層の層厚についての記述は，Ingram（1954）に従
い，薄層理（<10 cm 厚），中層理（10 ～ 30 cm 厚），厚
層理（30 ～ 100 cm 厚），極厚層理（>100 cm 厚）とした．
また，本章で用いた写真の撮影地点や試料採取地点，柱
状図のルートやルートマップの範囲などは第 4. 1 表と第
4. 3 図に示した．図表中の緯度軽度は，特に断りのない
限り，世界測地系で示してある．

4. 2　城山層（Nc, Ns, Tf）

地層名
中野（1953）は，讃岐山脈中部において和泉層群分布

域の北縁に分布し，花崗岩類を不整合に覆う礫岩・砂岩
を転

ころびし

石礫岩砂岩層と命名し，Nakagawa（1961）はこれを
Korobiishi conglomerate and sandstone と呼んだ（地名とし
ての「転石」の読み方は「ころびし」）．一方，中川（1960）
は讃岐山脈の北縁に分布する Yehara（1936）の「Basal 
Conglomerate」を城山礫岩と翼山砂岩に区分して命名し
た．その後，讃岐山脈の西部で南礫岩砂岩（Nakagawa, 
1961），中部で転

ころびいし

石層（西浦ほか，1993），東部で城山礫
岩と翼山砂岩（中川，1960）と地域ごとに異なる地層名が
使 用 さ れ た． 一 方，Yamasaki（1986）及 び 松 浦 ほ か

（2002）は，和泉層群の不整合直上に分布する礫岩・砂
岩を一括して城山層とした．本報告もこれに従い，讃岐
山脈北縁で領家コンプレックスを不整合に覆う地層を城
山層とする．
模式地

香川県東かがわ市引田町城山．
層厚

層厚は 60 ～ 1,000 m であり，地域によって変化が大
きい．本地域中西部の財田町財田上の山脇～七

し ち か

箇にかけ
ては層厚 600 m ほどあるが，下限は江畑断層によって切
られている．一方，まんのう町塩入では，一部が三豊層
群に被覆されているものの，不整合から上限まで連続的
に分布していると考えられ，その層厚は 1,100 m を超え
る．塩入より東では，まんのう町造

そ う だ

田の土
ど き が わ

器川までは，
江畑断層により下部の分布状況の把握が容易ではない
が，次第に層厚を減じているように見える．本地域東部
では，綾

あやがわ

川町枌
そぎしょ

所東において観音寺花崗岩との不整合か
ら引田層基底までの層厚は 100 m ほどしかない．
層序関係

基盤の領家コンプレックスを不整合に覆う．上位の引
田層とは整合または指交関係にある．また，下部更新統
の三豊層群に不整合に覆われる．
分布・構造

本地域では，西端の財田町財
さ い た な か

田中から東端の綾川町枌
所東まで，東北東 – 西南西方向にほぼ連続的に分布す
る．主な分布域は，本地域西部の財田町財田中では竹

たけなり

成
断層の北側に，中西部では江畑断層の南側にある．本地
域における城山層の走向は，分布と平行な東北東 – 西南
西方向を示し，傾斜は南南東向きに 20 ～ 40° である．
走向傾斜の地域差はあまりなく，南南東に傾斜する同斜
構造を示す．

領家コンプレックスの観音寺花崗岩を覆う城山層の基
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第 4. 2 図　和泉層群の模式柱状図と対比
珪長質凝灰岩に付された IT01–IT03 は年代測定を実施した層準を示す（Noda et al.，2020）．S，城山層；H，引田層； 
Tu，滝久保層雲辺寺砂岩部層；Ta，滝久保層足代泥岩部層；Hn，堀田層名頃砂岩部層；Hk，堀田層勝浦泥岩部層．
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底礫岩層は，異なる複数の礫岩層から構成され．その層
準は西部ほど下位に，東部ほど上位に位置する（第 4. 4
図）．財田町財田中（第 4. 4 図 c14）やまんのう町七箇（第
4. 4 図 c2），まんのう町中

なかとう

通地
じ げ ん ぎ ょ

下清（第 4. 4 図 c7）では，
西側の礫岩層が東へ連続せず，基盤の花崗岩にオンラッ
プして，せん滅する．一方，東部（まんのう町造田・綾
川町枌所東；第 4. 4 図の c4 と c7 及び c5 と c6）の基底
礫岩層の西方延長は，城山層の砂岩へ漸移する．枌所東
の基底礫岩層（第 4. 4 図 c5 と c6）の西方延長は，木戸の
馬蹄石として知られるカキ化石礁（吉川ほか，2011；第
4. 4 図，第 4. 8 図）の上位に見られる層厚 5 m ほどの礫岩
層（第 4. 5 図 b）へと続く．財田町財田上の戸

と

川
がわ

ダムやま
んのう町塩入の野口ダム付近では，引田層の泥岩と指交
関係にある．
岩相

本層は礫岩（Nc）と灰白色の粗粒～中粒の厚層理～極
厚層理砂岩（Ns）からなる．領家コンプレックスを不整
合に覆う露頭は複数箇所で観察できる．財田町財田中の

ゴルフ場入口付近では，中礫～大礫サイズ（最大 25 cm
径）の円礫を含む礫岩が観音寺花崗岩を不整合に覆う．
まんのう町七箇のもっこく池付近でも，中礫サイズの花
崗岩礫を多く含む礫岩が見られる．まんのう町造田の
柞
くにぎのがわ

野川沿いでは，花崗岩との直接の関係は見られないが，
大礫～巨礫サイズ（最大 90 cm）の花崗岩礫を含む礫岩が
ある．この礫岩の基質部分は，風化した花崗岩の破片の
みから構成される（第 4. 5 図 a）．そのすぐ東の土器川支
流でも同様に，下位から花崗岩，真砂化した花崗岩，花
崗岩礫を多く含む礫岩と移行していく様子が観察できる

（第 4. 6 図 a）．土器川から綾川町枌所東までの区間では，
花崗岩の分布域のすぐ南側に礫岩の露頭が点在する（第
4. 6 図 b）．この区間の礫岩の礫径は，他地域と比較する
とやや小さく，細礫～中礫サイズ（～ 3 cm 径）である．
礫種のほとんどは花崗岩・細粒花崗岩・斑状流紋岩・流
紋岩といった珪長質な火成岩類で，しばしば黒色泥岩が
含まれる（第 4. 7 図 a，b）．

城山層の砂岩主体の分布域には，しばしば極厚層理の

第 4. 4 図　城山層の柱状図
柱状図の作成位置は，第 4. 3 図に示す．地層名：Nc, 礫岩（城山層）；Ns, 砂岩（城山層）；Hm, 泥岩（引田層）；Tus, 砂岩優勢
砂岩泥岩互層（滝久保層雲辺寺砂岩部層）；Hns, 砂岩優勢砂岩泥岩互層（堀田層名頃砂岩部層）．岩相名：Gr, 花崗岩；cGc, 
大礫礫岩；pGc, 中礫礫岩；gGc, 細礫礫岩；gS, 含礫砂岩；vcS, 極粗粒砂岩；cS, 粗粒砂岩；mS, 中粒砂岩；Sa, 薄～中層理の
砂岩泥岩互層；Zm, 塊状泥岩；Zs, 泥岩（砂岩の薄層を挟む）；Tf, 珪長質凝灰岩．
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第 4. 5 図　城山層の露頭写真
（a）花崗岩との不整合直上の礫岩．細礫～中礫サイズの花崗岩礫がマサ状の粗粒砂基質に含まれている．（b）中礫サイズ
の礫支持礫岩．十分に円磨された流紋岩・斑状流紋岩・花崗岩の礫を含む．最大礫径 10 cm．まんのう町中通の木戸の馬蹄
石で知られるカキ化石床の上位に見られる礫岩層．（c）礫岩．円磨された花崗岩・流紋岩・泥岩の細礫～中礫に加え，中
礫～大礫サイズの砂岩・泥岩の偽礫を含む．基質は長石・岩片質な粗粒砂からなる．まんのう町山脇の中瀬川沿い．（d）
砂岩・泥岩の偽礫を多量に含む礫岩．偽礫の大きさは最大 30 cm 程度．まんのう町山脇の中瀬川沿い．ハンマーの柄の長
さは 33 cm．（e）粗粒砂岩の互層．主部相の砂岩とは異なり，明瞭な砂岩泥岩互層をなしていない．（f）極厚層理の砂岩．
まんのう町山脇の中瀬川にある轟の滝．滝の落差は約 5 m．写真撮影地点は第 4. 3 図を参照．
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礫質砂岩がレンズ状に分布する．まんのう町塩入の野口
ダム周辺の礫質砂岩は，粗粒砂を基質とする砂岩に最大
4 cm 径の円礫が点在する．礫の割合は 5 % 以下で，級
化構造などの堆積構造は見られない．財田町山脇の讃岐
財田駅南方では，粗粒砂を基質とする砂岩（層厚 3 m）
に最大 30 cm 径の円礫（平均礫径 1 cm）が 20 % 程度含
まれている（第 4. 5 図 c）．この地点の礫岩層に含まれる
礫のうち，40 % は花崗岩・流紋岩・黒色泥岩だが，残
りの 60 % は砂岩や泥岩の偽礫である（第 4. 5 図 d）．こ
のような礫岩層は側方へ追跡できず，分布が限られてい
ることから，局所的に発達した海底チャネルを埋積した
堆積物と考えられる．

城山層の砂岩は，厚層理～極厚層理で，粗粒砂を主体
とし，一部では数 % の割合で細礫～中礫サイズの円礫
を含む（第 4. 5 図 e，f）．しばしば数 m 以上の層厚を示し，
層理面がはっきりしない．中～粗粒砂サイズの流紋岩・
斑状流紋岩・細粒花崗岩・花崗岩の岩石片に加え，石英・
長石片を含む，石質アレナイトである（第 4. 7 図 c，d）．

城山層には珪長質凝灰岩が挟在するが，その頻度は主
部相よりもかなり低く，層厚も 1 m 以下のものが多い．

尾瀬山の北側斜面に見られる珪長質凝灰岩は，層厚 7 m
以上で，灰白～灰色を呈する細粒緻密なガラス質凝灰岩
である．鏡下では，シルトサイズの火山ガラスを主体と
し，細粒砂サイズの石英・長石片を多く含むとともに，
炭質物を伴うことが観察される．
化石

まんのう町中通下木戸の土器川河床には，香川県自然
記念物に指定されている「木戸の馬蹄石」と呼ばれるカ
キ化石（Crassostrea 属）の密集層がある（第 4. 8 図）．吉
川ほか（2011）は，このカキ化石密集層を含む城山層と
その上位の引田層下部において，合弁の汽水生二枚貝

（Brachidontes nankoi）及び離弁の二枚貝殻片（Eriphyla sp., 
Loxo sp., Placunopsis? sp.）などを報告している．
年代

上 位 の 引 田 層 か ら 産 出 す る ア ン モ ナ イ ト 化 石
（Metaplacenticeras subtilistriatum と Baculites kotanii）の産
出層準が中期カンパニアン期（Morozumi，1985；Shigeta 
et al.，2016）であることから，城山層の堆積年代は中期
カンパニアン期かそれ以前と考えられる．

第 4. 6 図　土器川及び柏原渓谷周辺の城山層のルートマップ
（a）柱状図 c7 のルートを含む範囲のルートマップ（第 4. 3 図の A1）．基盤の花崗岩を覆うマサ化した花崗岩由来の
基質と花崗岩礫よりなる礫岩から，花崗岩礫を多量に含む礫岩を経て，城山層の砂岩へ移行する．江畑断層より南
側の表層で見積られる城山層の層厚は約 200 m．香川県仲多度郡まんのう町中通．（b）柱状図 c6 のルートを含む範
囲のルートマップ（第 4. 3 図の A2）．城山層の層厚は約 70 m．香川県綾歌郡綾川町枌所東．岩相名：cG, 大礫礫岩；
pG, 中礫礫；gG, 細礫礫岩；gS, 含礫砂岩．mS, 中粒砂岩．地層名及び走向傾斜の凡例記号は地質図の凡例と共通．
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第 4. 7 図　和泉層群の岩石薄片写真（その 1）
（a）礫岩（城山層）．細粒等粒状の細粒花崗岩礫．香川県仲多度郡まんのう町中通．試料番号 20170927-02a．クロスニコル．
（b）石英とカリ長石からなる花崗岩礫（城山層）．試料は（a）と同じ．クロスニコル．（c）中粒砂岩（城山層）．アレナイト
質で，細礫サイズの流紋岩や石英粒子を含む．香川県仲多度郡まんのう町中通．試料番号 20170925-04a．オープンニコル．

（d）同薄片のクロスニコル．（e）引田層の泥岩のスキャン画像．生物擾乱を受けている．白枠は（f）の薄片写真の範囲．
香川県仲多度郡まんのう町造田の柞田川支流．試料番号 20181219-04a．（f）同試料の一部を拡大した写真．オープンニコル．
Rh，流紋岩；fG，細粒花崗岩；kfs，カリ長石；qtz，石英．
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4. 3　引田層（Ha, Hm, Tf）

地層名
Yehara（1936）の “Hiketa Shale” に由来し，中川（1960）

の引田互層による．Yamasaki（1986）及び松浦ほか（2002）
は，讃岐山脈北麓に沿って連続的に露出する泥岩主体の
地層を一括して引田層とした．

本層は，中野（1953）が讃岐山脈中部の中通頁岩層と
したもののうち，「中部に楔状に挟まれる砂岩がち砂岩・
頁岩互層」を除く部分に相当する．また，西浦ほか

（1993）の皆
か い の

野層の一部を含む．
模式地

香川県東かがわ市引田町引田．
層厚

層厚は場所によって変化が大きい．本地域西部の財田
町財田中では，竹成断層以南の三豊層群に覆われている
部分も含めると，層厚は 1,700 m に及ぶ．一方，まんの
う町塩入付近では，層厚は 500 m 以下となるが，まんの
う町中通では 1,200 m と再び厚くなる．綾川町枌所東で
は，樫原断層の影響もあり，確認できる層厚は 400 m ほ
どに薄くなる．
層序関係

本層は，下位の城山層を整合に覆う部分と指交関係に
なる部分がある．財田町財田中では，引田層の泥岩が領
家コンプレックスの観音寺花崗岩を不整合に覆う露頭が
確認されている（第 4. 9 図 a，b）．まんのう町山脇南方の
帰
き ら い が わ

来川沿いでは，城山層に薄く挟まって，厚さ数十 m
のレンズ状に分布する（第 4. 10 図 a）．本層の上面は，
主部相である滝久保層及び堀田層に整合に覆われるが，
まんのう町造田の柞野川沿いでは，滝久保層雲辺寺砂岩

部層及び足代泥岩部層と指交関係にある（第 4. 10 図 a, 
b）．本地域の東部では，堀田層名頃砂岩部層に整合に覆
われる．
分布・構造

城山層の層序的上位に幅 1 ～ 2.5 km 程度で北東 – 南
西方向または東北東 – 西南西方向に分布する．本地域西
部で，北東 – 南西方向に分布する引田層の東方延長は，
まんのう町山脇付近で城山層の砂岩へ移行するが，引田
層の泥岩の主体は 1.2 km ほど南東方向にずれた位置で，
再び東北東 – 西南西方向に分布する．この分布域は，ま
んのう町造田の土器川付近で急激に層厚を増し，東方へ
次第に層厚を減ずる．地層の走向は，北東 – 南西から東
北東 – 西南西の走向であり，20 ～ 40° 程度で南東に傾
斜する同斜構造を示す．
岩相

本層は，黒色～黒灰色の泥岩（Hm）を主体とする（第
4. 9 図 c，d）．全体にシルト質で，一部では砂質になる．
層理面は不明瞭な場合が多いが，確認できるところでは
厚層理～極厚層理を示す．堆積構造はほとんどなく，塊
状である．鏡下観察によると，シルトサイズの岩石片や
石英・長石片から構成され，植物片を含むことがある．
生物擾乱を受けている（第 4. 7 図 e，f）．引田層泥岩が滝
久保層足代泥岩部層と指交する部分では，砂岩の薄層が
泥岩に挟在するようになり，泥岩の層理面が次第に明瞭
になってくるとともに，主部相の泥岩優勢砂岩泥岩互層
へ移行する．この移行の様子は，まんのう町造田の柞野
川とその支流沿いやまんのう町中通の野口川上流部など
で見られる．また，層厚 2 m 以下のガラス質な薄～中層
理珪長質凝灰岩層（Tf）が，まんのう町造田の柞野川支
流や土器川支流で確認された．

第 4. 8 図　土器川の河床に見られる城山層のカキ化石濃集層
（a）厚層理砂岩に挟まれるカキ化石濃集層は木戸の馬蹄石と呼ばれ，香川県自然天然記念物となっている．合弁個体もあ
るが離弁個体が多い．まんのう町中通木戸．（b）カキ化石．合弁個体（断面）が多く見られる．写真（a）の地点の 200 m ほ
ど下流の地点．写真撮影地点は第 4. 3 図を参照．



− 54 −

第 4. 9 図　引田層の露頭写真
（a）基盤の花崗岩を引田層が不整合に覆う露頭（小沢沿い左岸壁）．香川県内で見られる和泉層群基底の不整合のうち，
花崗岩が引田層の泥岩に覆われていることが確認できる唯一の地点である．三豊市財田町財田中．ハンマーの柄の長さは 
33 cm．（b）写真（a）のスケッチ．（c）塊状泥岩の露頭写真．層理面ははっきりしないが，中層理～極厚層理の泥岩が累
積している．白丸はスケールのハンマーの位置を示す．まんのう町山脇の林道．（d）中～厚層理の塊状泥岩．泥岩のみか
らなり，砂岩を挟まない．まんのう町塩入の林道．写真撮影地点は第 4. 3 図を参照．
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財田町財田上の戸川ダム南方（財田町灰倉）では，塊
状泥岩が優勢な岩相の中に砂岩泥岩互層（Ha）が層厚
150 m 程でレンズ状に挟在する．この砂岩泥岩互層は，
塊状な厚層理泥岩に層厚 1 ～ 3 m の砂岩がチャネル状侵
食面を伴って挟まる．この周辺は化石の産地となってお
り，産出したイノセラムスなどの大型動物化石が財田町
公民館に展示されている．
化石

化石の産出に乏しい和泉層群において，引田層は最も
多くの化石を産出する地層である．本地域の引田層から
産出した大型動物化石としては，二枚貝の Inoceramus 
balticus やアンモナイトの Metaplacenticeras subtilistriatum 
及び Baculites sp. が 代 表 的 で あ る．Inoceramus balticus
は，西隣の「観音寺」地域の山本町から本地域の財田町
財 田 上 に か け て 産 出 す る（ 田 代 ほ か，1993）． ま た，
Metaplacenticeras subtilistriatum は，本地域では，財田町
財田上から綾川町枌所東にかけて，また東隣の「脇町」
地域の高松市塩江町まで産出の報告がある（田代ほか，
1993）．Baculites sp. は，観音寺市粟井町粟井ダム付近で
の産出（野田，2017）に加え，財田町財田中からの報告が
ある（田代ほか，1993）．最近，新猪ノ鼻トンネルの工事
に伴って，Baculties sp. が産出した（第 4. 11 図 a）．さら
に，財田町南方の滝久保層直下から，城山層で見られた
ようなカキ化石密集層が報告されている（田代ほか，
1993）．

三豊市役所財田支所に併設されている財田町公民館に
は財田町から産出した化石が展示されており，イノセラ
ムスに加え，Acila yoshidai，Nostceras sp.，Portlandia 
izumensis，Baculites kotanii などが展示されている（第
4. 11 図 b）．山崎（2007）には，財田町から産出した化石
がまとめられている．また，まんのう町造田の柞野から
魚類の歯が産出したとの報告がある（坂東・北岡，1982）．
年代

Metaplacenticeras subtilistriatum や Baculites sp. の ア ン
モナイト化石を産出することから，坂東・橋本（1984）
の A帯～B1亜帯，Morozumi（1985）の Metaplacenticeras 
subtilistriatum 帯に相当する．これらの化石帯の年代は
中 期 カ ン パ ニ ア ン 期 で あ る こ と（Morozumi，1985；
Shigeta et al.，2016）から，本地域の引田層の堆積年代は
中期カンパニアン期と考えられる．

4. 4　滝久保層

滝久保層は，Yamasaki（1986）が定義した讃岐山脈に
分布する主部相を構成する 4 層のうちの最下位の地層で
ある．西隣の「観音寺」図幅には，下位から箕浦砂岩泥
岩部層，田野々砂岩部層，海

え び す く い

老済泥岩部層，雲辺寺砂岩
部層が分布し（野田，2017），本地域には雲辺寺砂岩部層
と最上位の足代泥岩部層が分布する（第 4. 1 図）．

第 4. 11 図　引田層の産出化石
（a）新猪ノ鼻峠トンネル工事現場から産出
した Baculites sp. 財田町自然観察・保全同
好会の標本を撮影．（b）三豊市財田町財田
中の灰倉から産出したイノセラムス化石．
三豊市財田公民館所蔵．産出位置を第 4. 3
図に示す．
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4. 4. 1　雲辺寺砂岩部層（Tuc, Tus, Tua, Tum, Tf）
地層名

Nakagawa（1961）の Umpenji sandstone を野田（2017）
が部層として再定義した．

中川（1955）の曼
まんだとうげ

陀峠砂岩層及び Nakagawa（1961）の
Umpenji sandstone と Inohanatoge alternation を含む．また，
中野（1953）の中通頁岩層のうち，「中部に楔状に挟まれ
る砂岩がちの砂岩・頁岩互層」の一部を含む．
模式地

香川県観音寺市の雲辺寺山周辺．
層厚

800 ～ 2,800 m 以上．本地域西部の中
ちゅうれんじみね

蓮寺峰付近では，
引田層の上面から増川向斜の向斜軸まで（本部層の下半
部に相当）の層厚は約 1,000 m である．本地域中部では，
まんのう町山脇から東みよし町東山にかけて，引田層の
上面から足代泥岩部層の下面まで 2,800 m となる．本地

域東部のまんのう町塩入東方では，層厚 800 m となり，
東方の北縁相に近づくほど層厚が薄くなる傾向がある．
層序関係

北縁相の引田層とは整合または一部では指交関係にあ
る．財田町財田上の採石場では，引田層の極厚層理の塊
状泥岩に 2 m ほど砂岩泥岩互層を挟んで，極厚層理の砂
岩層へ急激に上方粗粒化する様子が観察できる（第 4. 12
図 a）．ここで見られるように極厚層理の砂岩層が産出
し，砂岩層が優勢になるところを本部層の下限とする．
まんのう町山脇や造田では，引田層と指交関係にある

（第 4. 10 図）．本部層の上部では，砂岩の割合が次第に
減少していき，足代泥岩部層へ移行する．
分布・構造

本地域西部では，「観音寺」地域から連続して，讃岐
山脈の主軸部に沿うように広く分布する．本部層は，本
地域における主部相の約半分の面積を占める．分布の南

第 4. 12 図　滝久保層雲辺寺砂岩部層の露頭写真
（a）引田層と滝久保層雲辺寺砂岩部層との境界．引田層の泥岩から，2 m ほどの厚さの砂岩泥岩
互層を挟んで，層厚 5 m を超える極厚層理砂岩が堆積する．この砂岩泥岩互層中の砂岩層が優勢
になるところ（白矢印）が滝久保層雲辺寺砂岩部層の基底．三豊市財田町の谷道川左岸の採石場．
白丸はスケールのハンマーの位置を示す．ハンマーの柄の長さは 33 cm．（b）砂岩優勢砂岩泥岩
互層．層厚 1 m 以上の極厚層理砂岩中～厚層理の砂岩が薄～中層理の泥岩と互層する．猪ノ鼻峠．
写真撮影地点は第 4. 3 図を参照．
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限は中央構造線活断層系の池田断層によって境される．
地質構造は，讃岐山脈の主稜線の南側にある増川向斜

に規制されている．地層の走向傾斜は，向斜軸の北側で
は東北東 – 西南西走向で，東南東傾斜の同斜構造を示す
が，南側では，断層による変位を伴う複数の向斜・背斜
によって北東 – 南西走向と北西 – 南東走向とを繰り返す．
岩相

砂岩優勢の砂岩泥岩互層（Tus）を主体とする．全体
的には上方に向かって砂岩の割合が減少し，上位の足代
泥岩部層へ漸移する（第 4. 13 図）．主体となるのは，中
～厚層理の中粒砂岩である（第 4. 12 図 b）が，しばしば
複数の砂岩層が癒合して層厚 1 m 以上の極厚層理砂岩
となる．級化構造などの堆積構造も一般的である．単層
の厚さが 1 m を越える砂岩層の基底部には，極粗粒砂～
細礫サイズの粒子が数 cm の厚さで含まれることがあ
り，砂岩層の上部には，平行葉理がしばしば認められる．
鏡下での観察によると，砂岩には石英・長石片に加え，
流紋岩・斑状流紋岩・細粒花崗岩などの珪長質火成岩類
の岩石片が多く含まれる（第 4. 14 図 a，b）．基質が少な
く，淘汰の良いアレナイトが多い．

泥岩は，黒色～灰黒色を呈し，薄～中層理をなして，
砂岩に挟まる．砂岩に乏しい部分では，薄～中層理の泥
岩が累重し，数 m 厚の泥岩層となることがある．頻度
は高くないが，スランプ状の未固結変形堆積物や珪長質
凝灰岩（Tf）が挟在する．珪長質凝灰岩は，灰色～緑灰
色の細粒ガラス質凝灰岩である．主に変質した火山ガラ
スから構成され，しばしば細礫サイズの押し潰された軽
石片を含む．

本部層には，砂岩層の割合が高いところと低いところ
がレンズ状に存在し，百～数百 m のオーダーで岩相が
変化する（第 4. 13 図）．例えば，東みよし町東山のルー
ト（第 4. 15 図）では，砂岩泥岩等量互層（Tua）から泥
岩優勢砂岩泥岩互層（Tum）へと上位に向かって砂岩の
割合が減少した後，礫岩及び砂岩（Tuc）が重なり，厚
層理～極厚層理の中粒～粗粒砂岩を主体とする砂岩優勢
砂岩泥岩互層（Tus）へ移行する．この礫岩は側方へ連
続しない．また，まんのう町塩入の北東には泥岩優勢砂
岩泥岩互層（Tum）があり，主部相の砂岩泥岩互層と北
縁相の塊状泥岩との間の漸移的な岩相となる．
化石

主部相から大型化石の産出報告は，北縁相と比較して
少ない．大型動物化石の報告としては，坂東・橋本（1984）
と田代ほか（1993）が，国道 32 号線の猪ノ鼻トンネル付
近より，アンモナイト化石 Metaplacenticeras subtiliastum
の産出を報告したのみである．

放散虫化石の産出報告はいくつかある（山﨑，1987；
石田ほか，1993；Hashimoto et al.，2015）．Hashimoto et 
al.（2015）によると，本部層内の地点 R8（第 4. 3 図）から
は，Amphipyndax tylotus や A. stocki，Archaeodictyomitra 

simplex，Cryptamphorella sphaerica，Dictyomitra 
densicostata などが産出し，その放散虫化石群集帯は
Amphipyndax pseudoconulus や A. tylotus，Pseudotheocampe 
abschnitta の初産出で特徴付けられる Archaeodictyomitra 
lamellicostata 帯とされる．
年代

本部層に挟在する珪長質凝灰岩層から 78.3 ± 1.3 Ma
の砕屑性ジルコン U–Pb 年代が報告されている（Noda et 
al.，2020；地質図の年代測定地点 4）．また，上述したア
ンモナイト化石（Metaplacenticeras subtilistriatum）及び放
散虫化石群集（Hashimoto et al.，2015）から，本部層の堆
積年代は中期カンパニアン期と考えられる．

4. 4. 2　足代泥岩部層（Taa, Tam, Tf）
地層名

西浦ほか（1993）と石田ほか（1993）は，黒
くろかわはらたにがわ

川原谷川流
域の足代～百

ど ど ろ

々路，小
おがわだにかわ

川谷川流域の葛
つづらかご

篭～貞
さだやす

安に分布す
る泥岩及び泥岩優勢砂岩泥岩互層を足代層としたが，こ
れを滝久保層の部層として再定義する．

中野（1953）の中通頁岩層のうち，「中部に楔状に挟ま
れる砂岩がちの砂岩・頁岩互層」の一部に相当する．橋
本ほか（2003）の足代層に相当する．
模式地

徳島県東みよし郡三好町足代．
層厚

まんのう町造田柞野で 800 m，まんのう町塩入南方で
1,000 m．
層序関係

下位の雲辺寺砂岩部層及び上位の堀田層とは整合関係
にある（第 4. 13 図）．北縁相の引田層及び主部相の堀田
層の一部と指交関係にあり，同時異相となる．
分布・構造

本部層は，主として本地域内の中央部に分布する．具
体的には，大

だいせんざん

川山の北西側斜面から，東みよし町東山葛
籠・内野，東みよし町足代中

なかみね

峯・百々路の周辺に分布す
る．本部層の北東方向の延長では，岩相の境界が引田層
と指交関係にある（第 4. 13 図）．南限は池田断層によっ
て断たれている．

讃岐山脈の主軸部のやや南方に東北東 – 西南西方向に
延びる増川向斜によって，「く」の字型の構造を示す．
向斜軸の北翼では北東 – 南西走向で南東方向に中程度

（30 ～ 50°）で傾斜する．南翼側は小規模な背斜と向斜に
よって，北西傾斜と南東傾斜とを繰り返す．
岩相

主として，中～厚層理の泥岩からなり，しばしば砂岩
を挟む（第 4. 16 図）．挟在する砂岩の割合が低いため，
本部層の大部分は泥岩優勢砂岩泥岩互層（Tam）となっ
ている．本部層の泥岩中には平板状の砂岩が挟在し，層
理面が明瞭になる点が，塊状で層理面が不明瞭な引田層
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第 4. 13 図　滝久保層の柱状図
（a）滝久保層雲辺寺砂岩部層から足代泥岩部層，堀田層にかけての柱状図．柱状図の作成位置は第 4. 3 図に示す．
（b–d）柱状図 c9 の一部の詳細柱状図．いずれも砂岩優勢砂岩泥岩互層を主体とし，砂岩の下底にはチャネル状
の侵食構造が，上部には平行葉理が見られる．層厚 1 m 以上の砂岩層は癒合しているものが多い．下部の（b）
から上部の（d）にかけて，上方ほど砂岩の層厚は小さくなるとともに，砂岩の占める割合も減少する．柱状図
の岩相の略号は第 4. 4 図と同じ．スケールは（b）から（d）まで共通．
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第 4. 14 図　和泉層群の岩石薄片写真（その 2）
（a）中粒砂岩（滝久保層雲辺寺砂岩部層）．円磨されていない石英粒子や珪長質な火成岩片を含み，淘汰は悪い．徳島県三
好郡東みよし町東山増川．試料番号 20161029-20a．オープンニコル．（b）同薄片（a）のクロスニコル．（c）炭質物を含む
中粒砂岩（滝久保層足代泥岩部層）．角張った石英・長石・岩石片の粒子を含み，淘汰は悪い．徳島県三好郡東みよし町足
代．試料番号 20190223-01a．オープンニコル．（d）同薄片（c）のクロスニコル．（e）粗粒砂岩（堀田層名頃砂岩部層）．ア
レナイト質で，比較的円磨された流紋岩片や長石片を多く含む．香川県仲多度郡まんのう町川東．試料番号 20181215-
05a．（f）同薄片（e）のクロスニコル．（g）珪長質凝灰岩（堀田層勝浦泥岩部層）．変質した細礫サイズの火山ガラスを含む．
基質はバブルウォール型の火山ガラスの破片が埋める．徳島県三好市三野町加茂野宮．試料番号 20190225-03a．オープン
ニコル．（h）同薄片（g）のクロスニコル．Gr, 花崗岩 ; Rh, 流紋岩 ; fG, 細粒花崗岩 ; qtz, 石英 ; kfs, カリ長石 ; pl, 斜長石 ; vg, 
火山ガラス．
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第 4. 15 図　増川谷川上流における滝久保層雲辺寺砂岩部層のルートマップ・柱状図・露頭写真
（a）柱状図 c13 の一部を含む範囲のルートマップ（第 4. 3 図の A5）．Tua, Tum, Tuc, Tus 及び走向傾斜の記号は地質図
の凡例に同じ．（b）柱状図 c13（第 4. 13 図）の一部の詳細柱状図．（c）厚層理の中粒砂岩．下部は塊状，中～上部は
平行葉理を示す．ハンマーの柄の長さは 33 cm．（d）薄～中層理の砂岩泥岩互層．（e）未固結変形構造を示す癒合
した極厚層理砂岩層．柱状図の岩相の略号：slump, スランプ堆積物；fS, 細粒砂岩；vfS, 極細粒砂岩；Ms, 泥岩．こ
の他の略号は第 4. 4 図と同じ．
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の泥岩と異なる点であるが，一部では両者は漸移的に移
行する（第 4. 17 図）．増川向斜の北翼側，讃岐山脈の稜
線に沿ったところでは，砂岩の割合が比較的高いところ
があり，砂岩泥岩等量互層（Taa）が泥岩優勢相に挟まれ
るように分布する（第 4. 17 図）．

泥岩は黒色～黒灰色を呈し，シルトサイズの粒子から
構成される．引田層の泥岩ほど砂質分を含まない．砂岩
は薄～中層理の平板状で連続性が良い．細粒砂～中粒砂
からなるタービダイトである．砂岩には，炭質物を多く
含むものもある（第 4. 14 図 c，d）．

東みよし町足代の中峯とその南方では，本部層中に層
厚 10 ～ 30 m の珪長質凝灰岩層（Tf）が見られた．この
珪長質凝灰岩層は，灰色～灰白色を呈し，ガラス質で，
シルト～細粒砂サイズの粒子を含む薄層理～中層理の珪
長質凝灰岩と灰色～灰黒色を呈し，中層理～厚層理の凝
灰質砂岩及び凝灰質泥岩の互層で構成される．
化石

中野（1953）は，東みよし町足代中峯から，Inoceramus 
balticus を報告している．また，石田ほか（1993）が，黒
川原谷川の河床の黒色泥岩から二枚貝の Propeamussium 
sp. や巻貝の化石を，また東みよし町足代宮谷からアン
モナイト化石（Baculites sp.）を報告している．また，挟
在する砂岩から生痕化石（Archaeozostera）が見つかって
いる．

放散虫化石の産出報告はいくつかある（山﨑，1987；
石田ほか，1993；橋本ほか，2003；Hashimoto et al.，2015）．
Hashimoto et al.（2015）の地点 R9（第 4. 3 図）から産出す
る放散虫化石群集帯は Archaeodictyomitra lamellicostata
帯とされ，カンパニアン期中頃を示す．足代層の各地点
からスプメラリアの多産が報告されており，浅海性の要
素がある可能性が指摘されている（橋本ほか，2003）．

年代
周辺から産出するアンモナイト化石と放散虫化石群

集，及び下位の雲辺寺砂岩部層と上位の名頃砂岩部層（後
述）の堆積年代を考慮すると，本部層の堆積年代は中期
カンパニアン期と考えられる．

4. 5　堀田層

堀田層は，中野（1953）の堀田砂岩層の名称を基に，
Yamasaki（1986）によって命名された．名称は，まんの
う町川

かわひがし

東堀
ほり

田
た

に由来する．滝久保層最上部の足代泥岩
部層に重なる極厚層理砂岩を含む砂岩優勢相を下限と
し，層厚は 12,000 m に及ぶ（Yamasaki，1986）．本地域に
は，堀田層の下部が分布しており，砂岩優勢の名頃砂岩
部層と泥岩優勢の勝浦泥岩部層に区分される．

4. 5. 1　名頃砂岩部層（Hnc, Hns, Hna, Hnm, Tf）
地層名

新称．中野（1953）の堀田砂岩層に由来する．Yamasaki
（1986）の Horita Formation のうち，最下部をなす砂岩優
勢な部分を名頃砂岩部層として再定義し，新称する．名
称は，まんのう町川東名頃に由来する．実質的には中野

（1953）の堀田砂岩層に相当するが，層序区分的に上位
カテゴリーの堀田層と名称が競合するため，日本地質学
会地層命名の指針（日本地質学会，2001）に照らして，名
頃の地名を用いた．Nakagawa（1961）の Horita Sandstone，
西浦ほか（1993）及び橋本ほか（2003）の堀田層に相当す
る．
模式地

まんのう町川東の名頃と堀田の周辺．大川山の南東斜
面の野

の だ ご や

田小屋川
がわ

や笠
かさがたやま

形山の南斜面に良く露出する．

第 4. 16 図　滝久保層足代泥岩部層の露頭写真
（a）薄～中層理の砂岩が挟在する泥岩．ハンマーの柄の長さは 33 cm．（b）泥岩に含まれる薄層理のレンズ状砂岩．
大川山北西斜面の柞野川上流，標高 700 m 付近．写真撮影地点は第 4. 3 図を参照．
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第 4. 17 図　柞野川上流域における滝久保層足代泥岩部層のルートマップ
滝久保層足代泥岩部層は引田層と指交関係にあり，両層の関係は一部で漸移的である．岩相
及び走向傾斜の記号は地質図の凡例と同じ．ルートマップの作成位置は第 4. 3 図の A6．
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層厚
土器川沿いで 1,800 m．

層序関係
讃岐山脈主軸部では滝久保層の足代泥岩部層に，讃岐

山脈の北麓では引田層に整合的に重なる（第 4. 18 図）．
また，大局的に上方細粒化しながら，上位の勝浦泥岩部
層へ漸移的に移行する．まんのう町中通の野口川上流付
近で滝久保層足代泥岩部層及び引田層と一部で指交関係
にある．下位の足代泥岩部層との境界は，はっきりして
いることが多いが，大川山北西斜面などの漸移的に上方
粗粒化する部分では，極厚層理砂岩が連続して出現する
地点を本部層の下限とした．
分布・構造

本部層は，三好市三野町太
た ち の

刀野から大川山，まんのう
町川東名頃・堀田を経て，本地域の範囲外（「脇町」地域）
へと連続する．

本地域を貫く増川向斜は，本部層で向斜軸の延び方向
が層理面と平行に近づいていき，次第に解消される．向
斜の北翼側では，地層の走向は，北東 – 南西方向で，南
東傾斜の同斜構造を示す（第 4. 20 図）．南翼側は，複数
の断層と褶曲によって北傾斜と南傾斜を繰り返すが，基
本的に地層の上位方向は東向きである．
岩相

砂岩優勢な砂岩泥岩互層（Hns）からなり，礫岩・珪
長質凝灰岩・凝灰質砂岩を含む．砂岩は灰色～明灰色を
呈し，中～粗粒砂からなる．中～極厚層理（最大 2 ～ 3 
m 厚）で，平板状の層理面やチャネル状の侵食構造を伴
う（第 4. 19 図 a，b）．砂岩には，しばしば荷重痕や級化
構造が見られる．鏡下では，比較的淘汰の良いアレナイ
トが多く，流紋岩・斑状流紋岩などの岩石片に加え，斜
長石やカリ長石など花崗岩を起源とする粒子が多く含ま
れる．粗粒な粒子は良く円磨されている（第 4. 14 図 e，f）． 
礫岩（Hnc）は，礫質砂岩を伴い，そのほとんどが極厚
層理砂岩に挟まれるように産し，基底部に数 cm 径に及
ぶ細礫～中礫を含む．礫としては，花崗岩や流紋岩など
の珪長質火成岩類に加え，チャートや泥岩が含まれる．
本部層は上部ほど，泥岩を含む割合が増加し，砂岩泥岩
等量互層（Hna）となり，特にまんのう町勝浦下

しも

福
ぶ け

家付
近では泥岩の割合の高い泥岩優勢な砂岩泥岩互層

（Hnm）がレンズ状に産する．砂岩泥岩等量互層は，中
～厚層理な中粒砂岩と薄～厚層理な泥岩が交互に繰り返
す．泥岩優勢砂岩泥岩互層では，露頭に占める砂岩の割
合は 30 % 以下となり，砂岩の層厚も 50 cm 以下のもの
が多くなる．珪長質凝灰岩（Tf）は，まんのう町川東の
前ノ川沿い，名頃，野田小屋の周辺で見ることができる

（第 4. 20 図）．細粒緻密な珪長質凝灰岩と，火山ガラス
の破片を多く含む凝灰質砂岩とがある．単層の厚さは 5
～ 30 cm であり，複数の層が重なることで数 m 規模の
珪長質凝灰岩層を構成する．珪長質凝灰岩層を側方に追

跡すると，岩相境界と斜交することがある．泥岩は，一
般に層厚 30 cm 以下で，黒色～灰黒を呈する．
化石

中野（1953）は，まんのう町川東中
なかぐま

熊及びまんのう町
川東前ノ川から生痕化石（Archaeozostera）を，まんのう
町勝浦長

は ぜ

谷からサンゴの化石を報告している．
放散虫化石の産出報告（山﨑，1987；橋本ほか，2003；

Hashimoto et al.，2015 の R10；第 4. 3 図）によれば，本部
層から産出する放散虫化石群集帯は，Archaeodictyomitra 
lamellicostata 帯とされる．
年代

Noda et al.（2020）は，本部層に挟在する珪長質凝灰岩
（地質図の年代測定地点 5）のジルコン U–Pb 年代とし
て，80.8 ± 1.2 Ma を報告したが，個々の粒子の年代値の
ばらつきが大きいために統計的な信頼度が低く，参考値
としている．上述の放散虫化石群集及び下位の滝久保層
雲辺寺砂岩部層と上位の堀田層勝浦泥岩部層の年代値
が，いずれも中期カンパニアン期であることから，本部
層の堆積年代も中期カンパニアン期と考えられる．

4. 5. 2　勝浦泥岩部層（Hks, Hka, Hkm, Hkt, Tf）
地層名

中野（1953）の勝浦頁岩及び橋本ほか（2003）の勝浦層
を堀田層の部層として再定義．
模式地

香川県仲多度郡まんのう町勝浦の八
はちみねがわ

峯川沿い．
層厚

1,300 m 以上．上限は本地域では不明．
層序関係

下位の堀田層名頃砂岩部層とは，漸移関係にある．名
頃砂岩部層の砂岩泥岩等量互層から，上方細粒化によっ
て泥岩優勢砂岩泥岩互層に移行するところを境界とす
る．上限は本地域内では見られないが，中野（1953）は
砂岩優勢の川東砂岩層が勝浦頁岩層（本報告の勝浦泥岩
部層）を整合で覆うとした． 
分布・構造

本部層は，まんのう町勝浦八峯・真
ま す ず

鈴，三好市三野町
滝ノ奥にかけて分布する．本部層の下限は，まんのう町
勝浦長谷から真鈴を通って，三好市三野町芝

し ぼ う

生の
河
こ う ち だ に が わ

内谷川付近にある．東にプランジする複向斜構造に
よって，東に開いた「く」の字型の構造を示す．北翼で
は北東 – 南西走向の南東傾斜，南翼は大局的に西北西 –
東北東走向の北傾斜となる．分布の南端は，中央構造線
活断層系の三

み の

野断層によって切られている．
岩相

下部及び中部は泥岩ならびに泥岩優勢の砂岩泥岩互層
（Hkm）を主体とし，中部の八峯川上流部には珪長質凝
灰岩（Tf）及び砂岩・凝灰質砂岩・珪長質凝灰岩に富む
砂岩優勢の砂岩泥岩互層（Hks）がレンズ状に挟在する．



− 65 −

第 4. 18 図　堀田層の柱状図
柱状図の作成位置は，第 4. 3 図に示す．
地層名の凡例は地質図と同じ．岩相の
略号は第 4. 4 図と同じ．
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上部は砂岩泥岩等量互層（Hka）となる．泥岩は薄～中
層理で，黒色～黒灰色を呈し，しばしば薄～中層理の細
粒砂岩を挟む．挟在する砂岩は明瞭な級化構造を示す．
凝灰質砂岩は，灰色～灰緑色を呈し，中層理～厚層理な
細粒～中粒砂岩からなり，変質した火山ガラス片などの
凝灰質な粒子を含む．凝灰質泥岩は，灰色を呈し，緻密
でガラス質の泥岩である．

本部層の特徴として，複数の厚い珪長質凝灰岩がある
（第 4. 21 図 a，b）．珪長質凝灰岩は，灰黒色～灰色～淡
緑色を呈し，緻密なガラス質凝灰岩である．単層の層厚
は薄～中層理で，単層内には平行葉理などの葉理構造が
普遍的に認められる．珪長質凝灰岩は，しばしば細礫サ

イズの軽石状の火山ガラスを多く含む（第 4. 14 図 g，h）．
鏡下観察によると，火山ガラスは変質しており，緑泥石
などの二次鉱物に置換されている．珪長質凝灰岩は，凝
灰質砂岩及び凝灰質泥岩を伴って，時に層厚 10 m 以上
の珪長質凝灰岩層（Hkt）を構成する．特に，まんのう町
勝浦の八峯川上流から三好市三野町滝ノ奥にかけては，
層厚 40~m に及ぶ珪長質凝灰岩層が分布している．
化石

大型化石の報告は少なく，橋本ほか（2003）が三好市
三野町芝生の泥岩から Baculites sp. の産出を報告してい
るのみである．放散虫化石としては，山﨑（1987）が，
まんのう町勝浦長谷南方の泥岩中の石灰質ノジュールか

第 4. 19 図　堀田層名頃砂岩部層の露頭写真
（a）厚層理～極厚層理の砂岩優勢砂岩泥岩互層．チャネル状の侵食構造が見られる（白矢印）．
徳島県三好市三野町太刀野山．（b）厚層理砂岩主体の砂岩優勢砂岩泥岩互層．香川県仲多度
郡まんのう町川東．写真撮影地点は第 4. 3 図を参照．
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ら，Amphipyndax pseudoconulus，Amphipyndax tylotus，
Dictyomitra koslovae を検出している．また，橋本ほか

（2003）は，産出する放散虫化石は Amphipyndax tylotus や
Archaeodictyomitra lamellicostata，Dictyomitra densicostata，
Dictyomitra multicostata が主であり，ナッセラリアを多産
するという特徴を報告している．本地域の範囲外である
が，Hashimoto et al.（2015）は勝浦泥岩部層の上位の地点

（R11）から産出した放散虫化石群集を Archaeodictyomitra 
lamellicostata 帯に含めている．
年代

Noda et al.（2020）は，本部層に挟在する最も厚い珪長
質凝灰岩層（地質図の年代測定地点 6）から 79.3 ± 1.1 Ma
のジルコン U–Pb 年代を報告した．この年代値及び上述
の放散虫化石群集によれば，本部層の堆積年代は中期カ
ンパニアン期（Ogg et al.，2012）と考えられる．

4. 6　地 質 構 造

本地域を含む讃岐山脈の西部では，和泉層群の地質構
造は東北東 – 西南西方向の褶曲群によって特徴づけられ
る（第 4. 22 図）．本地域で最も顕著な褶曲軸は，讃岐山
脈の主稜線のやや南に位置し，延長 20 km に及ぶ向斜軸
である．ここでは褶曲軸が通る東みよし町東山増川の地
名から増川向斜と呼ぶ．この増川向斜によって，本地域
の和泉層群は，全体的に東へ開いた非対称な向斜構造を
なし，より上位の地層が東側に分布する．この向斜軸の
東端は，堀田層名頃砂岩部層の北翼部分で，軸の延びの
方向が層理面と平行に近づいて，解消される．名頃砂岩
部層の上位に位置する堀田層勝浦泥岩部層は，三好市三
野町滝ノ奥付近で，増川向斜と斜交する方向（西北西 –
東南東方向）に発達する褶曲群によって複向斜構造を 

第 4. 20 図　土器川上流の支流域における堀田層名頃砂岩部層のルートマップ
（a）柱状図 c6 の範囲を含むルートマップ（前ノ川付近，第 4. 3 図の A7）．（b）（a）柱状図 c15 の範囲を含むルートマップ（野
田小屋川付近，第 4. 3 図の A8）．いずれも厚層理～極厚層理の中粒～粗粒砂岩を主体とする．岩相及び走向傾斜の記号は
地質図の凡例と同じ．ルートマップの作成位置は第 4. 3 図に示す．
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形成している．増川向斜の西端は断層によって切られて
いるが，その西方延長は西隣の「観音寺」地域において，
右雁行配列をする距離の短い褶曲群を介して，約 10 km
長の別の向斜軸へと追跡できる．

増川向斜の北翼側の地層は，基本的には北東 – 南西走
向で南東傾斜の同斜構造を示す．向斜軸付近では，地層
の傾斜は北翼の地層の傾斜と同程度の 30 ～ 40° である

ことが多く，ゆるやかな U 字型の褶曲構造となってい
る．この傾向は，西隣の「観音寺」地域と同じであるが，
向斜軸に近づくほど地層が急傾斜となる近畿地方の和泉
層群（市原ほか，1986）とは異なる．一方，南翼では，波
長の短い背斜と向斜が繰り返すことによって，走向と傾
斜の変化が大きくなる．これらの褶曲は増川向斜と同様
に東北東 – 西南西方向の褶曲軸を持つが，しばしば北西

第 4. 21 図　堀田層勝浦泥岩部層の珪長質凝灰岩の露頭写真
（a）珪長質凝灰岩．滝の落差は約 15 m．徳島県三好市三野町加茂野宮．（b）珪長質凝灰岩の露頭．層厚は 35 m 以上．
香川県仲多度郡まんのう町勝浦．写真撮影地点は第 4. 3 図を参照．

第 4. 22 図　讃岐山脈西部における和泉層群に関連する地質構造
S, 城山層；H, 引田層；Tm, 滝久保層箕浦砂岩泥岩部層；Tt, 滝久保層田野々砂岩部層；Te, 滝久保層海老済泥岩部層；
Tu, 滝久保層雲辺寺砂岩部層；Ta, 滝久保層足代泥岩部層；Hn, 堀田層名頃砂岩部層；Hk, 堀田層勝浦泥岩部層．
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– 南東方向の断層によって分断され，連続性は良くない．
増川向斜の北翼内にも，地層の傾斜が 70 ～ 80° あるい
は逆転している地点があり，本地域西部の県境付近（中
蓮寺峰の南側）やまんのう町川東の笠形山南側では層理
面とほぼ平行なすべり面を持つ東北東 – 西南西方向の断
層露頭を確認した．

讃岐山脈の南部は地すべりによって初生的な地質構造
が乱されている部分が多い．東みよし町足代付近では，
点在する断層露頭の位置と信頼できる走向傾斜に基づく
褶曲軸の軌跡の不連続から，北北西 – 南南東方向の断層
を推定した．三好市三野町芝生から太刀野山の付近は，
池田断層と三野断層のセグメント境界に位置しており，
讃岐山脈内に見られる断層と褶曲軸も東西方向へ連続せ
ずに斜交する関係にある．これらの褶曲軸の周辺には，
軸の延びの方向とやや斜交する北東 – 南西及び北西 – 南
東方向の断層がある．三好市池田町白

は く ち

地・池田町州
しゅうづ

津・
三好市三野町太刀野山などに見られる断層が，これに相
当する．これらの断層のすべり面には，ほぼ水平方向の
条線が見られることから，断層は横ずれ成分が卓越し，
和泉層群の褶曲構造の形成に関係があると考えられる．

讃岐山脈の北麓には，和泉層群の分布の北限に沿うよ
うに東北東 – 西南西方向の断層が発達する．これらは，
西から竹成断層・江畑断層・樫

かしはら

原断層と呼ばれている逆
断層または衝上断層であり，下部更新統の三豊層群を傾
動，あるいは和泉層群が三豊層群に衝上する活断層と
なっており，讃岐山脈の隆起に関与した断層と考えられ
る（寒川，1973，1978b；小林・大北，1998）．一方，讃岐
山脈の南縁では，西から池田断層・箸

はしくら

蔵断層・三野断層
といった中央構造線活断層系の断層が発達している．こ
れらは低位段丘堆積物を切る右横ずれの活断層であり，
和泉層群南縁の地質構造に影響を与えるとともに，和泉
層群の分布の南限を規制している．

4. 7　堆 積 環 境

山本（1986）は土器川河床に見られる城山層のカキ化
石密集層について，カキ殻は 89 % の割合で合弁の産状
を示すこと，地層の走向とカキ殻の面が一致するものは
40 % であり，その方向は N60°E ～ N70°E に集中してい
ることなどを示した．利光ほか（1990）は，カキ化石は
地層に対して横倒しになった個体がほとんどで殻がレン
ズ状に集積していることなどから，完全な自生の産状を
示しているとは言えないが，殻がそろった個体も多く，
長距離運ばれた産状ではないとして，この近辺にカキ礁
があったことは確実であろうとした．一方，吉川ほか

（2011）は，このカキ化石密集層を含む城山層とその上
位の引田層下部において，堆積相解析及びカキ化石を含
む二枚貝化石の産出状況から 5 つの層序ユニット A–E
を識別した．城山層上半部のユニット B から引田層下

部のユニット E の堆積環境は，汽水域の潮汐低地（ユ
ニット B），厚い潮汐成砂岩相に侵食基底を伴って重な
る海進性礫岩（ユニット C），外浜成砂岩（ユニット D），
外側陸棚以深（ユニット E）であり，このことから城山
層の堆積環境は河川～潮汐低地～外側陸棚以深へと海進
傾向を示すとした．カキ化石密集層は，自生個体と他生
個体とが混在することによって形成され，潮汐チャネル
付近の砂質潮汐低地の限られた場所に位置していたとさ
れる．

本地域外の城山層においても，二枚貝化石の産出状況
から，浅海の堆積環境が示唆されている．辻野（2004）
は，香川県さぬき市兼

かねわり

割の城山層上部に含まれる Loxo 
japonica の産状から，兼割周辺に南向きの一方向流が卓
越する浅海であった可能性を示した．また，田代（1986）
は，兼割産二枚貝化石を検討し，和泉層群基底部近くの
砂 質 岩 か ら 極 浅 海 要 素 の 強 い 二 枚 貝（Yadia，Loxo，
Brachidontes）が産すること，直上の泥岩部から沖合の堆
積環境を示す要素に富む二枚貝（Portlandia，Thyasira，
Periplomya）が産することから，和泉層群の急激な深海
化を示唆している．

厚い泥岩層を主体とする引田層は，城山層よりも沖合
の環境で堆積したと考えられ，急激な深海化が示唆され
ている（田代ほか，1986；Tanaka，1993）．吉川ほか（2011）
は，本層の東方延長である兼割の引田層から産出する二
枚貝化石（田代ほか，1986；辻野，2004）がかなり沖合の
堆積環境を示すことから，本層の堆積環境を外側陸棚以
深の堆積物と解釈した．また，本地域の財田町財田上で
見られるチャネル状侵食面を持つ砂岩と泥岩の互層は，
陸棚外縁以深から大陸斜面に発達した海底チャネルの充
填堆積物と考えられる．

北縁相（城山層・引田層）の堆積環境が浅海～斜面と
推定されているのに対して，主部相は深海底の海底扇状
地を構成する堆積物，つまり礫岩を含む砂岩優勢相は海
底チャネルを含む上部海底扇状地，平板状の砂岩が優勢
な砂岩泥岩互層は上部～中部海底扇状地のローブまたは
分流チャネル，泥岩優勢な砂岩泥岩互層は下部海底扇状
地における堆積物と考えられている（Tanaka，1989，
1993；Noda and Toshimitsu，2009）．本地域では，滝久保
層雲辺寺砂岩部層と堀田層名頃砂岩部層の砂岩優勢相は
高密度混濁流を主な運搬機構とする上部～中部海底扇状
地，滝久保層足代泥岩部層と堀田層勝浦泥岩部層の泥岩
優勢相は低密度混濁流によるシートフローを主な運搬機
構とする下部海底扇状地～堆積盆底が堆積環境として推
定される．砂岩の底痕や砂岩の粒子ファブリックから復
元した古流向によれば，混濁流は基本的には南西～西南
西向きであったと考えられるが，主部相の北部には一部
で北西向きの古流向があったことが認められている（須
鎗，1966；須鎗ほか，1968；Yamasaki，1986；西浦ほか，
1993；野田，2017）．
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本地域及び隣接する「観音寺」地域において，主部相
と北縁相との指交関係は少なくとも 3 箇所で認められ，
そのうちの 2 箇所では引田層が厚くなるところで引田層
の泥岩の側方延長が主部相の泥岩優勢相へ漸移する（第
4. 22 図）．具体的には，三豊市粟井町（本地域と「観音寺」
図幅との境界付近）の引田層と滝久保層海老済泥岩部層
との関係，まんのう町中通の引田層と滝久保層足代泥岩
部層との関係がこれに相当する．特に前者では，海老済
泥岩部層 → 引田層 → 城山層へと海側から陸側へ堆積環
境が浅海化するほど粗粒堆積物が分布している．これ
は，相対的な海進による浅海域の堆積空間の増加によっ
て，より多くの粗粒堆積物が陸側に堆積するようになっ
たことを示している可能性がある．逆に，「観音寺」地
域の田野々砂岩部層及び本地域の足代泥岩部層直下の雲
辺寺砂岩部層など，主部相の砂岩優勢相が厚く，それと
同時期の北縁相の層厚が薄いところでは，深海への粗粒
堆積物の供給割合が多く，浅海域の堆積空間が少なかっ
たことが推察できる．このように，主部相の砂岩優勢砂
岩泥岩互層が北縁相の泥岩にオンラップする産状は，海
底への土砂供給量が増加することによって海底扇状地が
堆積盆縁辺の斜面を覆うように成長したことを示唆して

いる．
本地域では，滝久保層の雲辺寺砂岩部層から足代泥岩

部層へ，また堀田層の名頃砂岩部層から勝浦泥岩部層へ
と大局的な上方細粒化を繰り返している．この傾向は，
隣接する「観音寺」地域（野田ほか，2017b）や愛媛県の「新
居浜」地域（青矢ほか，2013）でも見られる．このよう
な周期的な岩相変化について，Yamasaki（1986）は，粗
粒砕屑物を含む土砂供給量の増減に起因するとし，隆起
から削剥に到る後背地の地形変化のサイクルがあったと
考えた．また，Noda and Toshimitsu（2009）は，堆積盆の
段階的東進と周期的な岩相変化を堆積盆形成に関与した
横ずれ断層の活動度に関連づけた．つまり，断層運動の
活動期には，供給される土砂の多くは堆積盆の沈降に
よって形成される堆積空間にトラップされるため，海底
扇状地への土砂供給量は減少し，主部相の岩相は上方へ
細粒化する．一方，断層活動の静穏期には，堆積盆の沈
降速度は減少し，後背地からの土砂の多くが海底扇状地
へ供給されることで，海底扇状地が前進し，主部相の岩
相は上方へ粗粒化する．従って，地質図に見られる周期
的な岩相変化の繰り返しは，堆積盆を形成した断層活動
の影響を受けて形成された可能性がある．
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本報告では，白亜紀に低温高圧型変成作用により生じ
た西南日本外帯に分布する変成岩を三波川コンプレック
スとして扱う．三波川コンプレックスは，従来の三波川
変成コンプレックスと同等であり，地理的名称につづく
階層を示す単元用語から形容詞句である “ 変成 ” を省略
したものに相当する．省略した理由は，（1）形容詞修飾
語句の使用は，公式岩相層序単元の命名では最小限に抑
えなければならないこと（日本地質学会編，2001），（2）
三波川という地理的名称により，変成岩からなる地質単
元であることがわかるため，わざわざ形容詞修飾語句を
付する必要性がないこと，である．本報告では，IUGS 
Subcommission on Quaternary Stratigraphy（2020）と North 
American Commission on Stratigraphic Nomenclature（2005）
に従い，地層累重の法則に従わない地質体（Lithodemic 
unit）の公式地質単元である「コンプレックス」を採用し．
その階層を岩相層序単元（Lithostratigraphic unit）の「層
群」相当とした．上述の文献には「コンプレックス」を
細分する公式地質単元は定義されていないため，本報告
ではコンプレックスの下位に非公式な単元として「ユ
ニット」を設定し，岩相層序単元の「層」に対比した．

5. 1　研 究 史

本地域の三波川コンプレックスの調査研究は，山上
（1899）の 20 万分の 1 地質図幅「丸亀」に始まる．三波
川コンプレックスは，水成岩類の結晶片岩系とされ，紅
れん石片岩，石墨絹雲母片岩，緑泥石片岩からなると記
載されている．その後，本地域を含む吉野川流域の三波
川コンプレックスの原岩層序が小島（1951）により構築
された．三波川コンプレックスは，下位から厚い砂質片
岩を主とし礫質片岩と泥質片岩を伴う大

おお

歩
ぼ け

危層，泥質片
岩を主とし苦鉄質片岩を伴う川口層，砂質片岩を主とし
少量の苦鉄質片岩と泥質片岩を伴う小

こ ぼ け

歩危層，苦鉄質片
岩と泥質片岩からなり珪質片岩を伴う三

み な わ

縄層，珪質片岩・
泥質片岩・砂質片岩・苦鉄質片岩からなり石灰質片岩の
小レンズを挟む上部層群に区分され，これらをまとめて
吉野川層群とされた．上部層群は，後に大

おおじょういん

生院層と命名
される（小島ほか，1956）（第 5. 1 図）．

1970 年代に入ると，本地域を含む三波川コンプレッ 
クスの変成分帯がなされ，苦鉄質変成火山岩の鉱物組合
せに基づき，Ⅰ’ 帯（南大歩危），Ⅰ帯（中央大歩危），
Ⅱ帯（北大歩危）の 3 帯に分帯された（Ernst et al.，1970）． 

Ⅰ’ 帯は火成作用で生じたチタンオージャイトが残留し
ており，パンペリー石とローソン石の出現で特徴付けら
れる．Ⅰ’ 帯は，三波川コンプレックスの御荷鉾ユニッ
ト（御荷鉾緑色岩類）から赤

あか

良
ら ぎ

木ユニット（遠藤・横山，
2019）に相当する．原岩層序との対応では，Ⅰ帯は，小
島（1951）の大歩危層から三縄層下部に相当する．Ⅰ帯
は，緑泥石，緑れん石，淡緑色アクチノ閃石，アルバイ
ト，チタン石と一部にスチルプノメレンやパンペリー石
を伴う．Ⅱ帯は三縄層の見かけ上部に相当する．この帯
では，アルバイトの斑状変晶が形成され，苦鉄質片岩は，
緑泥石，緑れん石，アルバイト，緑色もしくは青緑色角
閃石，チタン石からなり，白色雲母や方解石を伴う場合
があるとされた．

塩田（1976）及び塩田（1981）は，本地域の三波川コン
プレックスの詳細な構造地質学的・岩石学的研究を行い， 
2 つの構造ユニットを識別した（第 5. 2 図）．1 つは北側
に分布する辻ナップで，その下底部に井

いのうち

内剪断帯を伴
う．辻ナップは大規模な横臥褶曲の発達で特徴付けられ
るとして，これを辻横臥背斜帯と呼称している．井内剪
断帯の内部はレンズ状の岩体が発達する．また，蛇紋岩
が多産するとして，井内剪断帯を構造性メランジュとし
ている．もう 1 つの構造ユニットは，辻ナップと井内剪
断帯の下位に位置する南部単斜構造帯である．南部単斜
構造帯は，北へ緩く傾斜する層理とこれに平行な片理の
発達で特徴付けられる．塩田（1981）は，上記の構造区
分を行うとともに，本地域の岩相層序区分も行っている．
南部単斜構造帯を，下位から上位へ，主に泥質片岩から
なる川口層，主に砂質片岩からなる小歩危層，主に泥質
片岩からなる三縄層下部層，主に苦鉄質片岩からなる三
縄層主部層に区分した．ただし，川口層は，池田地域の
南方に分布する．井内剪断帯は構造性メランジュである
として，岩相層序区分を行っていない．井内剪断帯の構
造的上位の辻ナップは，辻横臥背斜の内側を構成する主
に泥質片岩からなる美

み の だ

濃田層，辻横臥背斜の外側を構成
する主に苦鉄質片岩からなる加茂層に区分した．塩田

（1981）は，本地域の変形時相区分も行い，以下の 4 つ
の時相を識別した．すなわち，1）層面片理の形成に関
連した先長浜時相，2）辻ナップの形成に関与した大

お お ず

洲
時相，3）緩やかな正立褶曲の形成と関連する肱

ひじかわ

川時相，
4）キンクや 断層の形成と関連する後肱川時相である．
さらに，塩田（1981）は，泥質片岩の鉱物組合せを用い
て，変成分帯を行っている．泥質片岩においてざくろ石

第 5 章　三波川コンプレックス

（宮崎一博・長田充弘）
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が出現しない緑泥石帯と，ざくろ石が出現するざくろ石
帯に分帯した．両者の境界は，南方単斜構造帯の北縁に
位置する．辻ナップは，ざくろ石帯に属し，辻ナップの
変成作用は 2 つの時相に分けられるとしている．最初の
時相の変成作用は黒雲母の形成に対応し，2 つ目の時相
の変成作用はざくろ石の出現で特徴付けられる．最初の
時相の変成作用は先長浜時相の初期の変形作用の時期に
起こり，2 つ目の時相の変成作用は，先長浜時相の後期
と大洲時相の初期に起きたとした．塩田（1985）により，
本地域で行われた構造ユニット区分が，より東方の
三
み か も

加茂 – 本地域にも適応された．Hara et al.（1992）によ
り，塩田（1981）及び塩田（1985）の構造ユニット区分と
の比較検討がなされ，辻ナップの下部が猿田ユニット，
上部が辻ユニットに，南部単斜構造帯の上部が冬の瀬
ナップ，中部が沢

そ う が う ち

ケ内ナップに，下部が大歩危ナップ 
Ⅱと大歩危ナップⅡにそれぞれ対比されている（第 5. 2
図）．

Nagata et al.（2019）は，詳細な地質調査により本地域
の岩相層序区分を再構築し，三波川コンプレックスの原
岩岩相が海洋プレート層序の玄武岩，チャート，砂岩・
泥岩の砕屑岩からなり，これらが主片理形成時のタイト
な褶曲により折りたたまれて分布している地質構造を明
らかにした．再構築した岩相層序に基づき，構造的上位
で主に苦鉄質片岩と泥質片岩からなり珪質片岩を伴う三
縄ユニット，構造的下位で主に砂質片岩からなる小歩危

ユニットに区分した（第 5. 1 図，第 5. 2 図）．三縄ユニッ
トの上部は玄武岩を原岩とする苦鉄質片岩からなり，そ
の下位にチャートを原岩とする珪質片岩，さらにその下
位に泥岩及び砂岩を原岩とする泥質片岩及び砂質片岩が
積み重なる逆転した海洋プレート層序を復元した．この
層序区分に従い，各層準から泥質片岩を採取し，同一試
料に含まれるジルコン及びフェンジャイトの年代測定を
行った．三縄ユニットの海溝充填堆積物の堆積年代を 
92 ～ 81 Ma，剪断変形を伴う変成作用の年代をざくろ
石帯で 74 ～ 72 Ma，緑泥石帯で 65 Ma とし，小歩危ユ
ニットの海溝充填堆積物の堆積年代を 76 ～ 74 Ma，剪
断変形を伴う変成作用の終了時期を 64 ～ 62 Ma とした．
これらの結果から，本地域の三波川コンプレックスの形
成が，沈み込み帯深部で約 3,000 万年継続した可能性が
あることを明らかにした．

5. 2　概　要

四国中央部において中央構造線と清水構造線に挟まれ
た領域に分布する三波川コンプレックスは，従来の三波
川帯の変成岩，三波川変成岩類，三波川結晶片岩，吉野
川層群に相当する．この領域に分布する三波川コンプ
レックスは，原岩岩相を基にした区分（小島・光野，
1966；剣山研究グループ，1984；Nagata et al.，2019），原
岩岩相に変形変成履歴を加味した区分（青矢ほか，

第 5. 1 図　四国中央部中央構造線と清水構造線に挟まれた領域に分布する三波川コンプレックスのユニット区分
（a）位置図．（b）四国中央部中央構造線と清水構造線に挟まれた領域に分布するコンプレックスのユニット区分．ただし，
分布面積が著しく狭いイタノユニットは除外した．（c）各ユニット区分の対比．Ⅰ：本地域のユニット区分（Nagata et al.，2019
を改変），ただし広域的位置づけが確定していない本図幅のイタノユニットは除外した，Ⅱ：青矢ほか（2013），Ⅲ：Hara et 
al. （1992），Ⅳ：Takasu and Dallmeyer（1990），Ⅴ：Aoki et al.（2011）．
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2013），変形・変成履歴に主眼を置いた区分（Hara et al.，
1990），構造区分とアルゴン – アルゴン年代に主眼を置
いた区分（Takasu and Dallmeyer，1990），そして砕屑性ジ
ルコン年代に重点を置いた区分（青木ほか，2010；Aoki 
et al.，2011）などがなされている（第 5. 1 図）．それぞれ
のユニット区分は異なる基準を用いているため，相互に
対比することは困難だが，多くの区分において，砂質片
岩が卓越する見かけ下位のユニットをその上位と区別す
る点は共通している．岩相層序区分に重点を置いた小島・
光野（1966）や Nagata et al.（2019）の三縄ユニット（三縄
層）と小歩危ユニット（小歩危層・川口層・大歩危層），
複合的な要素を加味して区分された青矢ほか（2013）の
白滝ユニットと中七番ユニット，変成変形履歴に重点を
置いた Hara et al.（1990）の猿田ナップⅡ～沢ケ内ユニッ
トと大歩危ユニットⅡ・大歩危ユニットⅠなどである（第
5. 1 図）．一方，三波川変成帯と四万十変成帯の区分は，
前者の原岩年代が前期白亜紀，後者の原岩年代が後期白
亜紀とした基準で行われている．しかしながら，近年，
青木ほか（2010）により四国中央部において前期白亜紀
三波川変成帯とされた部分から，後期白亜紀の砕屑性ジ
ルコン含む試料が多く報告されている．すなわち，後期
白亜紀の海溝充填堆積物を原岩とする変成岩が，三波川
コンプレックスの大部分を占めることが分かってきた

（Endo et al.，2018；Nagata et al.，2019）．本報告では，岩

相層序区分に基づく小島（1951），小島・光野（1966），
剣山研究グループ（1984）を踏襲し，岩相層序を再構築
した Nagata et al.（2019）の層序区分を採用する．ただし，
吉野川沿いに孤立して分布するイタノユニットを新設し
た．イタノユニットの詳細は後述する．小規模に分布す
るイタノユニットを除くと，本地域には，小歩危ユニッ
トと三縄ユニットが分布する（第 5. 1 図）．本地域東隣
の「観音寺」地域（野田ほか，2017b）では，本報告の三
縄ユニットに相当する地層に対して，白滝ユニットの名
称が使用されている．本地域に限定した場合，三縄ユ
ニットは白滝ユニットと同一ユニットと考えて良い．本
地域は小島（1951）による三縄層及び小歩危層の模式地
を含む．また，三縄層及び小歩危層は岩相層序単元名と
して定着している．そのため，本報告では三波川コンプ
レックスの下の階層の地質単元名として三縄ユニット及
び小歩危ユニットを使用する．三縄ユニットを三縄層と
同一とした場合，白滝ユニットと三縄ユニットの同一性
は，「観音寺」地域のさらに西方に位置する「新居浜」
地域では成り立たなくなる．「新居浜」地域では，青矢
ほか（2013）が識別した別子エクロジャイト相ユニット
が三縄層に含まれてしまうためである．従って，「新居
浜」地域においては，三縄ユニットの再定義が必要にな
る．また，青矢ほか（2013）において白滝ユニットに組
み入れられた「新居浜」地域に分布する大生院ユニット

第 5. 2 図　本地域の三波川コンプレックスの岩相層序と構造区分
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（大生院層）についても再評価が必要である．
本地域に分布する三波川コンプレックスを，見かけの

下位から上位へ，小歩危ユニット，三縄ユニットに区分
した（第 5. 2 図）．さらに，吉野川沿いに孤立して分布
するイタノユニットを新設した．小歩危ユニットは砂質
片岩を主体とする地層であり，三縄ユニットは泥質片岩
と苦鉄質片岩が優勢である．イタノユニットは粗粒なア
ルバイト斑状変晶を生じている苦鉄質片岩と泥質片岩の
繰り返しからなる．本報告の三縄ユニットは，小島・光
野（1966）の三縄層の下部と主部を合わせたもの，塩田

（1981）の三縄層，美濃田層，加茂層を合わせたものに
相当する．塩田（1981）では，小島・光野（1966）の三縄
層を，井内剪断帯を挟んで南側に分布する三縄層下部と
主部，北側に分布する美濃田層と加茂層に区分している．
しかしながら，本報告では，井内剪断帯を，転倒シン
フォーム・転倒アンチフォームが発達する地帯と考え，
その北側も南側も同じ層準の地層が繰り返して分布して
いると判断した．従って，美濃田層と加茂層は，小島・
光野（1966）の三縄層上部ではなく，三縄層下部及び主
部に対比し，本報告の三縄ユニットに対比した．イタノ
ユニットは，塩田（1981）のイタノ層に相当する．

本地域では岩相層序区分以外にも，塩田（1981）によ
る構造区分，及び Hara et al.（1992）による変形変成履歴
を加味した構造区分がなされている．岩相層序区分と構
造区分を一対一で対比させることは困難である．以下で
は，岩相層序区分の各ユニットの分布域ごとに，構造区
分との関係を述べる．本報告の三縄ユニットの南部は，
塩田（1981）の南部単斜構造帯に，その北側の南フェル
ゲンツの転倒アンチフォーム・転倒シンフォームが発達
し，苦鉄質岩及び珪質片岩がレンズ化した領域が井内剪
断帯に，さらに北側の厚い苦鉄質片岩と見かけその下位
の泥質片岩が分布する地域が辻横臥背斜帯に相当する．
Hara et al.（1992）ではさらに細かく構造区分がなされて
いる．本報告の小歩危ユニットは，Hara et al.（1992）の
小歩危ナップⅠと小歩危ナップⅡを合わせたものにほぼ
相当する．三縄ユニットの低変成度部（後述する緑泥石
帯に相当する部分）が沢ヵ内ナップ，三縄ユニット高変
成度部（後述するざくろ石帯に相当する部分）のうち，
転倒アンチフォーム・転倒シンフォームが発達し，苦鉄
質岩及び珪質片岩がレンズ化した領域より南が冬の瀬
ナップ，そのレンズ化した領域が井内メランジュ帯，さ
らにその北側の苦鉄質片岩が卓越する部分が辻ナップ，
泥質片岩が卓越する部分とイタノユニットが猿田ユニッ
トに相当する．

本地域の三波川コンプレックスの変成岩類には片理が
発達する．変成岩類に発達する主片理 Si を形成した変
形段階 Di を基準に，変形段階を Di–1，Di，Di+1，Di+2 の 4
つに区分した．変形段階 Di–1 で形成された片理は，アル
バイト斑状変晶に包有される片理 Si–1 として認識され

る．変形段階 Di には，主片理 Si に平行な軸面を持つ褶
曲 Fi が生じている．変形段階 Di+1 には，主片理 Si を褶
曲させる軸面が水平な褶曲 Fi+1 が生じている．さらに，
変型段階 Di+2 には，主片理 Si を褶曲させる軸面が鉛直
な Fi+2 が形成されている．各変形段階の詳細は，三縄ユ
ニットの節で述べる．Di–1，Di，Di+1，Di+2 は，青矢ほか

（2013）及び Wallis（1990，1998）の Dr，Ds，Dt，Du に相当
する．Di，Di+1，Di+2 は Kojima and Suzuki（1958）や Faure

（1983）の S1，S2，S3 と呼ばれた面構造にかなりの部分
で一致する．Di–1，Di，Di+2 は，原ほか（1977）の変形時
相区分に対応した塩田（1981）の第 1 期（先長浜時相），
第 2 期（大洲時相），第 3 期（肱川時相）に相当する．

本地域の三波川コンプレックス泥質片岩の鉱物組合せ
による変成分帯を行った．泥質片岩は，石英，アルバイ
ト，フェンジャイトを主要構成鉱物として含む．これら
に加えて，泥質片岩に緑泥石を生じている帯を緑泥石帯

（c），緑泥石とざくろ石を生じている帯をざくろ石帯
（g），緑泥石，ざくろ石，及び黒雲母を生じている帯を
アルバイト黒雲母帯（a）とした．このような泥質片岩の
鉱物組合せを用いた変成分帯は，東野（1990）によって
四国中央部において広域的になされている．本地域には
出現しないが，緑泥石，ざくろ石，及び黒雲母を生じ，
アルバイトに代わりオリゴクレースが出現するオリゴク
レース黒雲母帯が，四国中央部汗見川地域及び別子地域
に出現する（東野，1990）．変成度は，緑泥石帯，ざくろ
石帯，アルバイト黒雲母帯，オリゴクレース黒雲母帯の
順に高くなる．本地域では，小歩危ユニットが緑泥石帯
に属し，三縄ユニットが緑泥石帯とざくろ石帯に属す
る．見かけの層序の下位から上位へ変成度が高くなり，
三縄ユニット下部にざくろ石アイソグラッド（ざくろ石
出現線）が定義できる．孤立して分布するイタノユニッ
トは，本地域で最も変成度が高く，アルバイト黒雲母帯
に属する．

5. 3　イタノユニット（Im, Ip）

本ユニットは，本地域南西部，吉野川の流路が南北か
ら東西に屈曲する三好市池田町イタノの吉野川右岸に小
規模に露出する．周囲を低位段丘 1 堆積物に覆われて他
の三波川コンプレックスとの関係は不明である．厚さ数 
m の苦鉄質片岩と泥質片岩が繰り返す部分がある．東西
走向で北に傾斜した主片理 Si が発達する．本ユニット
の苦鉄質片岩及び泥質片岩には，粒径 2 ～ 3 mm に達す
る粗粒なアルバイト斑状変晶が発達する（第 5. 3 図）．
苦鉄質片岩の角閃石は，塩田（1981）により化学分析が
なされている．イタノユニットで産する角閃石の組成
は，バロア閃石及びマグネシオホルンブレンドである．
泥質片岩は，主片理 Si を構成する黒雲母を含み，含ま
れるざくろ石の量も，後述する三縄ユニットざくろ石帯
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の泥質片岩に比べ多い．また，泥質片岩で認められる緑
泥石 + ざくろ石 + 黒雲母 + アルバイトの鉱物共生から，
東野（1990）のアルバイト黒雲母帯に属すると判断した．
本ユニットに産する苦鉄質片岩の記載岩石学的名称は，
緑泥石アルバイト緑れん石普通角閃石片岩，泥質片岩は
緑泥石ざくろ石アルバイト石英フェンジャイト片岩であ
る．ただし，主要変成鉱物の量比は，試料ごとに多少変
化し，それに応じて記載岩石学的名称における鉱物名の
順序は前後する場合がある．

岩石記載
緑泥石アルバイト緑れん石普通角閃石片岩

（第 5. 3 図 a．三好市池田町イタノ）
主要構成鉱物は緑泥石，緑れん石，アルバイト，ホルン
ブレンドである．少量の白色雲母，ルチル，チタン石，
炭酸塩鉱物，不透明鉱物を伴う．ホルンブレンド，緑泥石，
白色雲母の形態定向配列による主片理 Si の発達が顕著で
ある．径数 mm のアルバイト斑状変晶内部には，緑れん
石及びホルンブレンドの形態定向配列による Si–1 片理が残
存している（第 5. 3 図 a）．少量含まれる白色雲母も，ホル
ンブレンドや緑泥石と共に片理 Si を形成している．ホル
ンブレンドは，長軸数 mm，短軸数 100 μm の柱状結晶で
ある．二軸性負号で大きな光軸角を有する．オープンニ
コルで，淡青緑色・淡緑色・無色の多色性を示し，Z 軸色
は淡青緑色である．緑泥石はオープンニコルで淡緑色か
ら無色の多色性を示す．ルチルは常にチタン石に包有さ
れる．

緑泥石ざくろ石アルバイト石英フェンジャイト片岩
（第 5. 3 図 b．三好市池田町イタノ）

主要構成鉱物は緑泥石，ざくろ石，石英，アルバイト，フェ

ンジャイトである．少量のホルンブレンド，緑れん石，
ルチル，チタン石，炭質物，アパタイト，電気石，ジル
コン，不透明鉱物を含む．フェンジャイト，緑泥石， 黒雲
母の形態定向配列による主片理 Si の発達が顕著である．
径数 m のアルバイト斑状変晶が発達する．アルバイト斑
状変晶内には微細な炭質物の配列で識別できる Si–1 片理が
識別できる．ざくろ石は径 0.5 mm 程度の自形結晶として，
基質中及びアルバイト斑状変晶内部に産する．黒雲母は，
オープンニコルで淡黄色から褐色の多色性を示す．ホル
ンブレンドは，オープンニコルで淡青緑色・淡緑色・無
色の多色性を示し，Z 軸色は淡青緑色である．ルチルは基
質及びアルバイト斑状変晶中に単独で存在するが，一部
チタン石に包有されるものも存在する．

5. 4　三縄ユニット

三縄ユニットは，本地域に分布する三波川コンプレッ
クスの大半を占める．本地域南西端の三好市池田町馬

う ま じ

路
から南東端の三好郡東みよし町毛

け た

田にかけて東西方向に
連続して分布する．北縁は，南西部では東西に流れる吉
野川支流の馬路川付近，吉野川が南北から東西に流路を
変える池田町イタノから東は，吉野川付近がそれぞれ分
布の北縁となる．三波川コンプレックスの北縁を画する
中央構造線が馬路川の北を通り，池田町イタノから同町
マチまでは吉野川右岸を，それより東では吉野川左岸沿
いにほぼ東西走向で連続する．本地域内では，池田町イ
タノ付近にイタノユニットが存在する以外は，地表に露
出する三波川コンプレックスの北限はすべて三縄ユニッ
トが分布している．三縄ユニットの北縁は，多くの場所
で中央構造線を介して和泉層群と接すると予想される
が，第四系に覆われて断層露頭は限られている（詳細は

第 5. 3 図　イタノユニット苦鉄質片岩及び泥質片岩の薄片写真
（a）緑泥石アルバイト緑れん石普通角閃石片岩（三好市池田町イタノ）．（b）緑泥石ざくろ石アルバイト石英フェンジャイ
ト片岩（三好市池田町イタノ）．hb：ホルンブレンド；ep：緑れん石；chl：緑れん石；ab：アルバイト；wm：白色雲母；
grt：ざくろ石；bt：黒雲母；Si：主片理；Si–1：主片理以前に形成されていた片理．
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第 9 章を参照）．三縄ユニットの南縁は後述するように
主片理 Si に平行なユニット境界で小歩危ユニットと接
する．

本ユニットは苦鉄質片岩，珪質片岩，泥質片岩，及び
砂質片岩からなり，ごくまれに小規模な蛇紋岩レンズが
挟まる．苦鉄質片岩，珪質片岩，泥質片岩，砂質片岩の
各岩相境界は主片理 Si と平行であることが多い．しか
しながら，褶曲 Fi のヒンジ部では両者は斜交する．蛇
紋岩を除く各岩相の相互の関係は，井川町里

さとがわ

川東の谷沿
いで観察できる（第 5. 4 図）．この谷沿いの苦鉄質片岩，
珪質片岩，泥質片岩の連続露頭では，青緑色苦鉄質片岩
の見かけ上位に淡緑色の珪質片岩が重なる（第 5. 5 図）．
青緑色苦鉄質片岩と淡緑色珪質片岩の境界部付近の苦鉄
質片岩は緑泥石を多く含み暗緑色となっている．淡緑色
珪質片岩の見かけ上位は黒色の珪質片岩が重なり，さら
にその上位に再び淡緑色の珪質片岩が重なる．さらにそ
の上位に銀灰色の珪質な泥質片岩が重なる（第 5. 5 図）．

これら片岩の原岩は，苦鉄質片岩が玄武岩，珪質片岩が
チャート，珪質な泥質片岩が珪質泥岩であり，もともと
海洋プレート層序を有していたと推定される．前述の谷
沿いの露頭での各岩相境界は，片岩に発達する主片理 Si

に平行である．
概要で述べたように，本地域の三波川コンプレックス

の変成岩には，主変形 Di によって主片理 Si が形成され
ている．この主片理 Si を形成した変形 Di を基準に，変
形 Di による褶曲 Fi によって曲げられる片理 Si–1 を形成
した段階を変形 Di–1，主片理 Si を曲げる水平に近い軸面
を有する褶曲 Fi+1 を形成した段階を変形 Di+1，さらに主
片理 Si を曲げる直立に近い軸面を持った褶曲 Fi+2 を変
形 Di+2 として区分した（第 5. 6 図）．変形 Di の主片理 Si

形成には，角閃石，アルバイト斑状変晶，及び石英レン
ズの形態定向配列による東西引き延ばし線構造も形成さ
れている．本地域での褶曲 Fi+1 は，後述する地質断面図
でその存在が推定された．褶曲 Fi+2 は露頭スケールで観

第 5. 4 図　井川町里川東付近の三波川コンプレックス三縄ユニットのルートマップ
Mm：三縄ユニット苦鉄質片岩；Mp：三縄ユニット泥質片岩；Mq：三縄ユニット珪質片岩；
Ms：三縄ユニット砂質片岩；A1：転倒アンチフォーム A1；S1：転倒シンフォーム S1．一点
鎖線は転倒シンフォーム軸面のトレース，二点鎖線は転倒アンチフォーム軸面のトレース．
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第 5. 5 図　三縄ユニットの苦鉄質片岩，珪質片岩，泥質片岩の露頭写真
井川町里川東．位置は，第 5. 4 図を参照．

第 5. 6 図　 三波川コンプレックスの変形段階の概要と変
形構造の模式図及び三縄ユニットに見られる
褶曲 Fi

（a）池田地域三波川コンプレックスの変形段
階 Di–1，Di，Di+1，Di+2 の概要と変形構造 Si–1，
Si，Fi，Fi+1，Fi+2 の模式図．（b）三縄ユニッ
ト泥質片岩に見られる褶曲 Fi．Si：主片理；
Si–1：主片理以前に形成されていた片理．Fi：
褶曲 Fi の軸面のトレース．qt：分泌石英脈．
東みよし町柿佐古．
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察される．変形 Di+1 と変形 Di+2 の変形段階の前後関係は
本地域では不明だが，概要で述べたようにそれぞれ，青
矢ほか（2013）及び Wallis（1990，1998）の変形 Dt 及び変
形 Du に対比可能であることから，Di+1 の後に Di+2 の変
形が起きたと推定した．

三縄ユニットにおける変形 Di–1 と変形 Di の変形段階
の前後関係は，露頭において認識できる（第 5. 6 図）．
この露頭では，褶曲 Fi とこれにより曲げられる片理 Si–1

が認識できる．主片理 Si 形成以前に形成された分泌石
英脈は，主片理 Si より前に形成された片理 Si–1 に平行で
あり，分泌石英脈は褶曲 Fi により曲げられている．こ
のような露頭規模の褶曲 Fi に加えて，地質図スケール
の褶曲 Fi も認定できる．前述の井川町里川東周辺の苦
鉄質片岩の分布（第 5. 4 図）より，この付近を東西に走
る転倒アンチフォーム A1（第 5. 4 図，第 5. 7 図 a；第 5. 7
図 b の f–f’ 断面及び g–g’ 断面）の存在を推定した．この
付近では，里川西から続く苦鉄質片岩が分布高度をいっ
たん下げた後，分布高度を上げ，綱

つなつきやま

付山山頂を経て，尾
根伝いに南側へ続く．この苦鉄質片岩の分布は，里川東
で再び分布高度を下げ，谷沿いに分布し，さらに西方へ
分布高度を上げなら連続する（第 5. 4 図）．すなわち，
想定した転倒アンチフォーム A1 により，綱付山周辺の
苦鉄質片岩は尾根伝いに南側へ連続し，五

ご の

ノ丸
まるやま

山から連
続する苦鉄質片岩につながる．里川東の谷沿いには，想
定される転倒アンチフォーム軸に対して対称的に，南か
ら北へ苦鉄質片岩，薄い珪質片岩，泥質片岩，薄い珪質
片岩，苦鉄質片岩が分布しており（第 5. 4 図），このこ
とも転倒アンチフォーム A1 の存在を裏付けている．里
川東周辺のルートマップ（第 5. 4 図）より，苦鉄質片岩
とその見かけ下位の珪質片岩及び泥質片岩との岩相境界
は，東側の尾根に近い部分では主片理と大きく斜交する．
主片理 Si 形成以前は，苦鉄質片岩と見かけ下位の珪質
片岩及び泥質片岩の岩相境界は，片理 Si–1 に平行であり，
褶曲 Fi によって岩相境界が曲げられたと解釈した．里
川東周辺の谷沿いでの原岩岩相境界は主片理 Si とほぼ
平行であるが，これは変形 Di が強く進行した褶曲 Fi の
翼部が現れているためと考えられる．

転倒アンチフォーム A1 は，本地域西端から，天神山，
五ノ丸山北，綱付山南，黒

くろ

長
は ぜ

谷，柿
かき

佐
さ こ

古北を通り，本地
域東端まで連続する（第 5. 7 図 a）．転倒アンチフォーム
A1 の北翼には，三縄ユニットの比較的厚い苦鉄質片岩
が分布する．この苦鉄質片岩の露出を池田町西方の吉野
川屈曲点から東方に追跡すると，既に述べたように，綱
付山付近で南側に分布する苦鉄質片岩と連続する．南側
に分布する苦鉄質片岩を西方へ追跡すると五ノ丸山を通
過し，吉野川左岸付近まで連続する．池田町西方の吉野
川屈曲点の南で 2 列に分かれて分布する苦鉄質片岩は，
褶曲 Fi による繰り返しだと推定した．同様の繰り返し
は転倒アンチフォーム A1 の東方延長でも認められる．

転倒アンチフォーム A1 の北側と南側には，複数の転倒
シンフォームと転倒アンチフォームが併走する．これら
のうち主要なものが，北側に分布する転倒シンフォーム 
S2 と転倒アンチフォーム A2，及び南側に分布する転倒
シンフォーム S1 である（第 5. 7 図 a）．また，S1 の南に
小規模なシンフォームを伴い，S1 に雁行する主要な転
倒シンフォームを北から南へ S1’，S1’’ とする．これら
により本地域の三波川コンプレックスの片岩類は同一岩
相が繰り返す（第 5. 7 図 b）．同様の地質図スケールの折
りたたまれた地層は本地域に多数存在する．小規模な転
倒アンチフォーム・転倒シンフォームが発達する池田町
みなわ付近や井川町井

い

内
うち

北方では，苦鉄質片岩や珪質片
岩のレンズ状小岩体が認められ，これらの地域は塩田

（1981）の井内剪断帯に相当する．褶曲 Fi が重複するこ
とで地層のレンズ状化が起きた可能性がある．三縄ユ
ニットにおけるこのような繰り返しを元に戻すと，本ユ
ニットの岩相層序は，見かけ最上位の苦鉄質片岩，多く
の場合その下位に薄い珪質片岩が認められ，さらにその
下位に泥質片岩を主体とする層から構成される岩相層序
が構築できる．この岩相層序は，逆転した海洋プレート
層序に類似する．三縄ユニットの層厚は，褶曲の影響を
取り除くと最も厚いところで 1,400 m 以上と見積もられ
る．苦鉄質片岩を主体とする三縄ユニット上部の層厚は，
厚いところで 400 m 以上である．本地域内では，泥質片
岩を主体とする三縄ユニット下部の層厚は，最も厚いと
ころで 1,000 m 程度である．

三縄ユニットの地質断面図（第 5. 7 図 b）に示したよう
に，褶曲 Fi である転倒アンチフォーム・転倒シンフォー
ムの褶曲軸を曲げるほぼ水平な褶曲軸を持つ開いた褶曲
の存在が推定される（第 5. 7 図 b の f，g，l，o，p 断面で，
褶曲 Fi の軸面を曲げるほぼ水平な軸面を持った褶曲）．
本報告では，この褶曲を Fi+1 とした．褶曲の姿勢及び形
態より，褶曲 Fi+1 は，青矢ほか（2013）及び Wallis（1990，
1998）の変形 Dt に形成された褶曲に対比でき，後述する
後述する褶曲 Fi+2 より前の変形により形成された推定し
た．

三縄ユニットの変成度は，見かけ下位から上位へ高く
なる．変成度の増加は，泥質片岩の鉱物組合せの変化に
現れる．本地域では，泥質片岩の鉱物組合せを用いて，
低変成度の緑泥石帯と高変成度のざくろ石帯に分帯でき
る（第 5. 8 図）．緑泥石帯とざくろ石帯の境界に，泥質
片岩におけるざくろ石アイソグラッド（ざくろ石出現線）
が定義できる．本報告におけるざくろ石アイソグラッド
の認定には，泥質片岩でのざくろ石の出現に加え，肉眼
で確認できるアルバイト斑状変晶の出現を補助的に用い
た．泥質片岩が卓越する三縄ユニット下部内に，緑泥石
帯とざくろ石帯の境界をなすざくろ石アイソグラッドが
存在する．三縄ユニットの変成鉱物の粒度は，見かけ下
位の小歩危ユニットから見かけ上位へ向けて粗粒化 



− 79 −

第
5.

7
図

　
三

波
川

コ
ン

プ
レ

ッ
ク

ス
の

地
質

図
と

三
縄

ユ
ニ

ッ
ト

に
発

達
す

る
褶

曲
F i

に
よ

る
転

倒
ア

ン
チ

フ
ォ

ー
ム

・
転

倒
シ

ン
フ

ォ
ー

ム
（

a）
池

田
地

域
三

波
川

コ
ン

プ
レ

ッ
ク

ス
の

地
質

図
．

A
1，

A
2：

褶
曲

F i
に

よ
る

主
要

な
転

倒
ア

ン
チ

フ
ォ

ー
ム

軸
面

の
ト

レ
ー

ス
；

S 1
，S

1’ ，
S 1

’’ （
S 1

’ ，
S 1

’’
は

S 1
の

南
側

に
小

規
模

な
転

倒
シ

ン
フ

ォ
ー

ム
を

介
し

て
雁

行
配

列
す

る
主

要
な

転
倒

ア
ン

チ
フ

ォ
ー

ム
），

S 2
，S

2’ （
S 2

’ は
S 2

の
西

方
延

長
と

推
定

さ
れ

る
主

要
な

転
倒

シ
ン

フ
ォ

ー
ム

）：
褶

曲
F i

に
よ

る
主

要
な

転
倒

シ
ン

フ
ォ

ー
ム

軸
面

の
ト

レ
ー

ス
．



− 80 −

第
5.

7
図

　
三

波
川

コ
ン

プ
レ

ッ
ク

ス
の

地
質

図
と

三
縄

ユ
ニ

ッ
ト

に
発

達
す

る
褶

曲
F i

に
よ

る
転

倒
ア

ン
チ

フ
ォ

ー
ム

・
転

倒
シ

ン
フ

ォ
ー

ム
　（

続
き

）
（

b）
池

田
地

域
三

波
川

コ
ン

プ
レ

ッ
ク

ス
の

地
質

断
面

図
．

断
面

図
の

位
置

は
（

a）
の

地
質

図
に

示
し

た
．

褶
曲

F i
に

よ
る

主
要

な
転

倒
ア

ン
チ

フ
ォ

ー
ム

と
転

倒
シ

ン
フ

ォ
ー

ム
の

ト
レ

ー
ス

も
示

し
て

い
る

．
実

線
は

，
岩

相
境

界
，

破
線

は
主

片
理

S i
の

断
面

図
で

の
ト

レ
ー

ス
を

示
す

．
断

面
図

の
縦

横
比

は
1

対
1．



− 81 −

第
5.

7
図

　（
続

き
）



− 82 −

第
5.

8
図

　
本

地
域

の
三

波
川

コ
ン

プ
レ

ッ
ク

ス
の

変
成

分
帯

と
泥

質
片

岩
，

苦
鉄

質
片

岩
，

珪
質

片
岩

の
変

成
鉱

物
の

分
布



− 83 −

する．特に，アルバイト斑状変晶の粒径は，ざくろ石ア
イソグラッド付近で急激に増大する．ざくろ石アイソグ
ラッドより高変成度側では，泥質片岩及び苦鉄質片岩の
両方において，肉眼で容易に識別できる粒径 1 mm ほど
のアルバイト斑状変晶が発達する．ざくろ石アイソグ
ラッドより低変成度側の苦鉄質片岩は，淡緑色あるいは
青緑色の色調を呈するものが多いが，ざくろ石アイソグ
ラッドより高変成度側では徐々に苦鉄質片岩の色調が濃
くなる傾向がある．

5. 4. 1　苦鉄質片岩（Mm）
三縄ユニット下部の緑泥石帯では，苦鉄質片岩は希に

しか認められない．地質図には示していないが，三好市
池田町三縄付近で厚さ数 m 程度の淡緑色苦鉄質片岩が
確認できる．緑泥石帯の苦鉄質片岩には，肉眼で確認で
きるアルバイト斑状変晶は発達しない．ざくろ石帯に入
ると，アルバイト斑状変晶が発達した苦鉄質片岩が認め
られる．三縄ユニット上部の厚い苦鉄質片岩は，三好市
馬路から東方へ綱付山を通り，本地域東端の東みよし町
東方を経て，さらに東方へ連続する（第 5. 7 図 a）．前述
したように主片理 Si に平行な軸面を持つ褶曲 Fi の転倒
アンチフォーム・転倒シンフォームによりこの苦鉄質片
岩は折りたたまれており，同一層準のものが繰り返し出
現する．池田町みなわ東方から五ノ丸山を経て井川町井
内北方に分布する苦鉄質片岩は，転倒アンチフォーム
A1・転倒シンフォーム S1 により折り返したと判断した

（第 5. 7 図 b の断面図 c–c’ から g–g’）．また，転倒アン
チフォーム A1 と転倒シンフォーム S1’ によって折り返
された苦鉄質片が，井川町井内北方から東方に連続し

（第 5. 7 図 b の断面図 h–h’ から l–l’），さらにその東方の
東みよし町黒長谷付近から柿佐古にかけては転倒アンチ
フォーム A1 と転倒シンフォーム S1” によりに折り返さ
れた苦鉄質片岩が分布する（第 5. 7 図 b の断面図 m–m’
から q–q’）．転倒シンフォーム S1’’ の南側にはさらにい
くつかの転倒シンフォーム・転倒アンチフォームの存在
が推定され，苦鉄質片岩が 2 列ほど存在する（第 5. 7 図 a, 
b）．

前述したように，変形 Di の変形量が大きいと推定さ
れる褶曲 Fi の翼部に当たる部分では，苦鉄質片岩と珪
質片岩との岩相境界は，主片理 Si に平行である（第 5. 5
図）．これ以外にも，淡緑色苦鉄質片岩が，黒色泥質片
岩と直接接する場合がある（第 5. 9 図）．この場合，境
界付近の苦鉄質片岩は，緑泥石に富み，濃緑色を呈す．
岩相境界に平行な主片理 Si が強く発達する．一方，境
界に近い側の泥質片岩には石英が濃集した長軸 10 cm 以
下のレンズが多数存在する．石英濃集レンズの長軸は，
主片理 Si にほぼ平行である．

苦鉄質片岩は，主片理 Si に沿って薄く剥がれる（第
5. 10 図 a）．ざくろ石帯の苦鉄質片岩は，野外で，青緑
色，濃緑色，淡緑色を呈し，片理の発達の強弱などと合
わせて多様性がある．青緑色及び濃緑色を呈する苦鉄質
片岩は，特に片理が強く発達し，白色アルバイト斑状変
晶の発達も顕著である（第 5. 10 図 b）．アルバイト斑状
変晶が発達する苦鉄質片岩では，アルバイト斑状変晶濃
集層ができている場合がある．青緑色と淡黄色の細かな
層が数 mm 単位で繰り返す層状構造が主片理 Si と平行
にする苦鉄質片岩も存在する（第 5. 10 図 c）．このよう
な薄層は原岩に存在した葉理が強調されたものである 

第 5. 9 図　三縄ユニットの苦鉄質片岩と泥質片岩の露頭
東みよし町浪内．qtz：石英レンズ；Si：主片理．
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可能性があり，玄武岩凝灰岩を原岩とする可能性があ
る．主片理 Si と低角度で斜交する石英アルバイト脈が
観察される場合もある（第 5. 10 図 c）．また，変成鉱物
の量比が異なる薄層が存在せず，片理は発達するものの，
アルバイト斑状変晶が発達する以外は比較的均一な組織
を持つ苦鉄質片岩も存在する（第 5. 10 図 d）．このような
苦鉄質片岩の原岩は，玄武岩溶岩である可能性がある．

三縄ユニットの苦鉄質片岩には，露頭スケールの褶曲
構造が発達する．特に，主片理 Si と平行な褶曲軸面を
持つ褶曲 Fi が多く観察される（第 5. 11 図 a–c）．主片理
Si より前に形成された変成鉱物の量比が異なる縞状構造
及びにこれに平行な片理 Si–1 が褶曲 Fi により折り曲げ
られている．縞状構造は，角閃石及び緑泥石が濃集した
濃青緑色層と，緑れん石及びアルバイトが濃集した淡黄
緑色の層からなる．多くの場合，褶曲 Fi の翼部は 1 つ
のヒンジで折り返すが（第 5. 11 図 a，b），2 つのヒンジ

が存在し，箱形の形態をなす場合がある（第 5. 11 図 c）．
箱形の褶曲には，ヒンジが 1 つの褶曲 Fi もペアになっ
ている．後者の軸部の岩質は前者の軸部の岩質に比べ，
緑泥石に富み，主片理 Fi の発達がより顕著である．苦
鉄質片岩には主片理 Si を曲げる鉛直な褶曲軸面を持っ
た褶曲 Fi+2 も観察される（第 5. 11 図 d）．

苦鉄質片岩の鏡下観察を行い，変成岩記載岩石学的な
名称を決めるためには，角閃石の種類を決めることが必
要になる．しかしながら，光学的性質のみで，角閃石の
組成を決定することは難しい．本地域に産する苦鉄質片
岩中の角閃石を分析した塩田（1981）によれば，ざくろ
石帯の角閃石は，バロア閃石ないしウィンチ閃石である．
バロア閃石の存在は光学性からも確認できる．一方，藍
閃石の産出は，塩田（1981）でなされているが，分析デー
タは掲載されていない．本報告でも光学性から藍閃石，
鉄藍閃石あるいはマグネシオリーベック閃石の存在が 

第 5. 10 図　三縄ユニット苦鉄質片岩の露頭写真
（a）主片理が発達する苦鉄質片岩．井川町西井川里川東．Si：主片理．（b）主片理 Si とアルバイト斑状変晶（ab）
が発達する苦鉄質片岩．井川町綱付山西約 1 km．（c）主片理 Si とこれに平行な鉱物組成がことなる薄層が発達
する苦鉄質片岩．ab & qtz vein：石英・アルバイトからなる脈．東みよし町黒長谷．（d）片理の発達が弱い淡緑
色苦鉄質片岩．ab-rich layer：アルバイトに富む薄層．井川町井内．
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第 5. 11 図　三縄ユニット苦鉄質片岩に発達する褶曲
（a）井川町里川東．（b）東みよし町柿佐古の南方約 1 km．（c）東みよし町黒長谷南西約 2 km．（d）井川
町里川東．Si：主片理．Si–1：主片理以前に形成されていた片理．Fi：褶曲 Fi の軸面のトレース．Fi+2：褶
曲 Fi+2 の軸面のトレース．

確認できたが，EPMA による組成の決定を行っていな
い．以下では，藍閃石，鉄藍閃石及びマグネシオリーベッ
ク閃石を総称してナトリウム角閃石として記載する．ざ
くろ石帯の青緑色苦鉄質片岩の記載岩石学的名称は，ア
ルバイト緑れん石バロア閃石ナトリウム角閃石片岩もし
くはアルバイト緑れん石緑泥石バロア閃石片岩である．
青緑色苦鉄質片岩の薄層と数 mm 単位で繰り返す淡黄

色部分は，鏡下で緑れん石及びアルバイトが濃集した層
として認識される（第 5. 12 図 c）．青緑色の薄層は，ナ
トリウム角閃石が濃集した層である．緑れん石とアルバ
イトからなる薄層は，主片理 Si と平行な軸面を持つ褶
曲 Fi により曲げられており，鉱物の量比の違いによる
薄層構造が主片理形成以前から存在したことを示唆して
いる．このような薄層構造は，原岩の堆積構造を反映し
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た可能性があり，原岩が玄武岩凝灰岩であることを示唆
する．さらに，主片理 Si に平行にナトリウム角閃石が
配列していることより，変形時階 Di にもナトリウム角
閃石が安定であったことを示している．鉱物組成の違い
による薄層が顕著に発達しない苦鉄質片岩の鏡下での特
徴は，岩石記載で述べる．濃緑色苦鉄質片岩は緑泥石の
量が相対的に多い．また，淡緑色苦鉄質片岩に含まれる
角閃石は，鏡下でもオープンニコルで色の薄い角閃石か
らなる．そのような角閃石は，マグネシオホルンブレン
ドもしくはアクチノ閃石の可能性がある．ごく希にでは
あるが，鏡下において径数 mm の角閃石を交代したと
考えられる緑泥石集合体や，径数 mm の粗粒淡緑色角
閃石を含む苦鉄質片岩が認められる．後者の場合，アル
バイト斑状変晶がほとんど認められない．粗粒淡緑色角
閃石の周囲には，ナトリウム角閃石が被覆成長し，さら
にこれを被覆して青緑色角閃石が成長している（第 5. 12
図 d）．このような粗粒角閃石を含む苦鉄質片岩の原岩と
して，斑れい岩もしくは角閃石岩のような深成岩が考え
られる．

岩石記載
アルバイト緑れん石緑泥石バロア閃石ナトリウム角閃
石片岩

（第 5. 12 図 a；三好市池田町五ノ丸山西方約 3 km）
主要構成鉱物は，ナトリウム角閃石，バロア閃石，緑泥石，
緑れん石，アルバイトである．少量の不透明鉱物， チタン
石，炭酸塩鉱物を伴う．アルバイトは径 0.5 ～ 1.0 mm の
斑状変晶をなす．ナトリウム角閃石，バロア閃石，緑泥
石の形態定向配列による主片理 Si が顕著に発達する．ナ
トリウム角閃石は，紫色から青色の多色性を示し，Y = b

で Z 軸色は青色である．従って，藍閃石，鉄藍閃石，あ
るいはマグネシオリーベック閃石のいずれかに該当する．
バロア閃石は，青緑色から緑色の多色性を示し，二軸性
負号で光軸角が小さい．角閃石核部がナトリウム角閃石，
縁部がバロア閃石の累帯構造が認められる．また，バロ
ア閃石に被覆成長されないナトリウム角閃石も認められ
る．緑泥石は緑色から淡黄色の多色性を示す．緑れん石
の核部は，淡黄緑色から無色の弱い多色性がある．不透
明鉱物は透過光で赤褐色を呈す部分があり，その一部は，
赤鉄鉱である．

アルバイト緑れん石緑泥石バロア閃石片岩
（第 5. 12 図 b；三好市池田町網付山西方約 1.5 km）

主要構成鉱物は，バロア閃石，緑泥石，緑れん石，アル
バイトである．少量の不透明鉱物，チタン石，炭酸塩鉱
物を伴う．アルバイトは径 0.5 ～ 1.0 mm の斑状変晶をな
す．バロア閃石，緑泥石の形態定向配列による主片理 Si

が顕著に発達する．バロア閃石は，青緑色から青色の多
色性を示し，二軸性負号で光軸角が小さい．緑泥石は緑

色から淡黄色の多色性を示す．緑れん石は核部で淡黄緑
色から無色の弱い多色性がある．不透明鉱物は透過光で
赤褐色を呈す部分があり，赤鉄鉱も含まれる．

ざくろ石帯の苦鉄質片岩にはアルバイト斑状変晶が発
達するが，その内部に主片理 Si より前に形成された片
理 Si–1 が保存されている（第 5. 13 図 a，b）．アルバイト
斑状変晶内部には，青緑色角閃石，緑れん石，チタン石
の形態定向配列（第 5. 13 図 a），もしくは微細なチタン
石の結晶が濃集した層（第 5. 13 図 b）として片理 Si–1 が
認識される．アルバイト斑状斑晶は，片理 Si–1 形成後に
成長しているが，一部は変形により褶曲した片理 Si–1 を
包有し，かつアルバイト斑状変晶の縁部は，主片理 Si

を包有（第 5. 13 図 a）する．従って，アルバイト斑状変
晶の成長は主片理 Si 形成のある時期まで続いていたこ
とがわかる．片理 Si–1 構成する変成鉱物と主片理 Si を構
成する鉱物種に大きな違いはない．鏡下でナトリウム角
閃石及びバロア閃石と確認できた角閃石は，アルバイト
斑状変晶内部及び基質の主片理 Si を構成する角閃石と
しても存在する．従って，片理 Si–1 と主片理 Si 形成時の
変成条件に大きな違いは存在しなかったと推定される．

5. 4. 2　珪質片岩（Mq）
珪質片岩は，三縄ユニット上部の苦鉄質片岩に伴われ

て分布する．その見かけの層厚は最大でも 100 m を超え
ない．三縄ユニット上部の苦鉄質片岩と珪質片岩の岩相
境界は，主片理 Si と平行である場合が多い（第 5. 5 図）．
しかしながら，褶曲 Fi のヒンジ部では両者は斜交する．
泥質片岩が卓越する三縄ユニット下部にもごく薄い珪質
片岩が分布する．珪質片岩は石英を主成分とし，含まれ
る副成分鉱物の違いにより，色調が変化する．緑泥石を
比較的多く含む場合は，淡緑色を呈し，赤鉄鉱と紅れん
石を含む場合は淡紫色から紅色を呈する．このほかに
も，不透明鉱物を多く含み暗灰色から黒色を呈するも
の，石英以外の副成分鉱物が少なく白色から灰色を呈す
るものなどが存在する．珪質片岩では，石英の富む部分
と緑泥石やフェンジャイトなど層状珪酸塩鉱物に富む薄
層が律動的に繰り返す（第 5. 14 図 a）．層状珪酸塩鉱物
に富む薄層には主片理 Si が発達する．

珪質片岩には露頭スケールにおいて，主片理 Si と平
行な軸面を持つ褶曲 Fi が良く発達する（第 5. 14 図 b）．
主片理 Si の形成以前の片理 Si–1 は，石英に富む薄層と層
状珪酸塩鉱物に富む薄層との境界に平行な片理として認
識できる（第 5. 14 図 b）．片理 Si–1 は褶曲 Fi により曲げ
られている．珪質片岩の見かけの層厚は，このような褶
曲 Fi による折りたたみにより厚くなっており，褶曲に
よる折りたたみの効果を除くと，実際の厚さはかなり薄
くなると予想される．

鏡下における珪質片岩の観察では，フェンジャイト及
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第 5. 12 図　三縄ユニット苦鉄質片岩の薄片写真
（a）アルバイト緑れん石緑泥石バロア閃石ナトリウム角閃石片岩（三好市池田町五ノ丸山西方約 3 km）．（b）アルバイト
緑れん石緑泥石バロア閃石片岩（第 5. 12 図 b；三好市池田町網付山西方約 1.5 km）．（c）ナトリウム角閃石が濃集した青
緑色の薄層と緑れん石とアルバイトからなる薄層からなる苦鉄質片岩．主片理 Si と平行な軸面を持つ褶曲 Fi により曲げ
られている．東みよし町柿佐古南方約 1 km．（d）粗粒淡緑色角閃石を含む苦鉄質片岩．東みよし町浪内．gl：ナトリウム
角閃石；Lam：粗粒淡緑色角閃石；bga：青緑色角閃石；hmt：赤鉄鉱；chl：緑泥石；ab：アルバイト；Si：主片理；Si –1： 
主片理以前に形成されていた片理．Fi：褶曲 Fi の軸面のトレース．

第 5. 13 図　三縄ユニット苦鉄質片岩のアルバイト斑状変晶と主片理 Si と片理 Si–1

（a）三好市池田町五ノ丸山東約 500 m．（b）井川町つくだ．bga：青緑色角閃石；ab：アルバイト；
Si：主片理；Si–1：主片理以前に形成されていた片理．
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び緑泥石などの層状珪酸塩鉱物の形態定向配列により主
片理 Si が形成されている（第 5. 15 図 a，b）．淡紫色を呈
する珪質片岩（第 5. 15 図 a）では紅れん石と赤鉄鉱が認
められる．淡緑色を呈する珪質片岩（第 5. 15 図 b）では，
フェンジャイト，緑泥石，ナトリウム角閃石の形態定向
配列が認められる．珪質片岩の記載岩石学的名称は，少
量含まれる特徴的な副成分鉱物を用いて，副成分鉱物が
紅れん石及び赤鉄鉱の場合は，紅れん石赤鉄鉱含有石英
片岩，ナトリウム角閃石及びざくろ石の場合は，ナトリ
ウム角閃石ざくろ石含有石英片岩となる．

岩石記載
紅れん石赤鉄鉱含有石英片岩

（第 5. 15 図 a；三好市池田町みなわ北東約 1.3 km の林
道沿い）

主要構成鉱物は石英である．少量の紅れん石，赤鉄鉱，
フェンジャイト，アパタイト，ざくろ石を含む．紅れん石，
フェンジャイト，赤鉄鉱の形態定向配列による片理が発達
する．紅れん石は長軸が片理に平行な短柱状で，濃赤紫
色からピンク色の多色性を示す．オープンニコル下で，
赤鉄鉱は結晶端が赤色を呈する．ざくろ石はごく少量含
まれ，内部に紅れん石や赤鉄鉱の微細な結晶を包有する．

第 5. 14 図　三縄ユニット珪質片岩の露頭写真
（a）井川町里山東．（b）東みよし町浪内西約 1 km．qtz：石英に富む薄層；cl：フェンジャイト緑泥石に富む薄層．
Si：主片理；Si–1：主片理以前に形成されていた片理．Fi：褶曲 Fi の軸面のトレース．

第 5. 15 図　三縄ユニット珪質片岩の薄片写真
（a）紅れん石赤鉄鉱含有石英片岩（三好市池田町みなわ北東約 1.3 km）．（b）ナトリウム角閃石ざくろ石赤鉄鉱含有石英
片岩（池田町網付山南東約 1 km）．pi：紅れん石；qtz：石英；hmt：赤鉄鉱；phn：フェンジャイト；grt：ざくろ石；gl：
ナトリウム角閃石；chl：緑泥石．
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ナトリウム角閃石ざくろ石赤鉄鉱含有石英片岩
（第 5. 15 図 b；三好市池田町網付山南東約 1 km）

主要構成鉱物は石英である．少量のナトリウム角閃石，
ざくろ石，緑れん石，緑泥石，赤鉄鉱，フェンジャイト，
アパタイト，チタン石を含む．ナトリウム角閃石，フェ
ンジャイト，緑泥石の形態定向配列による片理が発達す
る．ナトリウム角閃石は，紫色から青色の多色性を示す．
細粒であるため，光学性の詳細を決定できていない．ざ
くろ石は，細粒の自形結晶として，フェンジャイトが濃
集した薄層に産する．赤鉄鉱は，オープンニコル下で，
結晶端が赤色を呈する．緑泥石は緑色から淡黄色の多色
性を示す．緑れん石は淡黄色から無色の非常に弱い多色
性を示す．

5. 4. 3　泥質片岩（Mp）
泥質片岩は三縄ユニット下部の主体をなす．泥質片岩

は，三好市池田町天神山南から，五ノ丸山北側を通り，
網付山南西まで連続し，転倒アンチフォーム A1 の軸部
に沿って分布している（第 5. 7 図 a；第 5. 7 図 b の断面
図 a–a’ から f–f’）．網付山南側の稜線では，見かけ上位
の三縄ユニット上部の苦鉄質片岩が露出し，三縄ユニッ
ト下部の泥質片岩の分布はいったん途切れる（第 5. 4 図，
第 5. 7 図 a；第 5. 7 図 b の断面図 g–g’）．網付山南東以
東では，見かけ下位の三縄ユニット下部の泥質片岩が再
び露出し，本地域東端の東みよし町毛田の南方以東に連
続する（第 5. 7 図 a；第 5. 7 図 b の断面図の h–h’ から q–
q’）．この泥質片岩卓の南側には，転倒シンフォーム S1

により，苦鉄質片岩が再び現れる（第 5. 7 図 a，b）．転倒
シンフォーム S1 に沿って分布する苦鉄質片岩の南側に
も，本地域西部から連続する泥質片岩が分布する．転倒
シンフォーム S1 に沿って分布する苦鉄質片岩が井川町
井内付近でいったん途切れるため，下位の泥質片岩が転
倒シンフォーム S1 北側の泥質片岩と連続する（第 5. 7 図 
a）．井川町井内以東では転倒シンフォーム S1’ に沿って
分布する苦鉄質片岩の南側に分布する泥質片岩と転倒ア
ンチフォーム A1 に沿って分布する泥質片岩の 2 列が識
別できる．転倒シンフォーム S1’ に沿った苦鉄質片岩の
分布が加

か も

茂谷
だにがわ

川上流の東みよし町加茂山上付近で途切
れ，この転倒シンフォームの南北に分かれて分布してい
た泥質片岩の分布が連続する．これは，泥質片岩の見か
け上位の苦鉄質片岩が地形との関係で分布が途切れるた
めである（第 5. 7 図 b の断面図 l–l’）．さらにその東方の
加茂谷川以東では，泥質片岩を分かつ苦鉄質片岩の分布
が転倒シンフォーム S1” にシフトする（第 5. 7 図 a；第
5. 7 図 b の断面図 p–p’ から q–q’）．吉野川沿いの三好市
池田町南西から井川町辻にかけても，転倒アンチフォー
ム A2 に沿って泥質片岩が分布する（第 5. 7 図 a；第 5. 7
図 b の断面図 d–d’ から l–l’）．転倒アンチフォーム A1 に
沿って分布する泥質片岩との間には転倒シンフォーム 

S2 及び S2’ に沿って分布する苦鉄質片岩が存在する．転
倒アンチフォーム S2 に沿って分布する泥質片岩は，転
倒アンチフォーム A1 に沿って分布する泥質片岩，及び
転倒シンフォーム S1，S1’，S1” の南側に分布する泥質片
岩と同一層準のものと判断した（第 5. 7 図 b の断面図 a–
a’ から q–q’）．

三縄ユニット下部の泥質片岩は，見かけ下位に分布す
る小歩危ユニット砂質片岩と接する．確認できた範囲で
は，両者の岩相境界は片理に平行である．本地域西部の
池田町みなわ付近では，転倒アンチフォーム A1 に沿っ
て泥質片岩が分布し，その南側の転倒シンフォーム S1

に沿う苦鉄質片岩が分布する．さらに複数の転倒アンチ
フォーム・転倒シンフォームが発達し，この領域にはレ
ンズ状の苦鉄質片岩や珪質片岩が認められる．さらに南
側では薄い砂質片岩を挟む泥質片岩が分布するようにな
り，さらにその南側で小歩危ユニットの厚い砂質片岩と
三縄ユニットの泥質片岩が接する（第 5. 16 図）．見かけ
下位の小歩危ユニットとの境界には明瞭な脆性変形によ
る破砕帯を確認できない．

三縄ユニット下部の緑泥石帯泥質片岩は，銀灰色から
黒色を呈し，主片理 Si が発達する（第 5. 17 図 a）．この
帯の泥質片岩には，主片理 Si と平行に層状珪酸塩鉱物
の量が少なく灰白色を呈する砂質の薄層や石英富む白色
で珪質な薄層が認められる．小歩危ユニットのまとまっ
た砂質片岩との岩相境界から離れるに従い，三縄ユニッ
トの見かけ上位の地層が分布するようになる．見かけ上
位へ向かい，三縄ユニット下部の泥質片岩の変成鉱物の
粒度は粗粒化する．池田町みなわ東方では，小歩危ユ
ニットとの境界から 300 ～ 400 m 北側にざくろ石アイソ
グラッドが存在し，緑泥石帯からざくろ石帯へ移化する

（第 5. 16 図）．小歩危ユニットとのユニット境界からざ
くろ石アイソグラッドまでの距離は，東に向かうにつれ
長くなり，井川町井内付近では 1 km 以上である．ざく
ろ石帯の泥質片岩にも主片理 Si が発達する（第 5. 17 図
b）．また，主片理 Si と平行な分泌石英脈や石英レンズ，
及び主片理 Si と大きく斜交する石英脈も発達する（第
5. 17 図 c）．ざくろ石アイソグラッドより高変成度のざ
くろ石帯では，肉眼で容易に認識できるアルバイトの斑
状変晶が発達する（第 5. 17 図 c）．泥質片岩中のアルバ
イト斑状変晶は，微細な炭質物を包有し黒色を呈する．
ざくろ石帯の泥質片岩の中でも，転倒シンフォーム S1

の苦鉄質片岩近傍の泥質片岩のアルバイト斑状変晶の粒
径は，他地域のものに比べてやや粗粒である．ざくろ石
帯の泥質片岩においても，石英やアルバイトを多く含む
砂質片岩の薄層が挟まる（第 5. 17 図 d）．泥質片岩の中
には，石英を多く含む珪質な薄層を律動的に挟む珪質な
部分も認められる（第 5. 17 図 e）．フェンジャイトや緑
泥石に富む泥質片岩中には，主片理 Si に平行な分泌石
英脈が発達する（第 5. 17 図 e）．転倒アンチフォーム A1
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第 5. 16 図　三好市池田町中西付近の三波川コンプレックス三縄ユニットのルートマップ
Mm：三縄ユニット苦鉄質片岩；Mp：三縄ユニット泥質片岩；Mq：三縄ユニット珪質片岩；Ks：小歩危ユニッ
ト砂質片岩；Kp：小歩危ユニット泥質片岩．A1：転倒アンチフォーム A1；S1：転倒シンフォーム S1．S2’：
転倒シンフォーム S2’．一点鎖線は転倒シンフォーム軸面のトレース，二点鎖線は転倒アンチフォーム軸面の
トレース．

の周辺から転倒シンフォーム S1，S1’，S1” の周辺にかけ
ては，特に頻繁に露頭規模の褶曲 Fi が観察される．転
倒シンフォーム S1 南側に位置する井川町井内西方の露
頭では，片理 Si–1 に平行に形成された分泌石英脈が主片
理 Si に平行な軸面を持つ褶曲 i により曲げられている

（第 5. 17 図 f）．
鏡下における観察では，緑泥石帯の泥質片岩は厚さ 1 

mm 以下の鉱物量比が異なる薄層から構成されている．
フェンジャイトや緑泥石など層状珪酸塩鉱物に富む薄層
と，アルバイトや石英に富む砂質な薄層，ほぼ石英のみ
よりなる珪質な薄層が主片理 Si と平行に発達する（第
5. 18 図 a）．ほぼ石英のみからなる薄層は薄い分泌石英
脈と考えられる．ざくろ石帯の泥質片岩では，径 1 mm
前後のアルバイト斑状変晶が普遍的に認められる（第
5. 18 図 b）．アルバイト斑状変晶内部には主片理 Si 形成
以前に形成された片理 Si–1 が包有される．片理 Si–1 は，

微細な炭質物の配列で認識される．ざくろ石帯の泥質片
岩には，自形性の良いざくろ石が出現する．ざくろ石は，
アルバイト斑状変晶内と基質の両方に認められるが，基
質中のざくろ石が丸みを帯びている場合でもアルバイト
斑状変晶中のざくろ石は自形性を保持している（第 5. 18
図 c）．主片理 Si に平行な軸面を持つ褶曲 Fi が発達する
泥質片岩を，褶曲軸に垂直になるように作成した薄片で
は，ざくろ石斑状変晶内部に緩く褶曲した Si–1 片理を包
有するものがある（第 5. 18 図 d）．ざくろ石の成長は片
理 Si–1 形成後，主片理 Si の形成初期まで続いていた可能
性がある．同じく褶曲 Fi の褶曲軸に垂直に作成した薄
片で，アルバイト斑状変晶と主片理 Si との関係を確認
した．褶曲 Fi の翼部では，主片理 Si に斜交する片理 Si–1

が観察され，アルバイト斑状変晶内部にも主片理 Si に
斜交する片理 Si–1 が確認できる（第 5. 19 図 a）．ヒンジ
部では片理 Si–1 に平行に形成された石英に富む薄層が曲
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第 5. 17 図　三縄ユニット泥質片岩の露頭写真
（a）井川町井内．（b）井川町井内西約 500 m．（c–e）井川町里山東．（f）井川町井内西約 500 m．ps: 砂質な薄層；

pel：泥質な薄層；qtz：石英に富む薄層もしくは石英脈；ab：アルバイト斑状変晶；Si：主片理；Si–1：主片理以前に
形成されていた片理．Fi：褶曲 Fi の軸面のトレース．
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げられているのが観察され，アルバイト斑状変晶内部に
も主片理 Si と高角度で斜交する片理 Si–1 が包有される

（第 5. 19 図 b）．

岩石記載
緑泥石アルバイトフェンジャイト石英片岩

（第 5. 18 図 a；井川町井内）
主要構成鉱物は，緑泥石，フェンジャイト，アルバイト，
石英である．少量の電気石，アパタイト，チタン石，緑
れん石，炭質物，ジルコン，不透明鉱物を含む．緑泥石
とフェンジャイトの形態定向配列による片理が強く発達
する．フェンジャイトと緑泥石からなる数 100 μm の薄
層，石英とアルバイトからなる 1 mm 以下の薄層，ほとん
ど石英のみからなる薄層が繰り返す縞状構造が主片理 Si

に平行に発達する．フェンジャイトは長軸 100 μm 以下，
短軸数 10 μm の板状結晶である．アルバイトは斑状変晶
を形成せず，石英とほぼ同じ約 50 μm の粒径である．

ざくろ石含有緑泥石アルバイトフェンジャイト石英片岩
（第 5. 18 図 b；井川町井内）

主要構成鉱物は，緑泥石，フェンジャイト，アルバイト，
石英である．少量のざくろ石，緑れん石，電気石，アパ
タイト，チタン石，炭質物，ジルコン，不透明鉱物を含む．
フェンジャイトと緑泥石の形態定向配列による主片理 Si

が発達する．フェンジャイトは長軸 1 mm 程度，短軸 100 

μm 程度の板状結晶である．アルバイトは径 500 μm ～ 1 

mm 程度の斑状変晶をなす．アルバイト斑状変晶内部には
微細な炭質物包有物の配列により，片理 Si–1 が識別でき
る．アルバイト斑状変晶に包有される Si–1 は，基質に発達
する主片理 Si と大きく斜交する，ざくろ石は径数 100 μm

の自形性の良い結晶として基質中に存在する．

5. 4. 4　砂質片岩（Ms）
三縄ユニットの砂質片岩は，泥質片岩を主体する三縄

ユニット下部に小規模に分布する．灰白色を呈し，泥質
片岩に比べ層状珪酸塩鉱物の量が少なく，主片理 Si の
発達が弱い（第 5. 20 図）．泥質片岩中の薄層として認め

第 5. 18 図　三縄ユニット泥質片岩の薄片写真
（a）緑泥石アルバイトフェンジャイト石英片岩（井川町井内）．（b）ざくろ石含有緑泥石アルバイトフェンジャイト
石英片岩（井川町井内西方約 500 m）．（c）三好市池田町みなわ東方約 1 km．（d）井川町つくだ南約 500 m．pc：フェ
ンジャイト・緑泥石濃集層；qtz：石英濃集層；qb：石英・アルバイト濃集層；phn：フェンジャイト；grt：ざくろ石；
ab：アルバイト；chl：緑泥石；Si：主片理；Si–1：主片理以前に形成されていた片理．
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られる場合もあるが，層厚 5 ～ 10 m の厚さで分布する
場合もある．特に，東みよし町美濃田の淵付近ではまと
まって分布する．

岩石記載
ざくろ石含有カリ長石フェンジャイトアルバイト石英片岩

（第 5. 21 図 a，b；三好市池田町みなわ東方約 1 km の
林道沿い）

主要構成鉱物は，石英，アルバイト，フェンジャイト，
カリ長石である．少量の緑れん石，ざくろ石，ジルコン，
不透明鉱物を含む．カリ長石，アルバイト，石英は径数 

100 μm 程度の丸みを帯びたポーフィロクラストが存在す
る．これらのポーフィロクラストは，もとは原岩である
砂岩に含まれていた砕屑粒子の可能性が高い．カリ長石
のポーフィロクラストは微斜長石構造を示す．フェンジャ
イトは．長軸約 300 μm，短軸約 100 μm の板状結晶で，形
態定向配列することにより主片理 Si を形成している．

5. 4. 5　蛇紋岩（Me）
レンズ状の形態をした小規模な蛇紋岩体が数地点で確

認されている．三好市池田町中西の東方，三好郡東みよ
し町浪内，及び東みよし町中谷である．いずれも三縄ユ

第 5. 19 図　三縄ユニット泥質片岩のアルバイト斑状変晶と主片理 Si と片理 Si–1

（a–b）井川町井内西方約 500 m．qtz：石英濃集層；ab：アルバイト斑状変晶；Si：主片理；Si–1：主片理以前
に形成されていた片理．

第 5. 20 図　三縄ユニット砂質片岩の露頭写真
三好市池田町馬路．qtz：分泌石英脈；Si：主片理．
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ニット下部の泥質片岩卓越層準のざくろ石帯に産出す
る．蛇紋岩は野外で濃緑色を呈し，表面がなめらかで光
沢がある（第 5. 22 図 a）．池田町みなわ東方では，蛇紋
岩と周囲の泥質片岩との間に，幅数 m の滑石緑泥石片
岩が生じている（第 5. 22 図 b）．

岩石記載
蛇紋岩

（第 5. 23 図；池田町みなわ東方約 1 km の林道沿い）
主要構成鉱物は蛇紋石と滑石である．少量の不透明鉱物
を含む．蛇紋石は淡緑色から無色の弱い多色性がある．
滑石は，オープンニコルで無色，クロスニコルで高い干渉
色を示し，直消光し伸長は正で，光軸角が非常に小さい．
細粒板状滑石の集合体からなる網目状の脈が発達する．

5. 5　小歩危ユニット

小歩危ユニットは，本地域南西端の池田町みなわ南方
にわずかに分布する．灰白色の砂質片岩を主体とする．
本地域の南の図幅範囲外では，少量の泥質片岩，珪質片

岩，苦鉄質片岩を伴う．本地域の砂質片岩の片理は緩く
北に傾斜し，三縄ユニットの見かけ下位に分布する．既
に述べたように，小歩危ユニットと三縄ユニットのユ
ニット境界は，主片理 Si に平行である．

5. 5. 1　泥質片岩（地質図では省略）
小歩危ユニットには少量の泥質片岩が挟まれるが，本

地域には地質図に表せる規模の泥質片岩は分布しない．
小歩危ユニットの泥質片岩は，厚い砂質片岩中の数 cm
程度の薄層（第 5. 24 図 a）として挟まるほか，数 10 cm
の厚さで挟まる（第 5. 24 図 b）．このほかにも，泥質片
岩と砂質片岩が片理に平行な岩相境界で数 cm ～数 cm
で繰り返す互層状の産状を示す（第 5. 24 図 c）．いずれ
の場合も，泥質片岩と砂質片岩の岩相境界は，主片理 Si

とほぼ平行である．

岩石記載
緑泥石アルバイトフェンジャイト石英片岩

（第 5. 25 図 a，b；三好市池田町中西 吉野川左岸 南隣
川口図幅内）

第 5. 21 図　三縄ユニット砂質片岩の薄片写真
（a–b）三好市池田町みなわ西約 1 km．qtz：石英；kfs：カリ長石；phn：フェンジャイト；ab：アルバイト；grt：ざくろ石；
ep：緑れん石．

第 5. 22 図　三縄ユニット蛇紋岩の露頭写真
（a）三好市池田町みなわ東約 1 km．（b）三好市池田町天神山南西約 1 km.
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第 5. 23 図　三縄ユニット蛇紋岩の薄片写真
（a–b）三好市池田町みなわ東約 1 km．（a）クロスニコル．（b）オープンニコル．srp：蛇紋石；tlc：滑石．

第 5. 24 図　小歩危ユニットの泥質片岩，砂質片岩の露頭写真
（a）三好市池田町みなわ南約 1 km 一点鎖線は砂質片岩と泥質片岩の岩相境界．（b）池田町みなわ南西約
500 m．（c）池田町みなわ南約 1 km．（d）三好市池田町みなわ南約 1 km．pel：泥質片岩；ps：砂質片岩；
Si：主片理．
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主要構成は石英，アルバイト，フェンジャイト，緑泥石
である．少量のチタン石，アパタイト，ジルコン，ざく
ろ石，電気石，炭質物，不透明鉱物を含む．フェンジャ
イトと緑泥石の形態定向配列による主片理 Si が発達する．
フェンジャイト・緑泥石に富む泥質な薄層と石英・アル
バイトに富む砂質な薄層の薄層境界は，主片理 Si 以前に
形成された片理 Si–1 に平行である．石英とアルバイトの粒
径は約 20 ～ 30 μm，フェンジャイトは長軸約 100 μm，短
軸約 10 μm の板状結晶である．ざくろ石は石英とアルバ
イトが多い砂質な薄層中に数粒子含まれる．ざくろ石は
片理 Si–1 に高角度で斜交する割れ目にそってさらに複数個
の小片に割れており，その隙間を石英が埋めている．主
片理形成 Si 及び片理 Si–1 のいずれに対してもこれらを包
有して成長した痕跡を持たないことから，砕屑粒子と判
断される．ごく少量産する電気石も同様の産状を示す．

5. 5. 2　砂質片岩（Ks）
砂質片岩は小歩危ユニットの主体をなす．本地域で

は，三好市池田町みなわ南方から川口図幅内の池田町中
西の吉野川沿いに砂質片岩の連続露頭がある（第 5. 24
図 d）．砂質片岩は野外で灰白色を呈する．肉眼で確認
できる石英・長石類の砕屑粒子を含む．原岩は比較的粗
粒な砂岩と推定される．主片理 Si が発達する．数 10 cm
の厚さの砂質片岩に数 cm の泥質片岩が挟まる場合があ
る（第 5. 24 図 a）．露頭における観察では，砂質片岩と
泥質片岩の岩相境界は，主片理 Si と平行である．本地
域にでは，原岩の堆積時の上下判定に有効な泥岩・砂岩
の堆積構造は，確認できなかった．

岩石記載
カリ長石フェンジャイトアルバイト石英片岩

（第 5. 25 図 c，d；三好市池田町中西 吉野川左岸 南隣
川口図幅内）

主要構成鉱物は，カリ長石，フェンジャイト，アルバイト，
石英である．少量の緑れん石，ざくろ石，パンペリー石，
炭酸塩鉱物，アパタイト，ジルコン，電気石，不透明鉱

第 5. 25 図　小歩危ユニットの泥質片岩，砂質片岩の薄片写真
（a–b）緑泥石アルバイトフェンジャイト石英片岩（三好市池田町中西 吉野川左岸 南隣川口図幅内）．（c–d）カ
リ長石フェンジャイトアルバイト石英片岩（三好市池田町中西 吉野川左岸 南隣川口図幅内）．（a）と（c）クロ
スニコル．（b）と（d）オープンニコル．qa：石英長石に富む砂質薄層；phn：フェンジャイトに富む薄層．Si：
主片理；Si–1：主片理以前に形成されていた片理．m：白色雲母；pl：斜長石；qtz：石英；aq：細粒石英集合体；
am： 細粒白色雲母集合体．
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物を含む．アルバイト，カリ長石，石英の丸みを帯びた
粒径約 500 μm のポーフィロクラストを含む．これらの
ポーフィロクラストは，もともと原岩である砂岩に含ま
れていた砕屑粒子で可能性がある．カリ長石ポーフィロ
クラストには，微斜長石構造やパーサイト構造が認めら
れる．アルバイトには，アルバイト双晶が認められる．
石英のポーフィロクラストは単結晶のものと多結晶体に
なっているものの両方が存在する．アルバイトと石英に
はポーフィロクラストをなすもの以外に，細粒基質を構
成するものがある．細粒基質のアルバイト及び石英の粒
径は 20 ～ 30 μm である．フェンジャイトは長軸約 50 μm，
短軸約 100 ～ 200 μm の板状結晶で，形態定向配列により
主片理 Si を構成する．ざくろ石は，薄片中に 1 粒子だけ
認められ，粒径 200 μm ほどのポーフィロクラストで，割
れ目が発達し，細粒な粒子に断片化している．断片化し
た粒子の間を石英が充填する．成長した痕跡がなく砕屑
粒子と判断される．緑れん石，電気石のポーフィロクラ
ストも少量ながら含まれ，もとは砕屑粒子だった可能性
がある．パンペリー石は分泌石英脈中に細粒柱状の 10 

μm × 50 μm の半自形結晶として密集して産出する．淡青
緑色～無色の弱い多色性がある．

5. 6　三波川コンプレックスの原岩，年代， 
地質構造，変成作用

概要で述べたように，本地域の三波川コンプレックス
は，主変形 Di とこれにより形成された主片理 Si，及び
褶曲 Fi が発達し，地層の分布を規制している．第四系
に覆われて孤立して存在するイタノユニットを除く，三
縄ユニットと小歩危ユニットのユニット境界は，主片理
Si に平行で，下位の小歩危ユニットの上位に三縄ユニッ
トが重なる．三縄ユニット内には褶曲 Fi による地層の
折りたたみが顕著である．地層の折りたたみを戻すと，
見かけの上位から下位へ，苦鉄質片岩を主体とする上部，
数 100 m 以下の珪質片岩，泥質片岩を主体とする下部が
分布する．ただし，上部と下部の間に分布する珪質片岩
は，場所により欠落する場合もある．また，下部の泥質
片岩には，薄い苦鉄質片岩，珪質片岩，及び砂質片岩が
挟まる．大局的に見ると三縄ユニットの岩相層序は，海
洋プレート層序と見なすことができる．

近年のレーザーアブレーション質量分析器の分析精度
の向上により，変成岩に含まれる微細なジルコンの微小
領域 U–Pb 年代測定が多くなされるようになり，三波川
コンプレックスの原岩年代についての多くの新たな知見
が蓄積されている．2010 年以前，三波川コンプレック
スの原岩形成年代は低変成度の変成岩から見つかる微化
石によって，後期ジュラ紀あるいは前期白亜紀最前期と
考えられていた．ところが，変成岩中の砕屑性ジルコン
U–Pb 年代測定の結果は，三波川コンプレックスの原岩
のほとんどが，後期白亜紀であることを示している．本

地域においても，岩相層序区分に基づき，各層準から試
料採集を行い，砕屑性ジルコン U–Pb 年代測定が行われ
た（Nagata et al.，2019；地質図の年代測定試料地点 4 ～
7）．三縄ユニット下部の泥質片岩卓越層から得られた砕
屑性ジルコン U–Pb 年代は 93 ～ 81 Ma を示す．苦鉄質
片岩を主体とする上部に近い層準で，より古い 93 Ma
を示し，見かけ下位の小歩危ユニットに近い層準で 81 
Ma と若い年代を示す．小歩危ユニットの砕屑性ジルコ
ン U–Pb 年代は，三縄ユニットより若く，76 ～ 74 Ma
である（第 5. 26 図）．いずれも後期白亜紀の年代を示す．
110 ～ 60 Ma の期間，東アジアでは火成活動が盛んであ
り，火成活動，特に大規模珪長質火山の噴火により，十
分な量のジルコンが供給された．このため，Nagata et 
al.（2019）では，本地域の泥質片岩から得られた砕屑性
ジルコン U–Pb 年代は堆積年代に近い年代を示すと考え
た．三縄ユニットの苦鉄質片岩直下の泥質片岩中の砕屑
性ジルコンの U–Pb 年代は，93 Ma である．従って，三
縄ユニットの苦鉄質片岩の原岩，すなわち海洋プレート
が，海溝に到達した時間はおよそ 93 Ma と推定できる．
一方，三縄ユニット上部の苦鉄質片岩中に胚胎するキー
スラーガー鉱床の形成年代は約 150 Ma であり，この年
代が，海嶺で三縄ユニットの苦鉄質片岩の原岩である海
洋地殻の玄武岩が形成された年代に近似できる（Nozaki 
et al.，2013）．従って，三縄ユニット苦鉄質片岩の原岩
の海溝到達時の年代，すなわち当時沈み込んでいた海洋
プレートの海溝到達時の年齢は 6,000 万年と見積もられ
る．この見積は，近年のプレート再構築モデル（Seton et 
al.，2012）の予想とほぼ一致する．

本地域の三波川コンプレックスの変成相は，変成相の
指標となる苦鉄質片岩の鉱物組合せから推定した．すで
に述べたように，三縄ユニットざくろ石帯の苦鉄質片岩
には，ナトリウム角閃石が出現する．光学的性質だけか
らでは，ナトリウム角閃石の組成が，藍閃石，鉄藍閃石，
マグネシオリーベック閃石のいずれになるのかを決める
ことは難しい．しかしながら，苦鉄質片岩の Mg 値（= 
Mg/（Mg + Fe））が極端に小さくない限り，光学性から判
断して，本地域のナトリウム角閃石は，藍閃石，鉄藍閃
石，もしくは藍閃石成分を相当量固溶するマグネシオ
リーベック閃石と予想される．藍閃石，緑れん石，緑泥
石，アルバイトの鉱物組合せは，低温高圧型の変成相で
ある青色片岩相の亜相の緑れん石青色片岩亜相を特徴付
ける鉱物組合せである．本地域のざくろ石帯の変成相
は，以下の 2 つの理由から角閃岩相の亜相であるアルバ
イト緑れん石角閃岩亜相との漸移帯に近い緑れん石青色
片岩亜相と推定される．1）ナトリウム角閃石の出現が
赤鉄鉱を含む苦鉄質片岩に限られる．2）ナトリウム角
閃石とともに，あるいはナトリウム角閃石を伴わずに青
緑色角閃石が広く出現する．青緑色角閃石の一部は，そ
の組成がバロア閃石であることが報告されている（塩
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田，1981）．分析を行っていない青緑色角閃石の光学的
性質も，バロア閃石であることと調和的である．アルバ
イト黒雲母帯に属するイタノユニットの苦鉄質片岩中の
青緑色角閃石はマグネシオホルンブレンドとバロア閃石
であることが報告されている（塩田，1981）．従って，イ
タノユニットの変成相は，アルバイト緑れん石角閃岩亜
相である．三縄ユニットの緑泥石帯及び小歩危ユニット
からは変成相を判断できる苦鉄質片岩の産出がない．

泥質片岩中のざくろ石 – 緑泥石間の Fe–Mg 分配係数
を用いた本地域三波川コンプレックスの変成温度の推定
が行われている（塩田，1981）．ざくろ石 – 緑泥石間の
Fe–Mg 分配係数の値は，1.0 に近いほど変成温度が高く
なる．変成温度の見積に使用された試料は本報告の三縄
ユニット下部のざくろ石帯とイタノユニットから採取さ
れている．ざくろ石 – 緑泥石間の Fe–Mg 分配係数の値
は，三縄ユニット下部のざくろ石帯で 0.03 ～ 0.07，イ
タノユニットで 0.09 の値が得られている．これらの値
を三波川コンプレックスの変成分帯の模式地である四国
中央部汗見川流域のものと比較すると，三縄ユニット下
部ざくろ石帯は，汗見川のざくろ石帯に，イタノユニッ
トは汗見川のアルバイト黒雲母帯の値の範囲に収まる．
従って，本地域のざくろ石帯とアルバイト黒雲母帯の温

度条件は，それぞれ汗見川地域のざくろ石帯とアルバイ
ト黒雲母帯と同程度と推定できる．苦鉄質片岩の角閃石
の組成も，本地域と汗見川のそれぞれの帯で類似する．
従って，両地域の変成温度圧力条件も類似するものと推
定できる．汗見川地域の各帯の温度圧力条件は，ざくろ
石帯で，圧力 7 ～ 8.5 kbar，温度 440 ± 15 ℃，アルバイ
ト黒雲母帯で，圧力 8 ～ 9.5 kbar，温度 520 ± 25 ℃が見
積もられている（Enami et al.，1994）．汗見川地域では，
緑泥石帯の温度圧力も，5.5 ～ 6.5 kbar で > 360 ℃（Enami 
et al.，1994）と見積もられている．しかしながら，汗見
川地域の緑泥石帯の苦鉄質片岩からは藍閃石 – マグネシ
オリーベック閃石の報告があるものの，本地域の緑泥石
帯からは未発見である．苦鉄質片岩の化学組成と変成温
度が同程度であれば，圧力が高いほど藍閃石の出現頻度
は高くなる．従って，本地域の緑泥石帯の変成圧力が汗
見川地域のそれに比べ低い可能性を否定できない．この
点も踏まえて，本地域の三縄ユニットから小歩危ユニッ
トへかけての圧力条件を検討すると，緑泥石帯とざくろ
石帯の変成圧力の差として，数 kbar 以上が見込まれる．
地殻の平均密度を 2.65 g/cm3 と仮定すると，緑泥石帯で
深度 20 km 以浅，ざくろ石帯で深度 30 ～ 35 km である．
現在の推定最大層厚 1.4 km や，これらの地層群の南北

第 5. 26 図　本地域の三波川コンプレックスの模式断面図と砕屑性ジルコン U–Pb 年代及びフェンジャイト K–Ar 年代
（a）本地域の三波川コンプレックスの模式断面図．（b）模式断面図に沿って並べた砕屑性ジルコン U–Pb
年代と変成フェンジャイト K–Ar 年代．Nagata et al.（2019）を一部改変．図幅内に試料採取地点がある場合
は，地質図に U–Pb 年代及び K–Ar 年代測定試料地点として位置を示した．地点番号 7：IK-15；地点番号 8：
IK-19；地点番号 9：IK-17；地点番号 10：IK3-20．
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距離最大 4 km と比較しても大きな深度差がある．従っ
て，変成作用のピーク時からの大規模な地層の短縮が必
要である．

変成作用の年代は，変成鉱物の放射年代から推定する
ことができる．三縄ユニットざくろ石帯の泥質片岩の
フェンジャイト K–Ar 年代は 74 ～ 72 Ma，同ユニット
緑泥石帯からは 65 Ma，小歩危ユニットからは 65 ～ 62 
Ma の年代が得られている（Nagata et al.，2019）．これら
の年代は，見かけ下位ほど若くなる傾向を示している．
本地域の泥質片岩のフェンジャイトは主片理 Si を構成
しており，フェンジャイト K–Ar 年代は主片理 Si の形成
時期を示していると考えられる（Nagata et al.，2019）．注
目すべきことは，三縄ユニット上部の変成年代（74 Ma）
と砕屑性ジルコン U–Pb 年代から推定される小歩危ユ

ニット最下部の堆積年代（74 Ma）がほぼ同じ年代を示す
点である．小歩危ユニットの原岩が堆積していた頃，三
縄ユニットでは，沈み込み帯の深部で低温高圧型の変成
作用が進行していた可能性がある．一方，同一の試料か
ら得られる砕屑性ジルコン U–Pb 年代から推定される堆
積年代と，フェンジャイト K–Ar 年代から推定される変
成年代を比較したところ，両者には 5 Myr 以上の年代差
が検出された．本地域の三波川コンプレックスの変成作
用は海溝での原岩堆積と沈み込み帯深部での変成作用，
上昇と変成作用の停止が逐次行われていたと解釈できる

（Nagata et al.，2019）．異なる深度，異なる時期に変成を
受けた地層群が主片理 Si の形成と地層の薄化を受けて
上昇し接合した結果，現在見られる地質構造と温度圧力
構造，及び年代の極性を持つに至ったと考えられる．
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第 6 章　瀬戸内火山岩類（Sv, Sl）

（宮崎一博・長田充弘）

6. 1　研究史と概要

本地域を含む讃
さ ぬ き

岐平野には，瀬戸内火山岩類が分布す
る．瀬戸内火山岩類は，瀬戸内海から中央構造線に沿っ
て分布するサヌキトイド，ざくろ石を含むデイサイト・
流紋岩，ピッチストーンなどの特徴的な岩石種を含む中
期中新世の火山岩類とされる（新正・折橋，2017）．本地
域の瀬戸内火山岩類は，三

み と よ

豊市高瀬町佐股の傾
かたぶきやま

山山頂
周辺に分布が限られ，孤立して分布する．本地域に分布
する瀬戸内火山岩類に関する研究例はないが，隣接地域
の瀬戸内火山岩類に関して，川畑・周藤（2000）や，西
隣の「観音寺」地域の瀬戸内火山岩類についての野田ほ
か（2017b）の研究例がある．野田ほか（2017b）では，
Sato（1982）の層序区分に対比させ，「観音寺」地域に分
布する瀬戸内火山岩類を流紋岩凝灰角礫岩・角閃石デイ
サイト凝灰角礫岩～火山角礫岩からなる東

ひがしおく

奥層と，これ
を覆うサヌキトイド質安山岩溶岩からなる国

こ く ぶ だ い

分台層に区
分し，両者を合わせて讃岐層群とした．本地域における
瀬戸内火山岩類は，傾山山頂に分布する安山岩溶岩とそ
の下位に分布する安山岩火山砕屑岩からなる．西隣「観
音寺」図幅内の瀬戸内火山岩類からは 13.0 ± 0.4 Ma の
全岩 K–Ar 年代が得られている（角井・新正，2000；新正・
角井，2001）．

6. 2　岩　相

本地域の瀬戸内火山岩類は，安山岩火山砕屑岩からな
る下部と安山岩溶岩からなる上部に区分できる．下部の
安山岩火山砕屑岩は 1 m 未満の安山岩角礫を含む凝灰
角礫岩からなる（第 6. 1 図 a）．層厚 1 m 程度の灰色～暗
灰色安山岩凝灰岩が安山岩凝灰角礫岩の間に挟まる．凝
灰岩には，暗灰色と灰色をなす薄層の繰り返しからなる
葉理が認められる．葉理は，水平から 4° ほど東へ傾斜
する．上部の安山岩溶岩は，暗灰色を呈し，ほぼ水平な
節理が発達する（第 6. 1 図 b）．瀬戸内火山岩類は，西隣
の「観音寺」地域と同様，観音寺花崗岩を不整合に覆う
と予想される．しかしながら，本地域では，瀬戸内火山
岩類下部と観音寺花崗岩の不整合露頭を確認できていな
い．また，本地域の安山岩火山砕屑岩と安山岩溶岩が接
する露頭も発見できていない．本地域の瀬戸内火山岩類
は，下部も上部も安山岩質であり，「観音寺」地域の国
分台層に対比できる可能性がある．

岩石記載
単斜輝石かんらん石斜方輝石安山岩溶岩

（第 6. 2 図 a，b；三豊市高瀬町傾山）
斑晶鉱物として，粒径数 100 μm 以上の自形～半自形の斜
方輝石，かんらん石，単斜輝石を含む．自形～半自形の

第 6. 1 図　瀬戸内火山岩類の露頭写真
（a）安山岩凝灰角礫岩．高瀬町傾山．（b）安山岩溶岩．高瀬町傾山．
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斜長石の斑晶もごく少量含まれる．斜方輝石は淡赤褐色
～淡緑色の弱い多色性がある．石基は長径 100 μm の斜長
石針状結晶，かんらん石，斜方輝石，粒状の不透明鉱物
からなる．石基の斜長石は，針状の形態で長軸が一方向
に配列している．石基が暗色に見える部分と明色に見え
る部分は，微細な不透明鉱物の量の違いによる．

かんらん石斜方輝石単斜輝石安山岩凝灰岩
（第 6. 2 図 c，d；三豊市高瀬町傾山）

径 5 mm 程度の他形の篩い状構造が発達し，外形が虫食い
状に凹凸がある斜長石の斑晶を含む角張った溶岩片， 径数 

mm の斜方輝石，径数 100 μm の斜長石の結晶片を含む．
基質は長径数 100 μm の斜長石針状結晶，粒径数 100 μm

の斜方輝石，数 10 μm の不透明鉱物及びこれらの粒間を
埋めるガラスからなる．粘土鉱物に充填される粒径 100 

μm の粒状鉱物は，かんらん石仮像と考えられる．

6. 3　化学組成

本地域の瀬戸内火山岩類 1 試料の全岩化学分析を行っ
た（第 6. 1 表）．分析の結果を，野田ほか（2017b）に掲載
されている国分台層の瀬戸内火山岩類の化学組成と比較
した（第 6. 3 図）．分析した瀬戸内火山岩類は，安山岩
の組成を有する．SiO2–FeO*/MgO 図でカルクアルカリ
系列の領域に，SiO2–K2O 図において中カリウム系列に
プロットされ，国分台層の瀬戸内火山岩と同様の化学的
特徴を有する．その他の主要元素においても，国分台層
の瀬戸内火山岩類に類似した特徴を有する．

第 6. 2 図　瀬戸内火山岩類の薄片写真
（a）単斜輝石かんらん石斜方輝石安山岩溶岩（三豊市高瀬町傾山）．オープンニコル．（b）（a）と同上．クロスニコル．
（c）かんらん石斜方輝石単斜輝石安山岩凝灰岩（三豊市高瀬町傾山）．オープンニコル．（d）（c）と同上．クロスニ
コル．cpx：単斜輝石；opx：斜方輝石；ol：かんらん石；pl：斜長石．
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第 6. 1 表　瀬戸内火山岩類安山岩溶岩の全岩化学組成

第 6. 3 図　瀬戸内火山岩類の化学組成
太点線の領域は，国分台層の瀬戸内火山岩類の組成範囲

（野田ほか，2017b）．細実線の領域は，東奥層の瀬戸内火
山岩類の組成範囲（野田ほか，2017b）．FeO* は全鉄を
FeO として求めた値．

全岩分析はカナダの Activation Laboratories LTD に依頼した．主成分元
素は高周波誘導結合プラズマ発光分析（ICP-OES）を用い，微量元素は
誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）を用いた．LOI は灼熱減量，
Fe2O3(T) は全鉄を Fe2O3 として計算した値．
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第 7 章　三豊層群・土柱層及び野呂内層

（水野清秀・野田　篤）

本地域に分布する第四系には，主に下部更新統と考え
られる三

み

豊
とよ

層群，土
どちゅう

柱層，野
の ろ

呂内
うち

層と段丘堆積物及び沖
積層が分布する．本章では段丘堆積物及び沖積層を除い
た地層について扱う．

7. 1　概　要

本地域及びその周辺に分布し，下部更新統を主体とす
る地層には，讃

さ ぬ き

岐山脈北麓の丘陵地に分布する三豊層群
と讃岐山脈南麓（吉野川沿岸）の丘陵地に分布する土柱
層がある．このほか，讃岐山脈内の三好市池田町野呂内
地区には，三豊層群と土柱層のどちらに属するのか不明
の礫層主体層が分布しており，これを新たに野呂内層と
呼ぶ（第 7. 1 図）．

三豊層群は，香川県中西部の綾
あやがわ

川町，まんのう町，三
豊市，観音寺市を中心とした範囲の丘陵地を構成する地
層で，スギヤマゾウやメタセコイアなどの化石を産出す
る礫層，砂層，シルト層からなる淡水成の地層に対して
命名された（斎藤・中山，1954）．一方，三豊層群を不整
合に覆うとされ，堆積原面がほとんど残っていない和泉
層群起源の礫を主体とする礫層が散在していて，Saito

（1962）は焼
や け お

尾峠礫層と命名した．しかし焼尾峠礫層の
堆積年代に関する資料は少なく，植木・満塩（1998）は，
この地層を焼尾層と呼び，三豊層群に含めた．三豊層群
は，研究者によってさまざまな層に区分されているが，
その中で財

さ い た

田層（植木・満塩，1998）は，Sangawa（1978a），
古市（1982）の財田礫層に相当し，結晶片岩礫を含む多
様な礫種からなる礫層主体層で最も特徴的である．植木

（2017）は「観音寺」地域を中心とする範囲において，
財田層を基準にして岩相，層準の違いから三豊層群を，
財田層，神

こ う だ

田層， 焼尾層及び高瀬層に区分した．このう
ち，財田層，神田層及び焼尾層は部分的には指交関係に
ある．神田層（植木・満塩，1998）は結晶片岩礫を含まな
いアルコース質砂礫層と砂層，シルト層からなる．また，
高瀬層は斎藤（2002）を再定義したもので，三豊市豊中
町付近にだけ分布するアルコース質砂礫主体層である．
挟在する上高野火山灰層（水野，1987）が広域テフラであ
る誓

せいがん

願寺
じ

– 栂
とが

テフラ（町田・新井，2003，約 0.6 Ma）に対
比される（水野，2001）ことから，上記 3 層よりも新しい
と考えられている．

本地域においては，三豊層群を植木（2017）に従い，
財田層，神田層及び焼尾層に区分する．ただし，挟在す

第 7. 1 図　三豊層群，土柱層及び野呂内層の層位関係概略図
層位関係の明らかなテフラのみを示した．広域テフラ名は，水野ほか（1999），長橋ほか（2000），町田・新井（2003）参照．
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る上
か み こ う ち

河内火山灰層（植木，2017）などの対比から，これら
3 層は指交関係にあると考えられる．すなわち，結晶片
岩類分布地域を含む外帯に源を発する大河川沿いに財田
層が堆積し，その南側の讃岐山脈沿いには和泉層群起源
の特に砂岩礫を主体とした焼尾層，北側には花崗岩類，
領家変成岩類起源の礫を主体とする神田層が分布する．
そして財田層の分布拡大前や縮小期には相対的に讃岐山
脈からの扇状地が発達し，焼尾層がより北側に広がると
考えられる（第 7. 1 図）．これらの地層の堆積年代は，
第 7. 2 節に詳述するように産出する植物化石や火山灰層
の対比，年代測定値などからほぼ前期更新世と考えられ
る．

讃岐山脈南の吉野川流域には，段丘堆積物や沖積層よ
りも古い未固結層として，吉野川下流南岸地域（本地域
外）に森山層（阿子島・須鎗，1989），北岸地域には土柱
層（水野，1987）が主に分布する（水野，2016）．これらの
地層は吉野川沿いに発達した堆積盆地を埋積する一連の
地層と推定されるが，分布が離れていることや両層をつ
なぐ鍵層がないために両層の直接の層位関係は不明であ
る．土柱層は，讃岐山脈沿いでは，天然記念物である阿
波の土柱に代表されるような和泉層群の礫からなる扇状
地成の礫層（扇状地型礫層：岡田，1970）が主体で，南へ
結晶片岩礫を多く含む円磨度の高い礫層（本流型礫層：
岡田，1970）に移化する．ところによりシルト層を挟み，
メタセコイアなどの植物化石を産出する（山崎，1985 な
ど）ほか，数枚の火山灰層を挟在している（水野，1987）．
森山層・土柱層に挟まる主な火山灰層のフィッション・
トラック（FT）年代測定値と対比は以下のとおりである．
森山層中の藤井寺火山灰層（阿子島・須鎗，1989）の FT
年代が 2.3 ± 0.5 Ma（阿子島・須鎗，1989）で，大阪層群
の真

し ん の い け

ノ池火山灰層（吉川，1976）に対比される（水野，
1992）．土柱層中の土柱火山灰層（水野，1987）の FT 年代
が 1.3 ± 0.2 Ma（阿子島・須鎗，1989）で，大阪層群のピ
ンク火山灰層（吉川， 1976；広域テフラの猪牟田ピンク
テフラ：町田・新井，2003，約 1.0 Ma）に対比される（水
野，1987，1992）．土柱層中の井出口火山灰層（水野，
1987；阿子島・須鎗， 1989 の大

おお

久
く ぼ

保谷
だに

火山灰）の FT 年
代が 1.0 ± 0.2 Ma（阿子島・須鎗，1989）で広域テフラ誓
願寺 – 栂テフラ（町田・新井，2003，約 0.6 Ma）に対比さ
れる（水野，2001；水野，2016）．これらから森山層・土
柱層の堆積年代は前期更新世から中期更新世の前半と考
えられる．本地域内の土柱層からはメタセコイアが産出
していることから，その堆積年代は前期更新世と判断す
る．土柱層は段丘堆積物や沖積層に覆われて，広く分布
するところはないが，中央構造線沿いに小規模に点在し
ている．

新称とした野呂内層は，讃岐山脈内の三好市池田町野
呂内にのみ分布する和泉層群の砂岩礫を主体とする堆積
原面が保存されていない地層で，かつては三豊層群ある

いは土柱層の分布域と連続していた可能性があるが堆積
年代を含めて不明な点が多い．

7. 2　三 豊 層 群

本地域内の三豊層群は，財田層，神田層及び焼尾層に
区分される．挟在する火山灰層（下位より，本

もとしの

篠火山灰
層，上河内火山灰層，福

ふく

良
ら み

見火山灰層）の対比から，各
層の層位関係は第 7. 1 図のようになる．主な観察地点を
付図 1 に，地質柱状図を第 7. 2 図及び第 7. 5 図に示し
た．

7. 2. 1　財田層（Sa）
地層名

財田層（植木・満塩，1998）は本地域を中心に分布する，
特に結晶片岩礫を含む礫層主体層に対して命名された地
層であり，Sangawa（1978a）の Saida Gravel，古市（1982）
の財田礫層に相当する．斎藤・中山（1954）は，三豊層
群を河内累層と財田累層に区分したが，この財田累層は，
後述する神田層の一部を含んでいる．また，古市（1984）
が満

まんのういけ

濃池南に分布する地層を満濃池シルト – 砂層，まん
のう町吉野五

ご も う

毛～江
え ば た

畑付近に分布する地層を江畑砂礫層
及び五毛礫層，綾川町猪

い の お

尾付近の地層を猪尾礫層と呼ん
だが，これらの地層も財田層に含める．
分布

財田層の模式地は，三豊市財
さ い た な か

田中の長野周辺の丘陵で
あり（植木・満塩，1998），本地域内での財田層は，模式
地周辺から東北東に向かって，讃岐山脈北麓に連続して
分布する．すなわち，三豊市山本町河内から財田中長野，
雉
き じ お

子尾，荒戸，まんのう町新
し ん め

目，満濃池南から五毛，江
畑，造

そ う だ

田，綾川町猪尾，枌
そぎしょ

所西へ，南北幅最大 2.5 km
の範囲に及んで分布する．長野北部や新目，まんのう町
福良見，内

ないでん

田付近では北方の神田層と指交関係にあり，
三豊市財田本篠東部やまんのう町山脇付近では南方の焼
尾層と指交する．まんのう町焼尾では，上位に焼尾層が
発達する．
層厚

70 m 程度．
地質構造

和泉層群や観音寺花崗岩・領家変成岩類を不整合に覆
う．一般に地層の傾斜は緩く，断層近傍を除いて最大で
も 10 数度以下の傾斜である．概して北ないし北西へ緩
く傾斜する．竹

たけなり

成断層（第 9. 2. 1 項で詳述）近傍では撓
曲状の急傾斜を示し，江畑断層（第 9. 2. 2 項で詳述）沿
いでは，和泉層群と断層で接し，その近傍では急傾斜し
ている．
層相

模式地である三豊市財田中の長野周辺では，厚い礫層
が発達する．礫は和泉層群起源の砂岩礫が多く，また泥
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岩，礫岩礫も含まれ，そのほか花崗岩類，結晶片岩類，
石英などの珪質岩，瀬戸内火山岩類起源と推定される安
山岩なども含まれる．中礫～大礫サイズの亜円～亜角礫
が多いが，最大 50 cm 程度に達するものも見られ，特に
和泉層群の砂岩礫に大きいものが多い（第 7. 3 図）．ま
れに薄い砂層，シルト層を挟むが連続しない．類似した
層相は，東方へまんのう町山脇付近まで続く．その北東
の新目付近では，中礫サイズの礫層が主体となり，相対
的に上位の層準と考えられる．植木・満塩（1998）によ
る詳細な礫種構成比分析では，砂岩礫の比率はどこでも
50 % 以上を占め，花崗岩類が 20 ～ 30 % 程度，結晶片
岩類が 10 ～ 20 % とされている．また結晶片岩礫の平
均最大礫径は 8 cm とされている．さらに古流向を求め
た結果では，大まかに東方から西方への流れが推定され
ている．三豊市財田上・中

なかもと

元やまんのう町福良見から五
毛さらに江畑にかけての地域では，結晶片岩礫を少量含

む中礫サイズ主体の砂礫層とシルト層，砂層の不規則な
互層が発達し，植物化石を含む有機質シルト層・砂層や
少なくとも 2 枚の火山灰層が挟まっている．また，五毛
や江畑などでは讃岐山脈沿いの相対的に下位層準に，和
泉層群の砂岩礫を主体とする砂礫層も見られる（付図 1
の地点 7.18，7.20，7.21 など）．これは古市（1984）の五毛
礫層に相当し，厳密には地層区分では焼尾層にあたる
が，分布が小規模であるため，地質図では財田層に含め
る．綾上町猪尾では，下部は主に中礫～大礫サイズの，
結晶片岩礫を少量含む亜円～亜角礫層であるが，概して
上方へ細粒化し，中礫サイズ主体の砂礫層となり，最上
部ではシルト質砂層～砂質シルト層が優勢となっている

（地点 7.23）．
火山灰層

財田層に挟まっている確認された未風化な火山灰層
は，上河内火山灰層（植木，2017）と福良見火山灰層（新

第 7. 2 図　三豊層群財田層及び焼尾層の地質柱状図
地点番号は付図 1 に対応．
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称）である．これらの火山ガラスの屈折率と化学組成を
第 7. 1 表に示した．

上河内火山灰層（上河内テフラ）は，「観音寺」地域内
の三豊市上河内に分布する神田層中に挟まるガラス質火
山灰層であり，広域テフラの恵

え び す

比須峠
とうげ

– 福田テフラ（長
橋ほか，2000）に対比されている（植木，2017）．火山ガラ
スの屈折率や化学組成の特徴などから，本テフラと考え
られる火山灰層が三豊市中元（地点 7.6），まんのう町満
濃池南（地点 7.16，7.17）及び五毛（地点 7.19）で確認され
た．これらは，層厚 25 ～ 70 cm，灰白色，細粒のガラ
ス質火山灰層である．火山ガラスは，平板状，多孔質
型，これらの中間的な発泡程度のもの（中間型）が混在
していて，重鉱物はほとんど含まれない．恵比須峠 – 福
田テフラに特徴的な褐色を帯びたユニット B（吉川ほ
か，1996）は中元（地点 7.6）で観察されたが，それ以外の
地点では明瞭ではない．火山ガラスの化学組成では，
TiO2，MgO が少なく K2O や Ba が比較的多いといった
共通の特徴が一致している（第 7. 1 表）．中元（地点 7.6）
で採取された本火山灰層の FT 年代は 1.7 ± 0.3 Ma，U–
Pb 年代は 1.90 ± 0.14 Ma と求められた（第 7. 2 表：測定
は株式会社京都フィッション・トラックによる）．なお，
恵比須峠 – 福田テフラの降灰年代は 1.75 Ma とされてい
て（吉川ほか，1996），年代測定値とは誤差の範囲内で概

第 7. 3 図　財田層上部に見られる礫層の層相
三豊市山本町入樋（付図 1 の地点 7.2 近傍）．大礫サイズの礫は和泉層群の砂岩が多く，間を埋
める中礫サイズの礫に結晶片岩が含まれている．ハンマーの柄の長さは約 35 cm．

ね一致しているといえる．
福良見火山灰層は，まんのう町福良見（地点 7.15）を

模式地とするテフラで，上河内火山灰層よりもやや上位
層準と推定され，模式地では層厚 25 cm，灰～灰白色，
細粒ガラス質の火山灰層である（第 7. 4 図）．このテフ
ラの特徴は，褐色を帯びた多孔質型のガラスが多く，そ
の中に細かな長石の結晶が含まれていることも多いこと
である．重鉱物ではホルンブレンドが多く含まれている．
ガラスの化学組成の特徴としては，Sr が 290 ppm 前後
と多く，La/Y 比が 3 程度と比較的高いことがあげられ
る．

斎藤（1984）と植木（2017）は，三豊市財田中の入
い る ひ

樋（地
点 7.4）において粘土化した火山灰層を報告し，斎藤

（1984）では ST1 と呼び 2.5 ± 0.3 Ma の FT 年代を，植木
（2017）では入樋テフラと呼び 2.0 ± 0.2 Ma の FT 年代を
報告している．
化石

有機質シルト層～砂層あるいは亜炭層からは，植物化
石や昆虫化石が報告されている．古市（1984）は，満濃
池南から，オオバラモミ（Picea koribai），ヒメバラモミ

（Picea maximowiczii）， コ ウ ヨ ウ ザ ン 属（Cunninghamia 
sp.），メタセコイア属（Matasequoia sp.）など，江畑周辺
から，オオバラモミ，メタセコイア（Matasequoia disticha）， 
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オオバタグルミ（Juglans megacinerea），ヒメトガサワラ
（Pseudotsuga subrotunda），キクロカリア（Cyclocarya；原
著では [Pterocarya] cf. paliulus）など，猪尾からコウヨ
ウザン属などの大型植物化石を報告している．江畑（地
点 7.20）でメタセコイアの産出を確認した（同定は千葉
大学の百原　新博士による）．また，高橋（1996）は，満
濃池南から植物化石とともにオサムシ科ゴミムシ類，ゲ
ンゴロウ科，ガムシ科，ハネカムシ科，ハムシ科ネクイ
ハムシ亜科（オオミズクサハムシなど），蛾の蛹などの
昆虫化石を報告している．

7. 2. 2　神田層（Ko）
地層名

神田層は，主に「観音寺」地域内から「池田」地域の
三豊市神田付近にかけて分布する，花崗岩類，領家変成
岩類などの礫を主体とする砂礫層及びシルト層，砂層な
どに対して命名された（植木・満塩，1998）．類似した礫
種組成，層相を示す地層を，植木・満塩（1998）は，分
布地域によって入樋層，後山層，木ノ崎層，塩田層，椿
谷層に区分しているが，本地域に分布するこれらの地層
はすべて神田層に統一する．本層はまた，斎藤・中山

（1954）の河内累層，財田累層の一部，古市（1984）の満
濃池シルト – 砂層の一部と猪尾礫層の一部，斎藤（2002）
の河内層の一部と高瀬層の一部，などに相当する．
分布

神田層の模式地は三豊市山本町神田付近であり（植木・
満塩，1998；植木，2017），三豊市財田中の林

はいみょう

明から神田，
三豊市高瀬町羽

は が た

方～岩瀬池周辺，まんのう町黒川，後山，
佐
さ ぶ み

文，生
い か ま

間周辺，満濃池北，造田北部などに点在する．
層厚

最大 70 m 程度．
地質構造

主に花崗岩類の凹部を埋めるように分布し，地層の傾
斜は概して緩く，10 数度以内である．竹成断層（第
9. 2. 1 項で詳述）や神田断層（第 9. 2. 4 項で詳述）沿いで
は地層は急傾斜を示す．
層相

神田層の主要な層相は，花崗岩礫を多く含む砂礫層と
花崗岩質砂層で特徴づけられる．礫層は，花崗岩，貫入
岩類，ホルンフェルスなどの領家変成岩類，瀬戸内火山
岩類起源と推定される安山岩などの亜角～亜円礫層が主
体であり，細礫層～中礫層の場合が多い（第 7. 6 図）が，
大礫～巨礫（最大径 60 cm 程度）を含むところも見られ
る．また，和泉層群起源と考えられる砂岩礫が見られる
ところもあるが，結晶片岩礫は含まれない．また，財田
層に比べると全体的に円磨度が低い．三豊市高瀬町上

かみあさ

麻 
の原

はらしも

下工業団地北（地点 7.35）の露頭では，一見したと
ころ風化した花崗岩にみえる淘汰の悪い花崗岩の細かな
角礫や砂からなる地層があるが，良く見ると細かな瀬戸
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第 7. 4 図　福良見火山灰層の露頭
まんのう町福良見（付図 1 の地点 7.15）．ハンマー

（柄は約 35 cm）付近のシルト層中に挟まる白っぽい
レンズ状の層．表面に見られる中礫は上位からの崩
れ．

第 7. 5 図　神田層の主な地点の地質柱状図
地点番号は付図 1 に対応．

内火山岩類礫と推定される角礫が散在している（第 7. 7
図）．連続性があまり良くないシルト層や花崗岩質砂ま
じりのシルト層をところどころに挟んでいて，特に三豊
市山本町神田から岩瀬池にかけての地域，まんのう町岸
上などに見られる．これらの地域ではまた，薄い火山灰
層や植物化石などを含む有機質シルト層や砂層が数枚観
察される．
火山灰層

三豊市高瀬町羽方（地点 7.28）には財田層に挟まる福
良見火山灰層と同じテフラと考えられる火山灰層が神田
層中に挟まれている．露頭では層厚 10 cm のシルトまじ
り砂層～細礫層，層厚 5 cm の有機質シルト層に重なっ
て層厚 30 cm 以上，灰～灰白色細粒火山灰層があり，上
限は不明である．中部に重鉱物（特にホルンブレンド）
が点在するユニットが見られる．ただし，火山ガラスの
化学組成分析によると，明らかに異なる組成のガラスが
10 ～ 20 % 程度含まれており（第 7. 1 表のタイプ B），こ
のガラス片が異質物として堆積中に混在したものなの
か，ユニットの違いによるものか，あるいはバイモーダ
ルな組成を示すのかについては，今後の検討課題である．
三豊市財田上の山

さんざい

才（地点 7.34）にも，層厚 30 cm の風
化した火山灰層があり，福良見火山灰層に対比される可
能性があるが，風化の影響で明らかではない．「観音寺」
地域内に見られる大

おおたにいけ

谷池テフラ（植木，2017）や仁
に

池
いけ

火山
灰（斎藤，1982）は多孔質型ガラスが主体でホルンブレン
ドを含み，これらのテフラに類似するが，長石の微晶を
含む褐色を帯びたガラスに欠けるため，別のテフラかも
しれない．

地点 7.28 の約 500 m 北東の地点 7.29 では，福良見火
山灰層との層位関係は不明であるが，3 枚の火山灰層が
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第 7. 6 図　神田層の礫層
まんのう町椿谷（付図 1 の地点 7.37 の東方）．花崗岩，ホルンフェルス，安山岩などの中礫サイ
ズの亜角～亜円礫層からなる．薄いシルト層を挟む．露頭の高さは約 7 m.

第 7. 7 図　神田層の礫層
三豊市高瀬町原下工業団地北（付図 1 の地点 7.35）．花崗岩の細礫～小礫が散在する淘汰の悪い
礫層で，瀬戸内火山岩起源と推定される安山岩の中礫（矢印）が混じる．ペンの長さは約 14 cm．
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確認され，下位より宮
みやおく

奥 1，宮奥 2，宮奥 3 火山灰層と
呼ぶ．宮奥 1 火山灰層は，層厚 6 cm の黄灰色，細粒の
ガラス質火山灰層で，多孔質型の火山ガラスが多く，重
鉱物としてホルンブレンドを含んでいる．これらの特徴
は福良見火山灰層に似るが，火山ガラスの化学組成は異
なり，既存資料では大分県杵築市大内に分布する下部更
新統碩

せきなん

南層群中のガラス質火山灰層（杵築岩屑なだれ堆
積物に取り込まれたブロックに挟まる層厚 200 cm 程度
の火山灰層：石塚ほか（2005）における地点 17 の未命名
火山灰層 T10）に極めて類似している（第 7. 1 表）．さら
に，類似した火山灰層は，大分県姫島に分布する下部更
新統丸石鼻層（伊藤ほか，1997）中にも見られ（水野の未
公表資料），九州を噴出源とする広域テフラの可能性が
ある．宮奥 2 火山灰層は宮奥 1 火山灰層の約 2 m 上位に
ある層厚 5 cm の粘土化したテフラであり，さらに約 2.5 
m 上に層厚 20 ～ 40 cm，黄灰色，細粒の宮奥 3 火山灰
層がある．宮奥 3 火山灰層は，風化して火山ガラスが消
失しているが重鉱物にホルンブレンドとカミングトン閃
石をほぼ等量含む特徴があり，同じテフラと推定される
火山灰層が，近くの地点 7.30 に見られるほか，「観音寺」
地域内で，斎藤（1982）が辻火山灰と呼ぶテフラに類似
している．

その他，植木（2017）は，財田中の神田地区にて神田 1
テフラ（「観音寺」地域内）及び砂

さ こ

古テフラ（地点 7.27）
を報告し，その FT 年代をそれぞれ 0.58 ± 0.11 Ma，0.71 
± 0.21 Ma としているが，これらのテフラ対比について
は不明である．なお，この前後の層準の古地磁気は逆帯
磁とされている．
化石

本地域内の神田層からは，大型植物化石，ゾウ化石，
昆虫化石などの産出が知られている．

大型植物化石としては三豊市高瀬町岩瀬池の東からメ
タセコイアなど（高橋，1995）が，三豊市財田上の北野か
らメタセコイア，ミツガシワ（Menyanthes sp.）など（斎藤・
中山，1954）が，財田上の芋

いも

尾
お

からメタセコイアなど（三
木，1953）が，まんのう町造田の内田からメタセコイア，
ヒメバラモミ，ヒメトガサワラなど（三木，1953；古市，
1984）が産出している．このようにメタセコイアとヒメ
バラモミ，ミツガシワなどの寒冷な気候を示す植物が共
存する時代は，近畿地方では約 170 ～ 90 万年前であり

（百原，1993），これらの化石産出層準の年代は前期更新
世の後半（カラブリアン期）と推定される．

高橋（1995）は上述の岩瀬の東の地点で，オサムシ科
ゴミムシ類，ゲンゴロウ科，シデムシ科，ハネカクシ科，
コメツキムシ科，ハムシ科ネクイハムシ亜科，ゾウムシ
科，蛾の蛹などの昆虫化石を報告している．

三豊市山本町神田の砂川地区に分布する神田層と推定
される地層からは，ナウマンゾウ Palaeoloxodon naumanni 

（Makiyama）の臼歯化石が産出している（古市ほか，

1977）．しかし，ナウマンゾウの産出年代は，中期更新
世から後期更新世とされており（例えば，樽野・亀井，
1993），メタセコイアの産出から推定される前期更新世
の年代とは矛盾するため，ナウマンゾウの産出した地層
については再検討が必要である．

7. 2. 3　焼尾層（Ya）
地層名

Saito（1962）が三豊層群を不整合に覆う焼尾峠礫層
（Yakeotoge Gravels）とした地層を，植木・満塩（1998）
が再定義し，三豊層群に含めて焼尾層としたもので，和
泉層群起源の砂岩礫を主体とする礫層主体層からなり，
結晶片岩礫を含まない．また，高位段丘堆積物よりも古
く，堆積原面がほとんど残っていない．植木・満塩

（1998）は満濃池の北に広く分布する地層を焼尾層に含
めているが，本書ではこの地層は高位段丘堆積物として
扱う．
分布

模式地は図幅東部のまんのう町焼尾周辺（地点 7.24 な
ど）で（Saito，1962；植木・満塩，1998），この付近では
丘陵頂部付近に分布している．そのほか，讃岐山脈北麓
の山地から丘陵地に変わる境界付近に限定的に分布して
おり，三豊市山本町河内南部から財田中の長野の南部に
かけて点在するほか，三豊市財田中の本篠周辺～戸

と

川
がわ

，
まんのう町山脇～前山の江畑断層北側にまとまった分布
がある．
層厚

最大 70 m．
地質構造

焼尾層は，和泉層群を不整合に覆い，三豊市山本町
河
こ う ち

内～入
い る ひ

樋南やまんのう町焼尾では，財田層の上位に不
整合状に重なり，山地から丘陵側へ扇状地状に分布高度
を下げながら広がる形態を示す．一方，三豊市財田中の
本篠南部，財田上の正

まさむね

宗（地点 7.13）やまんのう町山脇
（地点 7.14），前山周辺では北方の財田層と指交すると考
えられる．断層近傍を除くと地層の傾斜は一般に緩やか
であるが，和泉層群との境界部では局所的に 20° 程度傾
斜するところが見られる．竹成断層や江畑断層の近傍で
は，焼尾層は和泉層群と断層で接するか，急傾斜を示す．
層相

焼尾層の一般的な特徴は，和泉層群起源の砂岩礫の亜
角礫～亜円礫層が厚く発達することであり，中礫～大礫
サイズが一般的であるが，最大 1 m に達する礫が見られ
ることもある（第 7. 8 図）．本篠南部など局所的にはほ
とんど角礫からなるところもある．また礫には和泉層群
の礫岩礫や花崗岩礫が含まれることもある．細粒堆積物
を挟むことは少ないが，本篠南東部（地点 7.10，7.11）で
は，下部に大型植物化石や 1 枚の火山灰層を挟む薄い有
機質シルト層～シルト層や砂層と中礫サイズの砂岩礫主
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体の亜角礫層の互層が見られる．この地域の，下部のシ
ルト層などを挟む比較的細粒な礫層と上部の粗粒な礫層
が整合なのか不整合なのかは不明であるが，本地域では，
上下の地層を区別せずに焼尾層とする．
火山灰層

三豊市財田中の本篠南東部（地点 7.10）には，1 枚のガ
ラス質火山灰層が挟まっている（第 7. 9 図）．このテフ
ラを本篠火山灰層（新称）と呼ぶ．本火山灰層は，層厚
25 ～ 30 cm，灰白色細粒で，主として平板状の火山ガラ
スから構成され，重鉱物はほとんど含まれない．火山ガ
ラスの化学組成は TiO2 や MgO が少なく，K2O が比較的
多いなどのほかに，Ba が 300 ppm 以下と非常に少ない
ことが特徴である（第 7. 1 表）．このような特徴を持つ
テフラには，和歌山平野根

ね ご ろ

来地区のボーリングコアで見
つかった V290（水野ほか，1999）及びそれに対比された
淡路島の大阪層群に挟まる研

けんじょうがおか

城ヶ丘 1 火山灰層（高橋ほ
か，1992）， 古 琵 琶 湖 層 群 の 迫

はざま

火 山 灰 層（ 横 山 ほ か， 
1979）がある（第 7. 1 表）．これらのテフラの降灰年代は
2.4 ～ 2.3 Ma と推定されている（水野ほか，1999）が，本
篠火山灰層の FT 年代及び U–Pb 年代は 2.5 ± 0.2 Ma 及
び 2.43 ± 0.06 Ma と測定され（第 7. 2 表），テフラ対比が
妥当であることを示している．このテフラは本地域の三
豊層群で最も古い時期のものであり，焼尾層が三豊層群
の上部層準だけではないことを示している．なお，植木

（2017）は，この周辺の古地磁気が逆帯磁していること

を報告していて，松山逆磁極期に相当すると考えられる．
化石

三豊市財田中の本篠南東部（地点 7.11）の焼尾層下部
からメタセコイアの球果，キクロカリア属（Cyclocarya 
sp.）の果実などの植物化石が産出した（同定は千葉大学
の百原　新博士による）．

7. 3　土柱層（Dc）

地層名
吉野川流域の特に北側に分布する，未固結の地層のう

ち，段丘堆積物，沖積層などを除いた，堆積原面が残っ
ていない地層を総称して土柱層と定義された（水野， 
1987）．これは，岡田（1970）の古期第四系に相当し，須
鎗ほか（1965）が土柱礫層と呼んだ地層のうち，段丘堆
積物を除いたものに相当する．しかし厳密には，段丘堆
積物とその下位に分布する土柱層の境界は層相だけでは
識別できず不明瞭なことが多い．水野（2016）は挟在す
る火山灰層の対比から土柱層が前期更新世の地層と誓願
寺 – 栂テフラを挟む中期更新世前半の地層に 2 分される
可能性を指摘した．本地域内に分布するこれらの地層の
年代については十分に明らかにされていないが，一括し
て土柱層と呼び，細分しない．
分布

吉野川の北岸，特に中央構造線に沿った地域に東西方

第 7. 8 図　焼尾層の露頭
三豊市財田上の戸川（付図 1 の地点 7.12）．ほとんど砂岩礫からなる．ハンマーの柄の長さは約 35 cm．
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向に広く分布すると考えられるが，段丘堆積物や沖積層
などに覆われて，地表に分布している範囲は少なく，小
規模に点在する．それらの地点は，西から三好市池田町
馬
うま

路
じ

，井
い の く ぼ

ノ久保東，三野町太
た ち の

刀野，三野町勢
せいりき

力～加
か も の

茂野
宮
みや

である．また三好市池田町市街地西のボーリング（地
点 7.43）では，段丘堆積物の下位に土柱層が確認されて
いる（岡田，1991）．
層厚

60 m 程度．
地質構造

三好市三野町太刀野や加茂野宮などでは，北側の和泉
層群分布地域から供給された扇状地あるいは崖錐成の礫
層が分布し，和泉層群の基盤に対してかなり高角度で不
整合状に覆っているところが見られる．そのため，元々
の地層の傾斜として 20° ないしそれ以上に及ぶところが
ある．ただし，中央構造線の影響を受けている可能性も
ある．三好市池田町井ノ久保東や三野町芝

し ぼ う

生では中央構
造線の断層運動の引きずりにより急傾斜している．
層相

主な地点の地質柱状図を第 7. 10 図に示す．讃岐山脈
のすぐ南に分布する土柱層は，一般には和泉層群起源の
砂岩礫主体，まれに泥岩礫を含む中礫～大礫，ところに
より巨礫（最大径 80 cm 程度に達する）の亜角～亜円礫
層からなり，三野町太刀野（地点 7.44 付近）や勢力（地
点 7.46 付近：第 7. 11 図）で典型的に見られる．三野町

芝生（地点 7.45）では砂岩，泥岩の亜角礫主体層の下位
に薄い砂質シルト層，砂層を挟んで，結晶片岩，珪質岩，
石英礫なども含む中礫～大礫サイズの亜円～亜角礫層が
見られる．三好市池田町井ノ久保東（地点 7.42）でも珪
質岩，結晶片岩，石英礫主体の細礫～大礫サイズの亜円
礫層が見られ，薄いシルト質砂層を挟み，有機質な部分
も見られる（第 7. 12 図）．和泉層群起源の礫を主体とす
る礫層と，結晶片岩類を含む相対的に円磨度の高い礫層
は，岡田（1970）の扇状地型礫層と古吉野川による本流
型礫層にあたる．なお，本地域東端のすぐ東に位置する
美馬市中

なかうえ

上に分布する本流型礫層からは，ざくろ石を含
む角閃岩，点紋角閃岩，蛇紋岩，紅簾石石英片岩などの
礫が見出されていて（中尾ほか，2009），現在それらの岩
石が分布している愛媛県の東赤石山付近からの古地理に
ついて考察されている．西端の三好市池田町下

し も う ま じ

馬路（地
点 7.41）では中央構造線沿いの川岸に急傾斜した中礫～
大礫サイズの結晶片岩礫を含む亜角礫層と植物化石を含
む有機質シルト主体層が分布していた（水野，1992；水
野ほか，1993）がこの露頭は消失している．池田町市街
地西（地点 7.43）のボーリングコアでは，地下約 15.5 m
から 76 m 付近まで，土柱層と考えられる主として中礫
サイズの結晶片岩，石英礫を含む礫層，礫まじりシルト
層などが確認されている（岡田，1991；水野ほか，1993）．
化石

池田町下馬路（地点 7.41）の有機質シルト層から，メ

第 7. 9 図　本篠火山灰層の露頭
三豊市財田上の本篠南東部（付図 1 の地点 7.10）．ハンマー（柄の長さは約 35 cm）付近の白っぽいレンズ状の層．
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タセコイアの球果が産出している（水野，1992；水野ほ
か，1993）．また池田市街地西（地点 7.43）のボーリング
コアから，メタセコイアの花粉化石が報告されている

（岡田，1991）．

7. 4　野呂内層（Nr）

地層名
讃岐山脈中に分布する，堆積原面がほとんど残ってい

ない未固結の地層で，三豊層群や土柱層との関係が不明
であるため，新称として野呂内層と命名する．
分布

三好市池田町上野呂内の鮎
あゆくるしだにがわ

苦谷川南岸（地点 7.40 付

近）に小規模に分布するのみである．かつては鮎苦谷川
に沿って分布が広がっていた可能性があり，定高性のあ
る緩斜面が点在するが，堆積物はほかの地点では確認で
きない．
層厚

60 m 程度．
地質構造

和泉層群の基盤を北に傾く斜面状に不整合に覆い，緩
く北へ傾斜する．
層相

大部分が和泉層群の砂岩礫を主とする中礫～巨礫サイ
ズ（最大径 1 m）の亜角～亜円礫層からなり（第 7. 13 図），
部分的に薄い中礫サイズの礫層，層厚 30 cm 以内のシル

第 7. 10 図　土柱層の主な地点での地質柱状図
地点番号は付図 1 に対応．

第 7. 11 図　土柱層の扇状地型礫層
三好市三野町勢力（付図 1 の地点 7.46）．和泉層群の砂岩の角～亜角礫からなる．ハンマーの柄の長さは約 35 cm．
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ト質砂層が挟まれているが側方へは連続しない．

第 7. 12 図　土柱層の本流型礫層とシルト層の露頭
三好市池田町井ノ久保東（付図 1 の地点 7.42）．中礫サイズの結晶片岩，石英などからなる亜円礫層上にシルト
質砂層～砂質シルト層が重なる．断層の影響で 40° 程度南に傾斜している．ハンマーの柄の長さは約 35 cm．

第 7. 13 図　野呂内層の露頭
三好市池田町上野呂内（付図 1 の地点 7.40）．中礫～巨礫サイズの和泉層群の砂岩礫が主体である．
ハンマーの柄の長さは約 35 cm
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本地域には，主として讃
さ ぬ き

岐山脈より北側の丘陵・台地
と吉野川流域の丘陵・台地に河川成の数段の段丘面が見
られる．また讃岐山脈内の河川沿いにも小規模に段丘面
が見られる．これらの段丘面を構成する地層を，段丘面
の現河床との比高，段丘面の開析の程度，堆積物の風化
の程度などから大きく高位・中位・低位段丘堆積物に区
分することが可能である．さらに段丘面の数や既存の対
比・年代資料を考慮し，高位段丘 1 堆積物，高位段丘 2
堆積物，中位段丘堆積物，低位段丘 1 堆積物及び低位段
丘 2 堆積物に区分した．限られた地点ではあるが，中位
段丘堆積物に阿蘇 4 テフラ，低位段丘 1 堆積物中に姶

あ い ら

良
–Tn テフラが挟まれており（森江ほか，2001；水野ほか，
1993），大まかな年代として高位段丘堆積物は中期更新
世，中位段丘堆積物～低位段丘堆積物は後期更新世に堆
積したと推定される．ただし，低位段丘 1 堆積物以外は
堆積年代を直接判断する根拠に乏しいため，本地域内の
対比でも，食い違いが生じる可能性がある．このほか，
河道沿いの低地などには沖積層が分布する．主な観察地
点を付図 1 に，地質柱状図を第 8. 1 図に示す．

8. 1　高位段丘 1 堆積物（th1）

高位段丘は台地あるいは丘陵の頂部に分布し，段丘面
はかなり開析されているものの明瞭に残っているもの
で，三

み

豊
とよ

層群，土
どちゅう

柱層，野
の ろ

呂内
うち

層のように段丘面がほと
んど保存されていないものとは区別される．この高位段
丘面はさらに比高から 2 面に区分することが可能で，よ
り高位のものを構成する地層を高位段丘 1 堆積物と呼
ぶ．主要な分布地域は，讃岐山脈より北では，まんのう
町佐

さ ぶ み

文，財
さい

田
た

川
がわ

の中流域にあたるまんのう町前山周辺，
満
まんのういけ

濃池の北，まんのう町造
そ う だ

田などで，吉野川流域では，
三好市池田町中西や東みよし町松岡付近に点在する．

堆積物はほとんどが砂礫層からなる．まんのう町佐文
（付図 1 の地点 8.7 付近）に分布するものは中礫～大礫サ
イズの細粒貫入岩類を主体とする淘汰の悪い締まった角
礫層で，扇状地成あるいは崖錐成と考えられる．満濃池
北（地点 8.9 付近）や造田（地点 8.12 付近），地

じ げ ん ぎ ょ

下清（地点
8.14 付近）に分布する段丘面は，Sangawa（1978a）の吉野
面に相当し，地層は，くさり礫化した中礫～大礫サイズ

第 8 章　段丘堆積物・地すべり堆積物及び沖積層

（水野清秀・野田　篤）

第 8. 1 図　段丘堆積物の主な観察地点での地質柱状図
地点番号は付図 1 に対応．
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（まれに最大径 40 cm の巨礫を含む）の砂岩礫主体の亜
円～亜角礫層からなり，層厚は最大 20 m である．財田
川中流域のまんのう町前山や三本松（地点 8.10 付近）に
分布する本層も，砂岩礫の中礫～巨礫サイズ（最大径 40 
cm 程度）の亜角～亜円礫層で，花崗岩礫も少量含まれ，
層厚は最大 20 m である．三本松に分布する本層は，
Sangawa（1978a）や植木・満塩（1998）では焼

や け お

尾層とされ
ているが，段丘面が保存されていて，焼尾層よりは新し
いと判断した．吉野川流域の三好市池田町中西（地点
8.16）付近に分布する本層は，結晶片岩類の基盤上に重
なり，中礫～巨礫サイズ（最大径 40 cm）の風化した結晶
片岩，珪質岩の亜円～亜角礫層からなり（第 8. 2 図），
層厚は 10 m 程度である．東みよし町昼

ひる

間
ま

の松岡（地点
8.23）付近に分布する本層は讃岐山脈南麓の箸

はしくら

蔵断層に
近接して点在しており，中礫～巨礫サイズ（最大径 40 
cm）の和泉層群起源の砂岩，泥岩の亜角～亜円礫層が主
体であるが，下部には結晶片岩，珪質岩礫を含むところ
もある．層厚は最大 50 m に達するが，下部の地層は土
柱層に属する可能性もある．

8. 2　高位段丘 2 堆積物（th2）

高位段丘 1 面よりやや低い位置に開析が進んだ段丘面
を持つ地層を高位段丘 2 堆積物と呼ぶ．広い分布地は少
ないが，讃岐山脈の北では三豊市高瀬町傾

かたぶきやま

山東麓，財田
上雉

き じ お

子尾周辺，まんのう町前山周辺，造田など，吉野川
流域では三好市池田町中西，井川町辻，東みよし町昼間

行
ゆきつね

常，三好市三野町芝
し ぼ う

生などに点在する．
三豊市高瀬町傾山東麓（地点 8.1）では，瀬戸内火山岩

類の中礫～大礫サイズの亜角～角礫層が分布していて，
古い扇状地あるいは斜面堆積物と考えられる．三豊市財
田上の戸

と

川
がわ

付近（地点 8.5 など）に分布する本層は，中礫
～大礫サイズの砂岩礫主体の亜角～亜円礫層からなり，
上部に薄いシルト層を載せる．層厚は 10 m 程度である．
まんのう町前山周辺（地点 8.8 など）の本層は，中礫～巨
礫サイズ（最大径 40 cm）の砂岩礫の亜角～亜円礫層が主
体で，10 m 前後の層厚である．これらの段丘面は概ね 
Sangawa（1978a）の炭

すみしょ

所面に相当するが，面区分が異な
る地域もある．三好市池田町中西（地点 8.15 付近）に分
布する本層は，結晶片岩，珪質岩などの亜角～亜円礫か
らなる中礫～大礫サイズの礫層で，場所によって最大径
2 m に及ぶ巨礫を含んでいる．三好市井川町井川中（地
点 8.22）に分布する本層は，中礫～巨礫サイズ（最大径
50 cm）の角～亜円礫層で，基質がシルト～砂質で締まっ
ている．扇状地成ないしは斜面堆積物と考えられ，より
新しい時期の礫層が上位に重なっているところもある．
三好市三野町芝生（地点 8.25）の本層は，層厚 6 m 以上
の中礫～大礫サイズの砂岩，泥岩礫の角～亜角礫層であ
るが，近傍には土柱層も分布していて，境界は必ずしも
明確ではない．

8. 3　中位段丘堆積物（tm）

中位段丘面は，高位段丘面に比べて段丘面の保存が良

第 8. 2 図　高位段丘 1 堆積物の露頭
三好市池田町中西（付図 1 の地点 8.16）．中礫～大礫サイズの風化した結晶片岩の亜円～亜角礫を主体とする．
薄い細礫主体層が挟まれている．ハンマーの柄の長さは約 35 cm．
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いが，低位段丘面ほどではなく，また堆積物は多少風化
して締まっている．小区域内では少なくとも 2 面に区分
できるが，全域にわたる対比が難しいため，これらをあ
わせて中位段丘面とし，その構成層を中位段丘堆積物と
する．中位段丘堆積物は，讃岐山脈より北や吉野川流域
の各地に散在しているが，主な分布地としては，三豊市
財田上の財田川中流域や東みよし町行常や宮ノ岡周辺，
加茂周辺である．

三豊市財田上の戸川（地点 8.4 など）から荒戸，まんの
う町七

しち

箇
か

本
ほん

目
め

などに分布する段丘面は，南側から財田川
本流に注ぐ扇状地成の段丘面であり，Sangawa（1978a）
は炭所面と地下清面に区分している．堆積物は，中礫～
巨礫サイズ（最大径 40 cm，まれに 1.5 m）の砂岩の亜角
～亜円礫層を主体とする．段丘面の比高が場所によって
変わるため，面区分が難しい．三豊市財田上の石

い し の し も

野下の
財田川北岸（地点 8.3）では，低位段丘 2 面を構成する層
厚 1 m ほどの砂岩礫などの中礫～巨礫サイズ（最大径 40 
cm）の亜円～亜角礫層の下位に，三豊層群よりも固結度
の低い，2 枚の有機質シルト層を挟む花崗岩質砂層，中
礫サイズの花崗岩の亜角礫層などからなる地層があり，
中位段丘堆積物に対比した．下位の有機質シルト層に挟
まる材化石の 14C 年代測定結果は >53,960 yr BP と求め
られた（第 8. 1 表，株式会社加速器分析研究所の測定に
よる）．三好市池田町白

はく

地
ち

の吉野川西岸に分布する本層
は，中礫～大礫サイズの結晶片岩などの亜円～亜角礫層
からなり，その上位を地すべり堆積物が覆っている（岡
田，2004）．東みよし町昼間行常から長

なが

手
て

，宮ノ岡に分
布する本層は，本流性の中礫～大礫サイズの結晶片岩，
砂岩礫などの亜円～亜角礫層からなる部分と，砂岩，泥
岩礫の亜角～角礫層からなる扇状地成の礫層が見られ，
特に上部では後者が優勢となる．長手（地点 8.24）に分
布する本層は，水野ほか（1993）で中位段丘 2 堆積物と
されているもので，森江ほか（2001）は層厚 10 m 程度の
本層中部のシルト層主体部最上部に，阿蘇 4 テフラ（町
田・新井，2003：約 9.0 ～ 8.5 万年前）に対比される長手
テフラを報告している．なお，吉野川流域で，より古い
中位段丘 1 堆積物の模式とされている地層は，本地域よ
り東方の阿波市長峰に分布する地層で，比較的温暖な気
候を示すヒメブナ（Fagus microcarpa）を産出し，最終間
氷期の堆積物と推定されている（須鎗ほか，1965；岡田， 

1970；水野ほか，1993）．しかし，下部に挟まる西谷火
山灰（水野，1987）の FT 年代は 0.45 ± 0.11 Ma と求めら
れていて（阿子島・須鎗，1989），西谷火山灰を挟む地層
までを一連と見るならば，この地層は高位段丘堆積物に
相当する可能性がある．本地域内では中位段丘堆積物に
ついては長手地区以外具体的な年代資料を欠いている．
東みよし町新

に い だ

居田，山
やま

根
ね

，城
じょうたに

谷などの吉野川南の山麓に
分布する本層は，小規模な扇状地成あるいは斜面堆積物
の性質を示し，主に中礫～巨礫サイズ（最大径 40 cm）の
結晶片岩の亜角～角礫層からなり，10 m 程度の層厚を
有する．

8. 4　低位段丘 1 堆積物（tl1）

低位段丘堆積物は，段丘面の現河床との比高が小さく，
面の保存も良く，堆積物も新鮮で風化していないもので，
少なくとも 2 面に区分が可能であり，上位（古い方）か
ら低位段丘 1 堆積物，低位段丘 2 堆積物と呼ぶ．低位段
丘 1 堆積物は，讃岐山脈北では財田川や土

ど き

器川
がわ

の本流，
支流に沿って細長く分布しており，讃岐山脈内でも河川
沿いに散在している．吉野川沿いでは比較的広い分布が
見られる．

讃岐山脈より北や讃岐山脈内に分布する低位段丘 1 堆
積物は，多くは砂礫層から構成され，層厚も 10 m 以内
が多い．まんのう町佐文（地点 8.6 など）では，中礫～大
礫サイズ（まれに最大径 50 cm）の花崗岩類の角～亜角礫
を主体とする礫層，三豊市財

さ い た な か

田中の長野（地点 8.2）では
中礫～巨礫サイズ（最大径 60 cm）の砂岩礫の亜角～亜円
礫層からなる．また，まんのう町吉野五

ご

毛
もう

（地点 8.11）
では，層厚 7 m 程度，中礫～巨礫サイズ（最大径 50 cm）
の砂岩主体の亜角礫層中に薄い有機質砂層～シルト層が
2 枚挟まれている．下位の有機質砂層～シルト層に挟ま
る材化石の 14C 年代がおよそ 36,000 ～ 37,000 cal yr BP
と求められた（第 8. 1 表）．三好市池田町市街地の載る
段丘面（地点 8.17 など）は，中礫～巨礫サイズ（最大径
40 cm）の結晶片岩，砂岩礫の亜円礫層が主体である．
岡田（1968）によると層厚は 20 m 程度以内とされ，本層
に挟まるシルト層中の材化石から 14C 年代測定値とし
て，27,700 ± 600 yr BP，23,600 ± 1,000 yr BP が求められ
ている．Goto（2018）によると，三好市池田町西

にししゅうづ

州津に

第 8. 1 表　段丘堆積物中の木片の 14C 年代測定値一覧
試料採取地点番号–試料番号（付図 1 の地点 8.11–C2 及び地点 8.3–C1）は，地質図の試料地点番号 13 及び 14 にそれ
ぞれ対応する．
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見られる露頭（地点 9.14 近傍）では，層厚 2 m ほどの亜
角礫層の上に有機質部を挟む層厚 5 m 程度のシルト層
が重なり，有機質部上部の木片の 14C 年代測定結果は
17,122 ～ 16,639 cal yr BP と求められている．東州津（地
点 8.18 周辺）に分布する本層は，中礫～巨礫サイズ（最
大径 80 cm）の砂岩，泥岩礫の淘汰度の低い角礫層から
なり，斜面崩壊堆積物あるいは地すべりの二次堆積物と
推定される．さらに東の敷地（地点 8.20 付近）では，堆
積物は中礫～大礫サイズの結晶片岩，砂岩，石英などの
亜円～亜角礫層である．三好市三野町清水（地点 8.26）
では，層厚 8 m 以上の中礫～巨礫サイズ（最大径 40 cm）
の砂岩礫を主とする角～亜角礫層が見られ，間に薄いシ
ルト層と厚さ 20 ～ 30 cm の火山灰層が挟まれている（第
8.3 図）．この火山灰層は，平板状の火山ガラスを主体と
し，その屈折率は n = 1.497 ～ 1.500 で，姶良–Tn テフラ

（町田・新井，2003：約 3 万年前）に対比されている（水
野ほか，1993）．

8. 5　低位段丘 2 堆積物（tl2）

低位段丘 2 面は，段丘面の保存が良く，また，沖積面
との比高は小さい．Sangawa（1978a）は讃岐山脈北側の
まんのう町七箇周辺や造田の内

ないでん

田周辺で，沖積面とわず
かな比高で接する段丘面（造田面及び内田面）を示して
いるが，側方ではこれらの面と沖積面の比高がほとんど
なくなり，区別が難しいため，本地域ではこれらの面を
沖積面に含めた．低位段丘 2 面を構成する堆積物は，低

位段丘 1 堆積物と同様に，現河道に沿って細長く分布す
る．

財田川流域（地点 7.26，8.3 など）に分布する本層は，
概ね層厚 5 m 以内で，中礫～巨礫サイズ（最大径 40 cm）
の亜円～亜角礫層を主体としていて，礫は新鮮である．
吉野川沿いに分布する本層は，確認できる露頭が少ない
が，比較的締りが緩く，新鮮な礫層から構成されること
が多い．東みよし町昼間の光

こうみょうじ

明寺（地点 8.21）では段丘
面を構成している層厚 4 m 以上の砂岩，泥岩礫の中礫～
巨礫サイズ（最大径 60 cm）の亜円～亜角礫層の上に薄い
礫まじりシルト層が重なり，さらに層厚 10 cm の火山灰
層が載っている．このテフラは風成と考えられ，薄手の
平板状ガラスを主体とし，その屈折率は n = 1.508 ～
1.512 で，水野ほか（1993）は鬼界アカホヤテフラ（町田・
新井，2003：約 7.3 千年前）に対比した．さらに上位に層
厚 1.5 m の土石流あるいは崩れと思われる淘汰度の低い
砂岩，泥岩の角礫層が重なっている．この少し東に位置
する東みよし町松岡での低位段丘 2 面から沖積扇状地面
上でのボーリング資料（徳島県，2020）によると，表層部
6 m 以内が N 値の低い部分的にシルトまじりの砂礫層
で，完新世の扇状地堆積物に相当すると考えられ，その
下位に相対的に N 値が高い砂礫層がある．下位の砂礫
層が低位段丘 2 堆積物と推定される．また，両層の境界
に薄いシルト質砂層～火山灰質層が挟まっているところ
が見られ，鬼界アカホヤテフラの可能性がある．東みよ
し町阿波加茂駅周辺では沖積面に取り囲まれて比高 1 m
程度の低位段丘 2 面と考えられる段丘面が分布する．そ

第 8. 3 図　低位段丘 1 堆積物に挟まる姶良–Tn テフラ
三好市三野町清水（付図 1 の地点 8.26）．ハンマー（柄の長さは約 35 cm）の
位置の白っぽい層．上下は砂岩礫を主体とする角～亜角礫層
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の付近のボーリング資料（徳島県，2020）によると，沖積
面下の堆積物はシルトまじり砂層～砂質シルト層が優勢
で，低位段丘 2 面下の堆積物は，主に砂礫層からなる．

8. 6　地すべり堆積物（ls）

本地域の讃岐山脈には，大規模な徐動性地すべりが数
多く見られる（第 8. 4 図）．地質図に示した地すべり堆
積物の分布域は，現地調査の結果に加え，国土地理院の
空中写真，都市圏活断層図（後藤ほか，1999）と地すべり
分布図（清水ほか，2006）を参考にした．西の三好市池田
町白地から池田町西山までは南向き斜面に，東みよし町
東山から東みよし町足

あ し ろ

代・三好市三野町太
た ち の

刀野山にかけ
ては主に東向き斜面に見られる．和泉層群の地すべりに
は，地層の傾斜方向と斜面の傾斜方向が一致する流れ盤
斜面で発生したものが多いとされ（寺戸，1986；上野，
2000），本地域の地すべりも向斜構造によって東向きに
傾斜する斜面の流れ盤に多い．地すべりによって形成さ
れた緩斜面の地表傾斜は 12 ～ 16° 程度であり，周囲の
斜面傾斜 30 ～ 45° と比較してかなり緩く，畑地や集落
として利用されている（第 8. 4 図 a，b）．地すべり堆積物
の表層部には，崖錐堆積物状の角礫層が見られる．角礫
層は，和泉層群砂岩の細礫～巨礫サイズの角礫を多く含
み，砂岩や泥岩の粉砕物あるいは土壌からなる基質に取
り囲まれる産状を示す（第 8. 5 図）．堆積物は未固結で
脆く，崩れやすい．

本地域の代表的な地すべりとして，馬
う ま じ が わ

路川沿いで最大
級の規模を持つ三好市池田町白地の井

い の く ぼ

ノ久保地すべり
（東西約 1.5 km 幅，南北約 1.0 km 幅）がある（第 8. 4 図
c）．馬路川左岸側（北側）斜面からの地すべり体は，馬
路川を閉塞させており，その開析の程度から，地すべり
の発生は更新世後期の低位段丘と同時期と推定されてい
る（長谷川，1999）．三谷ほか（2009）は空中電磁法による
比抵抗構造探査から，井ノ久保の大規模地すべりの周辺
では，地すべり堆積物とその基盤岩が低比抵抗であるこ
とを示し，大規模地すべりの発生には地下の低比抵抗
帯，すなわち中央構造線に沿う熱水変質による粘土化帯
が素因となっている可能性を示した．井ノ久保地すべり
は池田断層によって分断され，地すべり体は右横ずれ変
位を示している（長谷川，1999）．ただし，加藤・横山

（2001）と加藤（2015）は，井ノ久保地すべりの下に中央
構造線が低角度の断層面を持つ衝上断層として存在して
いると考えている．

もう 1 つの代表的な地すべりとして，三好市池田町の
シ ン ヤ マ 地 す べ り が あ る（ 岡 田，1968； 古 谷，1977； 
Okada，1980；長谷川，1995，1999）．池田断層の南側に位
置する三好市池田町シンヤマには，和泉層群の砂岩泥岩
のみからなる厚さ 30 m 以上に及ぶ角礫層がある（第 8. 5
図 b）．この角礫層の下位には，結晶片岩類の大礫サイ

第 8. 4 図　讃岐山脈に見られる地すべり地形
（a）地すべりによる山腹の緩傾斜面．地すべり岩体
上面は耕作地や集落として利用されている．三好市
三野町太刀野山，河内谷川の右岸を左岸から望む．

（b）三好市池田町白地馬場の地すべり地形．吉野川
左岸から北東を向いて撮影．（c）井ノ久保地すべり．
池田町シンヤマから西を向いて撮影．
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ズの亜円礫や腐植層や木材を含む崖錐層があり，その木
材の 14C 年代は 32,600 + 5,830 − 3,340 yr BP であった（岡
田・堤，1990）．吉野川左岸側の讃岐山脈の南縁斜面で
発生した地すべりが，右岸側の崖錐層に乗り上げて，堆
積したと考えられている．

8. 7　沖積層（f, v, a）

沖積層は，低地を形成している地層で，分布形態から，
扇状地堆積物（f），谷底低地堆積物（v），現河床堆積物

（a）に区分した．これらとは別に，ある程度の広さを持

つ人工的な埋立地・盛土（r）を地質図に示した．
扇状地堆積物は，山地や丘陵と低地の境界部に分布し，

低地の中心部に向かって緩斜面を形成している．讃岐山
脈より北や山脈内では小規模なものが多いが，讃岐山脈
南麓部では特に山地内から低地に出たところに比較的広
く発達している．堆積物は砂礫層が主体である．

谷底低地堆積物は，現河川によって形成された谷底低
地を埋める地層で，讃岐山脈より北では財田川，土器川
の本流，支流にそって幅狭く分布する．まんのう町七箇
や造田内田付近ではやや広い分布を示すが，厳密には低
位段丘 2 堆積物も含まれている．吉野川本流に沿っては

第 8. 5 図　地すべり堆積物の露頭写真
地すべり地域に見られる角礫層．中礫～
巨礫サイズの角張った和泉層群の砂岩礫
を含み，非常に淘汰が悪い．（a）地すべ
り崩落崖の冠頂付近に見られる角礫層．
三好市池田町西山（付図 1 の地点 8.27）．
この地すべりにおける角礫層の厚さは
42 m に及ぶとされる（長谷川，1992b）．

（b）池田町シンヤマの地すべり堆積物．
池田町シンヤマ（付図 1 の地点 8.28）．
写真撮影位置は付図 1 に示す．



− 122 −

比較的広い分布が見られる．堆積物は固結度の低い，礫
層，砂層，シルト層からなり，層厚は概ね 10 m 以内で
ある．

現河床堆積物は，財田川，土器川，吉野川本流の河床
に堆積している地層であり，いずれも中礫～巨礫サイズ

の亜円～亜角礫が多く，層厚は最大 2 m 程度であるが，
吉野川の三好大橋下流の中州（地点 8.19）では，6 m に達
する部分もある．また局所的には，砂層や木片を含んで
いるところがあり（第 8. 6 図），大雨により増水した後
には分布が変化する．

第 8. 6 図　現河床堆積物
三好市池田町三好大橋下流の中洲（付図 1 の地点 8.19）．礫層の中でも比較的細粒の部
分．ペン先の少し下位に植物片が含まれている．ペンの長さは約 14 cm．



− 123 −

第 9 章　中央構造線及び讃岐山脈北麓の断層

（野田　篤・水野清秀）

9. 1　中央構造線

地質境界としての中央構造線は，西南日本の内帯と外
帯を境する構造線であり，本地域では和泉層群（内帯）
と三波川コンプレックス（外帯）との境界に相当する．
中央構造線はその活動履歴や運動の性質から，地質境界
としての中央構造線と活断層としての中央構造線活断層
系とに区別できる．

9. 1. 1　中央構造線（地質境界）
中央構造線は，内帯（領家コンプレックスと和泉層群）

と外帯（三波川コンプレックス）とを境する地質境界と
しての断層を指し，その断層面は低角な北傾斜であると
される（Ito et al.，1996，2009）．この中央構造線の活動時
階についての研究は古くから行われてきた（Kobayashi, 
1941；中川・中野，1964a，b；中川，1965）が，ここでは，
Kubota et al.（2020），池田ほか（2017），野田ほか（2017b）
を基に，白亜紀以降の中央構造線の活動履歴をまとめ
る．
鹿塩時階（後期白亜紀前期）

中 央 構 造 線 の 形 成 初 期 は 鹿 塩 時 階 と 呼 ば れ る
（Kobayashi，1941）．この頃の中央構造線は，中部地殻
（深度 15 km）に位置する水平な剪断面を伴うデタッチメ
ント断層で，大規模な左横ずれ（上盤が西へ移動する）
運動を伴っていた（Okudaira et al.，2009）．この当時にお
ける中央構造線の地表の位置は，和泉層群堆積盆の南側
にあったとされる（Okudaira et al.，2009）．西南日本の領
家帯の領家花崗岩類とマイロナイトの形成年代として，
それぞれ 100 Ma 及び 95 ～ 85 Ma の CHIME 年代が報告
されていることから（Suzuki and Adachi，1998），中央構
造線の形成は後期白亜紀の前期頃（100 ～ 85 Ma）に始
まったと考えられ，イザナギプレートが北北東 – 南南西
方向に延びる海溝に対して，およそ 20 cm/yr に及ぶ速
度で北北西方向へ斜めに沈み込む時期に相当する（Seton 
et al.，2012）．ただ，この時期に形成されたマイロナイ
トは，現在の中央構造線とは無関係とする考えもある

（磯﨑ほか，2010；長谷川ほか，2019，2020）．
和泉時階（後期白亜紀後期）

和泉層群堆積盆の形成時期に相当する（青矢ほか，
2013）．中央構造線は，引き続き左横ずれの影響を受け
ており，領家帯のマイロナイトの変形センスから上盤が
西へ移動する左横ずれ断層運動が推定されている．四国

から近畿地方では，後期白亜紀の後期（カンパニアン期
～マーストリヒチアン期；84 ～ 66 Ma）から暁新世半ば
頃（～ 60 Ma）にかけて，領家コンプレックスを不整合
に覆うように浅海～深海成堆積物（和泉層群）が堆積し
た．和泉層群は，領家帯～山陽帯に分布する火山岩・花
崗岩礫に加え，変成泥岩やチャートの礫を含む（西村，
1984；Yokoyama and Goto，2000）ことから，後期白亜紀
の花崗岩類・変成岩類は，この時期までに削剥を受ける
までに隆起した後，和泉層群堆積盆の基盤として沈降を
開始した．

領家帯～山陽帯にかけての地域が隆起・圧縮するのと
同時に和泉層群堆積盆が沈降する状況として，横ずれ断
層運動によるプルアパート堆積盆の形成が考えられてい
る（宮田，1990；山北・伊藤，1999；Noda and Toshimitsu， 
2009）．東ほど若い堆積年代を示す和泉層群の累重様式
は，この堆積盆の形成が左横ずれ断層に関連した堆積盆
形成の段階的東進を示唆している．

和泉層群と対比可能な白亜系は九州中西部にも存在す
るが，和泉層群の堆積年代よりもやや古いもの（御

み ふ ね

船層
群・御所浦層群・大野川層群）と同年代のもの（姫浦層群）
がある（安藤・高橋，2017；堤ほか，2018）．また，四国・
近畿・中部・関東地方，さらには東北地方の阿武隈山地
東縁にも，和泉層群砂岩の砕屑性ジルコン年代と良く似
た年代スペクトルを示す白亜系整然層が細切れに分布す
る（例えば，四国の二

にぎゅう

及層，紀伊半島の北
きただに

谷層・御
ごりょう

霊層・
鳥
と や じ ょ う

屋城層，三河大野地域の七
ななさといっしき

郷一色層，関東山地の初
し ょ や

谷
層，北関東の那

な か み な と

珂湊層群磯
いそあい

合層，阿武隈山地東縁の双
ふ た ば

葉
層群玉

たまやま

山層など：中畑ほか，2016；長谷川ほか，2019， 
2020）．これらの年代値から，領家帯～山陽帯の南縁に
堆積盆を形成した断層運動の主要な活動時期は，後期白
亜紀の後半から古第三紀初期（90 ～ 60 Ma）であると推
測される．
市ノ川時階（古第三紀始新世～暁新世）

本時階は，三波川コンプレックスの低温高圧型の変成
岩類が地下深部から減圧しながら地表へ上昇する時期に
相当し，緩やかに北に傾斜する正断層に沿って，上盤が
北へ移動する運動を伴う（Takeshita et al.，2015；Kubota 
and Takeshita，2008；Kubota et al.，2020）．中部地方にお
ける約 65 Ma の領家花崗岩類には，中央構造線の断層
面に直交する方向の最小応力（σ3）軸が記録されている
ことから，領家帯においても伸長応力場であった可能性
が指摘されている（金井ほか，2014；Kanai and Takagi, 
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2016）．三重県の中央構造線近傍では，領家花崗岩類の
トーナル岩（母岩のジルコン FT 年代，70 Ma）中のシュー
ドタキライトが約 60 Ma の FT 年代を示すことから，領
家コンプレックスと三波川コンプレックスが脆性的な破
砕を伴って接するようになった時期と考えられている

（Takagi et al.，2010）．また，淡路島の領家花崗岩類（K–
Ar 年代，88 ～ 70 Ma）を切る野島断層のシュードタキラ
イトから，約 56 Ma のジルコン FT 年代が得られてお
り，野島断層の活動開始時期もこの時階に対比できる

（Kubota et al.，2020）．
上部白亜系の和泉層群は三波川コンプレックス起源の

砕屑物を全く含まず（例えば，西村，1984），始新世の渦
鞭毛藻化石を含むひわだ峠層には三波川コンプレックス
の礫が含まれる（成田ほか，1999；越智ほか，2014）ため，
市ノ川時階の活動期間の上限は，ひわだ峠層の堆積以前
に制約される．

古第三紀暁新世はイザナギプレートと太平洋プレート
との間の海嶺が沈み込む時期と一致する（Whittaker et al., 
2007）ため，Kubota et al.（2020）はこの沈み込む海嶺の
浮力によって広域的に引張場となり，中央構造線の正断
層運動が引き起こされたと考えた．四国各地の中央構造
線断層露頭から，この時階に対応する断層ガウジの K–
Ar 年代（62.9 ～ 57.8 Ma）が得られている（高木・柴田，
1992；Kubota et al.，2020）．本地域内では，東みよし町
昼
ひ る ま

間の泥質片岩中の断層ガウジから 60.1 Ma，三好市池
田町下

しもうま

馬路
じ

の緑色片岩に由来する断層ガウジから 62.9 
Ma の K–Ar 年代が報告されている（柴田ほか，1989；高
木・柴田，1992）．以上のことから，本時階の活動時期
は 63 ～ 57 Ma（後期暁新世～前期始新世）と推定される

（高木・柴田，1992；Kubota et al.，2020）．
先砥部時階（中期始新世）

左横ずれを主体とし，北上がり成分を持つ南北圧縮を
伴う（Kubota and Takeshita，2008；Kubota et al.，2020）．
和泉層群の褶曲群が形成された時期に相当する．讃

さ ぬ き

岐山
脈の和泉層群に発達する右雁行配列の褶曲軸や断層は，
左横ずれ圧縮を示唆している．その主断層の位置は現在
の堆積盆の南縁（切断されていて現在は見えない）に
あったと推測される．このセンスの変位を示す断層のガ
ウジから，47 ～ 46 Ma（中期始新世）の K–Ar 年代が得
られている（Kubota et al.，2020）．

市ノ川時階から先砥
と べ

部時階までの間に，沈み込むプ
レートはイザナギプレートから太平洋プレートに変わ
り，沈み込みの速度も 20 cm/yr から 6 cm/yr に低下した

（Seton et al.，2012）．この時期の太平洋プレートは北西
方向へ沈み込んでおり，北北東 – 西南西方向に延びる沈
み込み帯に対して，わずかに斜交する方向へ沈み込んで
いたとされる．
砥部時階（中期中新世）

衝上断層が発達した圧縮期に相当する．松山南東部地

域における砥部 – 花山（北谷）衝上断層系では，北側の
和泉層 群が南側の久万層群に，南側の唐崎マイロナイ
ト・三波川コンプレックスとそれを覆う久

く ま

万層群が北側
の和泉層群に，それぞれ左横ずれを伴って衝上している

（竹下，1993；武田，1996）．
久万層群の上位の石鎚層群には変形の影響が認められ

ないことから，砥部時階の衝上運動は久万層群の堆積後
から石鎚層群の堆積前までの時期，すなわち前期中新世
末～中期中新世初頭（約 15 Ma 頃）の比較的短い時期に
起こったものと考えられている（竹下ほか，2000）．

また，中新統の久万層群は和泉層群・三波川コンプ
レックス・唐崎マイトナイトを不整合に覆う（高橋，
1977；武田，1996）ことから，砥部時階の活動時期の下
限は久万層群の堆積開始時期に制限される．久万層群の
堆積年代を示唆するデータとして，そこに挟在する凝灰
岩から 18.4 ± 1.5 Ma ～ 16.5 ± 0.7 Ma の FT 年代値が報告
されている（鹿島・武智，1996；成田ほか，1999）．

先砥部時階から砥部時階にかけての後期始新世から漸
新世（37 ～ 28 Ma）は，太平洋プレートの沈み込み方向
が島弧にほぼ直交する方向へ変化したことから，中央構
造線の横ずれ運動は再活動していないとされる（Kubota 
et al.，2020）．一方，柴田ほか（1989）は三好市池田町
州
しゅうづ

津の中央構造線の泥質片岩由来の断層ガウジから 31
～ 27 Ma の K–Ar 年代を報告し，これを砥部時階の断層
活動に対比している．
石鎚時階（中期中新世）

引張場による正断層が卓越するとともに，中央構造線
に沿って火山岩が貫入する時期に相当する．中央構造線
近傍の和泉層群や久万層群には，北落ちの正断層が確認
さ れ て い る（ 須 鎗・ 阿 子 島，1973； 高 木 ほ か，1992； 
Kubota and Takeshita，2008；Fukunari and Wallis，2007；楠
橋・山路，2001）．その断層ガウジの K–Ar 年代は 14.7 ±
0.8 Ma であり，中期中新世とされる（高木ほか，1992）．
この年代は，愛媛県西部の中央構造線沿いに貫入する火
成岩脈の K–Ar 年代（21 ～ 14.5 Ma；田崎ほか，1990；青
矢ほか，2013），和泉層群に貫入する珪長質火山岩脈の
FT 年代（14.5 Ma；野田ほか，2017b），内帯側の瀬戸内火
山岩類の珪長質火成活動の年代（14.4 ～ 14.3 Ma；巽ほ
か，2010），外帯側の石鎚火成岩類の K–Ar 年代（17 ～ 15 
Ma；竹下ほか，2000）とほぼ一致するため，中央構造線
沿いの正断層運動は瀬戸内火山活動に呼応している可能
性がある．本地域でも，中央構造線沿いに貫入する火山
岩はある（長谷川ほか，1996）が，本時階に相当する年代
値の報告はない（田崎ほか，1993；田村ほか，2007）．ま
た，中央構造線活断層系の伊予・池田・三野及び石鎚断
層の破砕帯からマグネサイト・ドロマイト・スメクタイ
トで特徴づけられる変質帯が報告されており，中央構造
線に沿って熱水変質があった可能性が示唆されている

（長谷川ほか，1996，2001a，b）．
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9. 1. 2　中央構造線活断層系
讃岐山脈南麓地域における第四紀の中央構造線の活動

については，特に下部更新統の土
どちゅう

柱層と和泉層群あるい
は三波川コンプレックスの変成岩類などの基盤岩類が接
する断層露頭について，古くから報告があり（今村ほか， 
1949；中野・今村，1951），白

はく

地
ち

衝上，芝
し ぼ う

生衝上，荒川
衝上などと呼ばれている（例えば，中川・中野，1964a，
須鎗ほか，1965，槇本ほか，1968，須鎗・阿子島，1978）．
これらの断層変位地形は明瞭ではなく，水野（1987，
1992）はこれらの断層が土柱層分布の北縁を限っている
ことから，断層の活動が土柱層の堆積運動と密接に関連
していると指摘した．この断層活動時期が中央構造線の
菖
しょうぶだに

蒲谷時階（Kobayashi，1941）と呼ばれるものである．
また，和泉層群が低角で衝上しているところは地すべり
あるいは重力的な変形である可能性も指摘されている

（岡田，1970；長谷川，1992a）．一方，断層が未固結層と
接する表層部で低角化しながら発達するという指摘（例
えば，横山，2016）もある．

これらの変位地形の不明瞭な断層とは別に，Kaneko
（1966）や岡田（1968，1970，1973a）などは段丘堆積物を
変位させ，明瞭な右横ずれ変位地形を有する断層を見出
し，岡田（1973b）はこの右横ずれ運動が卓越する中央構
造線活断層系が最も新しい運動を示すものであるとし
た．荒川断層を除いて，第四紀における新旧の断層の位
置はほとんど一致している（例えば，水野ほか，1993）た
め，特に土

どちゅう

柱層のみを変位させている低角逆断層が活断
層なのかどうか，判断が難しいところもある．

本地域内に分布する中央構造線活断層系に属する断層
は，主に池田断層，箸

はしくら

蔵断層及び三
み の

野断層である（岡田，
1968，1970）．活断層の分布は，水野ほか（1993），後藤
ほか（1999），後藤・中田（2000）に詳しく示されている．
また，三野断層では，活断層のトレンチ調査が実施され
ている（徳島県地域活断層調査委員会，2000；森野ほか，
2002）．活断層の分布やその活動度，段丘堆積物との関
係などについて，岡田（2016，2020）の詳細な解説がある．

9. 1. 2. 1　池田断層
池田断層（岡田，1968）は，愛媛県四国中央市豊岡町

から徳島県三好市三野町太
た ち の

刀野付近まで N75°E 走向に
直 線 状 に 約 46 km 続 く 長 大 な 活 断 層 で あ る（ 岡 田，
2016）．以下，本地域内における断層地形，地層の変形
が見られる露頭などについて，西より順に記載する．

三好市池田町馬路地区では，吉野川支流の馬路川の少
し北を池田断層が通過する．通称深川谷入り口（付図 1
の地点 7.41）は，中川・中野（1964b），岡田（1968），古
谷（1977），須鎗・阿子島（1978）が報告している露頭で，
土柱層に属する結晶片岩礫の中礫～大礫サイズの亜角礫
層と材化石を含むシルト主体層が急傾斜しており，破砕
された和泉層群と N48°E，20°N の面（断層面か地すべり

面かは不明）を境に接していたが，この露頭は消失して
いる．断層ガウジの K–Ar 年代として，62.9 ± 1.5 Ma が
報告されている（柴田ほか，1989）．この露頭よりもさら
に南に和泉層群の分布が見られ，この部分は地すべり堆
積物と考えられる（水野ほか，1993）．池田町井

い の く ぼ

ノ久保東
（地点 7.42 近傍）の断層露頭は Kato and Yokoyama（2014）
が報告しており，土柱層と三波川コンプレックスの変成
岩起源の断層ガウジが N35°E，30°S 方向の断層面で接し
ている．さらに東の地点 9.13（付図 1）は白地衝上の模式
地（中川・中野，1964b）で，土柱層の礫層上に和泉層群
が 30° 程度の低角で衝上している（中野・今村，1951）．
岡田（1968）は池田断層がこの近傍を通過し，断層面は
60 ～ 80° の高角であると推定して，低角逆断層に見え
るのは地すべりや斜面崩壊などの影響によるものと考え
ている．しかし，これらの低角断層が活断層とは異なる
土柱層堆積頃の断層運動（菖蒲谷時階の断層運動）を反
映している可能性も考えられる．水野ほか（1993）は，
活断層と低角逆断層の部分を区別して図示したが，本地
質図では区別していない．なお，後藤ほか（1999），後藤・
中田（2000）は，馬路付近で池田断層の約 500 m 南に，
東西走向の活断層を引いているが，明瞭な活断層とは判
断できなかったため，地質図には示していない．

池田町市街地付近では，北側隆起の池田断層の断層崖
が明瞭であり（第 9. 1 図），低位段丘 1 面と堆積物の分
布から，約 3 万年間の水平変位量は右ずれ 200 m 前後，
垂直変位量は北側隆起約 50 m とされた（岡田，1968）．

池田町州津から東みよし町昼間の間でも，低位段丘 1
面を変位させる比高 5 ～ 15 m 程度の直線的な低断層崖
が連続する（岡田，1968；水野ほか，1993）．西州津（地点
9.14）では，低位段丘 1 面を構成する礫層と和泉層群と
が N75°E 走向，60 ～ 80°N の傾斜を示す断層面で接す
る断層露頭が報告されている（岡田，2016）．鮎

あゆくるしだにがわ

苦谷川河
床（地点 9.15 付近）では，和泉層群と結晶片岩類の破砕
帯が観察され，断層ガウジの K–Ar 年代は 26.6 ± 1.4 
Ma，31.0 ± 1.4 Ma と求められている（柴田ほか，1989）．
また東岸では低位段丘 2 堆積物と推定される中礫～巨礫
サイズ（最大径 40 cm）の砂岩の亜角～亜円礫層と破砕帯
がほぼ東西走向，78°N 傾斜の断層面で接していた（第
9. 2 図）．東州津では低位段丘 1 面を開析する小規模な
谷 に 45 ～ 50 m の 右 ず れ 屈 曲 が 認 め ら れ る（ 岡 田， 
1968；水野ほか，1993）．さらに東の小

お

川
がわだにかわ

谷川河床には，
和泉層群と結晶片岩類の破砕帯が見られ，指交状の差し
違え構造が見られる（岡田，1968）．この断層ガウジの
K–Ar 年代は，60.1 ± 1.4 Ma と求められている（柴田ほ
か，1989）．

池田断層の低断層崖は，東みよし町昼間から宮ノ岡に
かけても直線的に連続する．昼間付近の低位段丘 2 面に
は比高 4 ～ 8 m の，東みよし町昼間行

ゆきつね

常付近の中位段丘
面には比高 25 ～ 30 m の低断層崖が見られる（岡田， 
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第 9. 1 図　池田断層の低断層崖
三好市池田町池田市街地北．西方を望む．

第 9. 2 図　池田断層の露頭写真
三好市池田町西州津（付図 1 の地点 9.15）．和泉層群の破砕帯と低位段丘 2 堆積物に属すると考えられ
る砂岩主体の礫層がほぼ東西走向の断層で接している．扁平礫が引きずられ再配列している．ただし，
近傍に現河床礫も分布している．破砕帯中の白色部は貫入岩の破砕ブロックの可能性がある．東方を
望む．ハンマーの柄の長さは約 35 cm．
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1968；水野ほか，1993）．Goto（2018）は行常付近の中位
段丘面の垂直変位量を約 43 ～ 45 m と見積もり，低位段
丘 1 面の垂直変位量を約 7 m，右ずれ変位量を 110 ± 2 
m 及び 150 ± 5 m と見積っている．地点 9.17 では中位段
丘堆積物と考えられる中礫～大礫サイズの砂岩・泥岩礫
の角～亜角礫層が幅 5 m 以上にわたり急傾斜している
露頭が見られた．中ノ段では低位段丘 1 面に比高 15 m
の低断層崖が見られ，また小規模な谷に 70 m 程度の右
ずれ屈曲が見られる（岡田，1968）．堤・後藤（2006）は，
山口での黒

くろかわはらたにがわ

川原谷川西岸側に見られる沖積段丘（本地質
図では谷底低地堆積物に含めている）面の比高約 50 cm
の西向き段丘崖が 7.0 ± 0.2 m 右ずれしていると見積り，
この値が池田断層の最新活動による右ずれ量である可能
性を指摘している．宮ノ岡では和泉層群と結晶片岩類の
断層破砕帯が見られる（中川・中野，1964a）．また，須鎗・
阿子島（1978）は，吉野川北岸用水トンネル内で結晶片
岩破砕帯と礫層が傾斜 60°N の断層面で接していること
を報告している．

最近，Ikeda et al.（2020）は，東みよし町加茂の吉野川
右岸の河床から和泉層群と三波川コンプレックスが接す
る断層露頭を報告した．ここでは，三波川変成岩が 10 
m 以上の幅を持つ断層ガウジを形成しており，右横ずれ
の顕著な変形構造を示す．

9. 1. 2. 2　箸蔵断層
箸蔵断層（水野ほか，1993）は，三好市州津から東みよ

し町足
あ し ろ

代にかけて，池田断層のおよそ 500 m 北を池田断
層とほぼ平行に約 7 km 連続する活断層である（岡田， 
1968，2016）．しかし，変位地形が比較的明瞭な範囲は，
東みよし町昼間から足代の間で，地質図ではこの範囲を
示した．松岡から行常にかけては，高位段丘面の高まり
が小丘状に点在していて，その北側に北落ちの断層が推
定される（水野ほか，1993）．地点 9.16 では，中位段丘ま
たは高位段丘 2 堆積物と推定される結晶片岩礫を少量含
む砂岩礫主体の中礫～巨礫サイズ（最大径 80 cm）の亜角
～角礫層と南側の破砕された和泉層群の泥岩層が
N42°E，60°S の面で接していて，見かけは逆断層に見え
るが，地すべりの可能性もある．長手では，森江（2003）
によって阿蘇 4 テフラを挟む中位段丘堆積物分布の北縁
部（地点 8.24 北）にこの堆積物を変位させる断層露頭が
報告されている．そこでは断層ガウジは N77° ～ 90°E，
47° ～ 66°S の走向・傾斜を示し，北側隆起で，中位段
丘堆積物基底の礫層の高度差は 23 m に及ぶとされてい
る．この断層の 100 m 程度南にも和泉層群と中位段丘堆
積物が断層で接する小露頭が見られ（第 9. 3 図），断層
面は，N84°W，76°N の走向傾斜で，南側隆起の正断層
と考えられる．足代宮ノ岡北部（地点 9. 18）では，淘汰

第 9. 3 図　箸蔵断層の副断層露頭写真
東みよし町長手（付図 1 の地点 8.24）．和泉層群の泥岩層と中位段丘堆積物の亜円礫層が北
落高角の正断層で接する．境界部には部分的に幅 4 cm ほどの断層ガウジがある（写真下
部）．また礫層は断層の近傍で急傾斜する．西方を望む．ハンマーの柄の長さは約 35 cm．



− 128 −

度の低い砂岩，泥岩の中礫～巨礫サイズ（最大径 60 cm）
の角礫層が，北側の和泉層群の砂岩層と N58°W，40°N 
断層面で接していて，境界には幅 3 cm ほどの断層ガウ
ジが形成されている．この角礫層は土柱層と推定され，
また断層地形も明瞭ではない．このように，池田断層の
北側にほぼ平行な走向で数本の断層が存在する可能性が
ある．

9. 1. 2. 3　三野断層
三野断層（岡田，1970）は，池田断層から分岐する形

で三好市三野町太刀野から美馬市脇町西部まで約 13 km
にわたって分布し，全体的にはほぼ東西方向であるが，
湾曲部や枝分かれした断層もいくつか見られる（水野ほ
か，1993；後藤ほか，1999）．

三野町太刀野の花園地区では，低位段丘 1 面に北側隆
起の比高 10 ～ 12 m を示す東北東 – 西南西方向の直線的
な低断層崖が見られる（岡田，1970）．河

こ う ち

内谷
だにがわ

川を挟んで
北東延長の芝生北丘陵内への明瞭な変位地形が続き，河
内谷川東岸（地点 9.19）では，結晶片岩破片を含む和泉
層群の破砕帯が認められている（岡田・堤，1990）．その
すぐ南（地点 7.45）には，“ 芝生衝上”（今村ほか，1949）
があり，土柱層の本流型・扇状地型礫層と和泉層群の破
砕帯が 30° 程度北に傾斜した低角の逆断層面で接してい
る（中川・中野，1964a：第 9 . 4 図）．三野町加

か も の

茂野宮
みや

で
は扇状地面上にわずかな崖状地形が見られる（岡田， 

1970）．さらに東の清水地区では，小規模な中位段丘面
の小丘状の高まりがあり，その北側に北落ちの逆向き低
断層崖が見られる（岡田，1970；水野ほか，1993）．逆向
き低断層崖は東隣「脇町」図幅の範囲へ続き，断層の北
側が相対的な低地となり，断層池も見られる（岡田， 
1970）．この近傍の断層崖基部でトレンチ調査が実施さ
れた（徳島県地域活断層調査委員会，2000；森野ほか， 
2002）．低地を埋積した完新世の砂礫層～シルト層が観
察され，それらの地層を切る複数の断層が見られた．鬼
界アカホヤテフラ（町田・新井，2003）以降に複数回の断
層活動があったと考えられ，最新活動時期は AD1,295
～ 1,390 以降，AD1,660 ～ 1,950 以前とされている（森野
ほか，2002）．

9. 2　讃岐山脈北麓の断層

9. 2. 1　竹成断層
竹
たけなり

成断層（寒川，1973）は，「観音寺」地域内の観音寺
市大野原町丸井付近から本地域内の三

み

豊
とよ

市財
さ い た な か

田中にかけ
てほぼ東北東 – 西南西方向に約 6.5 km 追跡される南側
隆起の逆断層である．断層西端部の岩

いわなべいけ

鍋池東の露頭（「観
音寺」地域内）では和泉層群と三豊層群が断層破砕帯を
伴い，逆断層で接している（寒川，1973）が，東方では三
豊層群神

こ う だ

田層の分布地域内を通り，地層の撓曲帯として
表れている．本地域内では断層変位地形は明瞭ではな

第 9. 4 図　“ 芝生衝上 ” 断層の露頭写真
三好市三野町芝生（付図 1 の地点 7.45）．ハンマー（柄の長さは約 35 cm）から上が破砕された和泉層
群，下が土柱層で境界面は N52°E， 30°N を示す．礫層は引きずられ傾斜している．東方を望む．
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く，また段丘堆積物の変位も見られないことから活断層
ではないと考えられる．西隣「観音寺」図幅の範囲にな
るが三豊市財田中の入

い る ひ

樋（地点 9.1 の 100 m ほど西）で
は，三豊層群神田層の花崗岩質砂まじりシルト層が北北
西方向に 80° 程度で傾斜し，それを中礫サイズ主体の神
田層の砂礫層が不整合に覆う露頭が観察された（第 9. 5
図）．これは竹成断層が神田層堆積中に断続的に活動し
ていたことを示すものと考えられる．その東の地点 9.1
では，薄いシルト層を挟む花崗岩質粗粒砂層が N58°E， 
78°S の走向傾斜で変形しており地層は逆転していると推
定される．さらに東の地点 9.2 では，花崗岩質粗粒砂層
～細礫層が幅 10 m 程度にわたって北に急傾斜している．
財田中の泉

いずみだいら

平（地点 9.3）でも，花崗岩質砂礫層が幅 7 m
以上にわたって北に最大 70° 程度の傾斜で傾いている．

9. 2. 2　江畑断層
江
え

畑
ばた

断層は，最初に Saito（1962）によって命名された
ものであるが，寒川（1973）によって再定義され，9. 2. 1
項で述べた竹成断層を除いた範囲を示す．すなわち，三
豊市財田中からまんのう町造

そ う だ

田付近まで，16 km 程度，
東北東 – 西南西ないし東西方向につながる，南側隆起の
逆断層であり，和泉層群からなる山地と三豊層群が分布
する丘陵地との境界に位置している．まんのう町江畑付
近の長さ約 2 km の範囲は，段丘堆積物を変位させてい
ると考えられ，活断層である．それ以外の地域では，三

豊層群を変位させているが，断層変位地形は明瞭ではな
く，段丘堆積物の変位も観察されないことから，活断層
ではないと考えられる．寒川（1978b），古市（1984），小
林・大北（1998）に詳しい記載がある．

三豊市財田上の雉
き じ お

子尾付近では，和泉層群からなる山
地と三豊層群財田層からなる丘陵の境界は直線的であ
り，断層露頭は確認していないが，断層の存在が推定さ
れる．財田上の戸

と

川
がわ

東方，土讃線のすぐ北の谷中（地点
9.4）では，和泉層群の砂岩層と三豊層群財田層の中礫サ
イズの礫層とが N42°E，30°S の走向傾斜を示す逆断層
面で接している．その境界には幅 5 cm 程度の断層破砕
帯が見られるが，固結している．この断層の 6 m ほど北
側にも財田層を切る小断層が見られる．まんのう町多

た じ

治
川
がわ

北の林道沿い（地点 9.5）では，和泉層群の砂岩層と三
豊層群焼尾層に相当する中礫～大礫サイズの砂岩の亜角
～亜円礫層とが逆断層で接する断層露頭が 1984 年時点
で見られたが，現時点では草に覆われて明瞭ではない．
焼尾層中には走向傾斜 N42°E，34°S の逆断層が見られ，
礫層も北側に傾斜していた．さらに 1 km ほど東方（地
点 9.6）では，三豊層群焼尾層の礫まじりシルト～砂質
シルト層上に 20° 程度の低角で和泉層群砂岩層が衝上し
ている露頭が見られた．

満
まんのういけ

濃池南のまんのう町吉野五
ご

毛
もう

南西では，和泉層群と
三豊層群の境界が断層である証拠は得られなかった．し
かし，五毛南東から江畑集落の南東までの間，2 km の

第 9. 5 図　竹成断層に沿う神田層の急傾斜帯と不整合の露頭
三豊市財田中入樋（付図 1 の地点 9.1 の西）．下部は淘汰の悪いシルト主体層で北方に急傾斜しているが，
破線より上位の砂礫主体層はそれらを不整合状に覆っている．露頭の高さは約 8 m．北西方を望む．
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間は，段丘堆積物を変位させ，活断層であると考えられ
る．江畑集落の西側を南北方向に流れる金

かなくらがわ

倉川の河床
（地点 9.8）やその東の中谷川支流谷（地点 9.9）には，和
泉層群の砂礫岩層と三豊層群財田層の中礫層とシルト層
の互層が逆断層で接する露頭がある．断層面はほぼ東西
走向，30° ～ 68° 南傾斜で，境界には幅 5 ～ 20 cm ほど
の断層ガウジが形成されている．財田層は幅 5 m 以上に
わたり急傾斜し逆転している．断層線よりも南側（地点
9.7 付近）には和泉層群を不整合に覆って三豊層群と考
えられる薄い中礫層とシルト層，それを不整合に覆う高
位段丘 1 堆積物に相当すると考えられる中礫～巨礫サイ
ズ（最大径 40 cm）の砂岩の亜円礫層が見られるが，高位
段丘の分布が断層の北側で途絶える．さらに東の中谷川
本流の河床（地点 9.10）では，三豊層群の中礫サイズの
砂岩礫を主とする角～亜角礫層とシルト層が変形し，破
砕が進んだ和泉層群と逆断層で接する露頭が報告されて
いる（小林・大北，1998）．この露頭では，三豊層群とと
もに，それを不整合に覆う砂岩礫主体の大礫～巨礫サイ
ズの亜円礫主体層も断層運動の影響を受けている（第
9. 6 図）．この礫層について，小林・大北（1998）は層準
不明としているが，高位段丘 2 面と思われる平坦面が断
層より北側でもっと高所に見られることや，河川沿いに
分布する低位段丘 1 面の標高分布と類似することから，

低位段丘 1 堆積物の可能性が高い．
中谷川の断層露頭の約 200 m 東（地点 9.11）では，三

豊層群のシルト層と和泉層群の破砕された砂岩層が
N64°W，36°S の断層面で接する露頭が観察された．そ
の地点より東ではしばらく露頭がないために断層の連続
性は不明となるが，まんのう町転

ころびし

石付近で N60°E，36°S
の走向傾斜の断層面で和泉層群と焼尾層が接する逆断層
露頭が確認されている（古市，1984）．転石東の林道鶴ヶ
谷線沿いの露頭（地点 9.12）では，破砕された和泉層群
と三豊層群焼尾層の中礫～巨礫サイズ（最大径 60 cm）
の亜円～亜角礫層が垂直に近い角度で接していたが，断
層であるかどうかは明確にできなかった．

9. 2. 3　樫原断層
斎藤ほか（1962）は，まんのう町川

かわひがし

東より，高松市の
内場ダムを通って，木田郡三木町下所の南方にいたる延
長 16 km の断層を樫

かしはら

原断層と名付けた．斎藤ほか（1962）
によれば，樫原断層は和泉層群の A 層（城山層に相当）
と B 層（引

ひ け た

田層に相当）の境界付近を通り，その走向は
東北東 – 西南西で，南に 30 ～ 40° 傾斜するとある．本
地域には，樫原断層の西端部分が見えており，引田層を
切っている（第 9. 7 図）．断層露頭の位置と走向から判断
すると，断層は複数列あり，東北東 – 西南西走向で，40

第 9. 6 図　江畑断層の露頭
まんのう町江畑（付図 1 の地点 9.10）．三豊層群財田層の中礫サイズの砂岩主体角～亜角礫層及
びそれを不整合に覆う大礫サイズの砂岩礫を主とする段丘礫層が，幅 8cm 程度の黒色断層破砕
帯を介して和泉層群と逆断層で接する．破砕帯の断層面は N72°E，45°S，N78°E，48°S である．
ハンマーの柄の長さは約 35 cm．
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～ 80° で南に傾斜する．南側が隆起する逆断層である．

9. 2. 4　神田断層
神田断層（新称）は，田力ほか（2017）で指摘されたも

ので，三豊市山本町神田付近の国道 377 号線の北西側に
沿って北東 – 南西方向に 4 km 程度延びると推定される
北西側隆起の断層である．神田の土井地区（地点 7.32）
では，三豊層群神田層の礫層・花崗岩質砂層主体層が幅
20 m 以上に及び南東に急傾斜する撓曲帯が見られ，地
層は最大 90° 近い傾斜を示す．また，観音寺花崗岩が分
布する山本町神田付近には北東 – 南西方向に直線的な谷

第 9. 7 図　樫原断層の露頭写真
（a）和泉層群引田層の泥岩の中を通る樫原断層．50 cm 幅の破砕帯を伴い，東北東 – 西南西方向で南に 40°
で傾斜する（太矢印）．南に 60 ～ 80° で傾斜する東西走向の二次断層（矢印）を伴う．東を見て撮影．（b）
断層破砕帯の断層面．断層面は N63°E，85°N．南南西を見て撮影．ハンマーの柄の長さは 33 cm．

が延びており，その延長線上の高瀬町上
かみあさ

麻の東方で，カ
タクラサイト化した観音寺花崗岩の断層破砕帯を確認し
た（第 3. 12 図 e，f）．断層面の走向は谷の伸長方向とほ
ぼ同じで，破砕帯の幅は 1 m 程度である．

神田断層は，竹成断層や江畑断層と違って，三豊層群
の堆積盆地の境界に発達する断層ではなく，また，断層
の両側で三豊層群神田層の層相や層厚が大きく変わって
いるわけではないので，神田層堆積後に活動した可能性
が考えられる．しかし，活断層である明確な証拠は得ら
れていないため，地質図では活断層として示していな
い．
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第 10 章　応 用 地 質

（野田　篤・宮崎一博・長田充弘）

10. 1　温　泉

本地域の香川県側の温泉としては，まんのう町塩入の
「塩入温泉」と三

み

豊
とよ

市財
さ い た

田 町
ちょう

財田上の「たからだの里」
がある（第 10. 1 表）．塩入温泉は，pH 8.6，泉温 19.6 ℃
のナトリウム–炭酸水素冷鉱泉である．たからだの里は，
pH 9.0，泉温 19.5 ℃の冷泉で，ふっ化物イオン・総硫黄・
メタほう酸・炭酸水素ナトリウムの項で温泉法の温泉に
該当するが，療養泉には該当しないので泉質名はない．

第 10. 1 図　中央構造線沿いの鉱泉
三好市池田町白地（付図 1 の地点 10.1）．写真撮影
位置は付図 1 に示す．

徳島県側には，三好市池田町白
はく

地
ち

の池田断層付近に鉱
泉の泉源があり，近くの小西旅館で白地温泉の名で利用
されている（第 10. 1 図）．源泉の水温は 13 ℃，泉質は
カルシウム – 硫酸塩泉である（金原，2005）．また，徳島
県三好市池田町白地本

ほんみょう

名にある佐
さ ま ち

馬地温泉は，中央構造
線から約 1 km 南の三波川コンプレックスの分布域から
湧出しており，泉温は 32.9 ℃，泉質はナトリウム – 炭
酸水素塩 – 塩化物泉である（高橋，2016）．三好市三野町
加
か も の

茂野宮
みや

にある紅
も み じ

葉温泉は，pH 9.1，泉温 17.8 ℃の冷鉱
泉で，泉質は炭酸水素塩泉（重曹泉）である．

10. 2　含銅硫化鉄鉱床

三波川コンプレックスには，層状の含銅硫化鉄鉱床
（キースラーガー）が点在する．キースラーガーは，本
報告の三

み な わ

縄ユニットの苦鉄質片岩に主に胚胎し，海底火
山活動に関連して形成されたと考えられている（小島ほ
か，1956）．キースラーガーの形成年代は，硫化鉱物の 
Re–Os 年代より，148.4 ± 1.4 Ma が得られている（Nozaki 
et al.，2013）．三波川コンプレックスのキースラーガー
は，中央海嶺における活発な熱水活動が進行する中央海
嶺で形成され，無酸素状態の海洋底で遠洋性のチャート
が徐々に堆積することで保存されたと考えられている

（Nozaki et al.，2013）．上記のキースラガーの形成年代は，

第 10. 1 表　温泉成分表
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ジュラ紀末の海洋無酸素状態の時期（Podlaha et al.，
1998；Pearce et al.，2010）に相当する．

本地域には，池田町の三縄鉱山と東みよし町の三好鉱
山が存在する．いずれの鉱山の分布位置も，苦鉄質片岩
が卓越する三縄ユニット上部の中でも下部の泥質片岩卓
越層に近い層準に相当する．三縄ユニット上部の下底の
苦鉄質片岩は，下部の泥質片岩卓越層との間に珪質片岩
を伴うことが多い．

三縄鉱山は池田町中西の北東約 500 m に位置する．四
国通商産業局（1957）によると，鉱床は緑泥片岩に胚胎
する．なお，四国通商産業局（1957）では，緑泥片岩は，
点紋緑泥片岩と緑れん緑泥片岩に区分できると書かれて
いる．また，付近一帯の結晶片岩は，主として緑泥片岩
と石墨片岩からなると記載されているので，緑泥片岩は，
本報告の苦鉄質片岩のことを，石墨片岩は泥質片岩のこ
とを指すと考えられる．鉱体は上盤あるいは下盤に必ず
紅れん石を含む珪質片岩を伴う．鉱床の産出鉱物は，黄
鉄鉱，黄銅鉱，斑銅鉱，磁鉄鉱，赤鉄鉱，方解石，緑れ
ん石などで，黄鉄鉱及び黄銅鉱は緻密に混合していわゆ
るキースラーガーとなっている．産出鉱石は上鉱と下鉱
に別れ，上鉱は緻密質な硫化鉄鉱で，品位は Cu 3–4 %，
S 45 % 前後である．下鉱は緑泥石と石英に富み，主に
黄鉄鉱を含む鉱石で，品位は Cu 1.5 %，S 30 % 内外で
ある．大正 14 年より昭和 4 年までの精鉱年産平均は，
11,366 t であった．現在は廃鉱となっている．

三好鉱山は，東みよし町黒
くろ

長
は ぜ

谷の南約 1 km，標高 800 
m 付近に位置する．西山ほか（2013）による文献調査に
よると，三好鉱山は東西 4 km，南北 1 km の範囲に広が
り，東部の三好本坑と西部の滝倉抗に分かれる．四国通
商産業局（1957）によると，鉱床は主として緑泥片岩（本
報告の苦鉄質片岩に相当）に胚胎し，時に石墨片岩（本

報告の泥質片岩に相当）に胚胎する．本坑を中心とする
本鉱床は 1 枚のみで，母岩の片理に沿って胚胎するが，
時にこれを横切ることもある．母岩は鉱体に近い部分は
極めて複雑な褶曲を示し，上盤には必ず厚さ数 cm から
1 m の紅れん片岩（本報告の珪質片岩に相当し，紅れん
石を含む）を伴う．鉱体の下盤は，通常軟質の緑泥片岩

（本報告の緑泥石に富む苦鉄質片岩に相当）に黄鉄鉱及
び黄銅鉱が浸染し縞状を呈し，その下部は堅硬な緑泥片
岩（本報告の苦鉄質片岩に相当）からなる．滝倉鉱床の
賦存状態もほとんど本坑鉱床と同様であるが，鉱体に沿
い黒色片岩（本報告の泥質片岩に相当）の発達が著しい．
三好鉱山の鉱石，鉱物は，黄鉄鉱及び黄銅鉱を主とし，
このほか少量の斑銅鉱，磁鉄鉱，赤鉄鉱，及び磁硫鉄鉱
を交える．黄鉄鉱及び黄銅鉱はともに，粗粒で，互いに
密に混合し，キースラーガーを形成している．三好鉱山
の生産実績は，昭和 11 年で，粗鉱量 6,551 t，品位は Cu 
3.65 %，S 40.0 % であった．西山ほか（2013）によると，
三好鉱山は，昭和になって大規模に操業された．最盛期
は昭和 11 年から 14 年であり，銅の品位が低下し，昭和
19 年に滝倉抗が操業を停止し，昭和 20 年に三好本坑も
全面的に休山となった．

10. 3　骨　材

本地域内では，香川県と徳島県を結ぶ国道 32 号沿い
の猪ノ鼻峠の北側に採石場があり，大規模な露天掘りに
よって主に和泉層群の砂岩を採取している（第 10. 2 図）．
2019 年現在の稼行中の採石場は，株式会社セイアマテ
リアル（年間生産量約 24 万 t）と三豊産業（年間生産量約
15 万 t）である．採取した砂岩は，主に道路やコンク
リート用の骨材として利用されている．

第 10. 2 図　和泉層群の砂岩を採取する採石場の切刃
国道 32 号沿いの猪ノ鼻峠北の採石場（付図 1 の地点 10.2）．写真撮影位置は付図 1 に示す．
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付図 1　三豊層群・土柱層・野呂内
層・段丘堆積物・沖積層・
断層露頭の観察地点図

7.27.2
7.17.1

7.37.3

7.47.4
7.57.5

7.67.6

7.77.7

7.87.8
7.97.9

7.107.10 7.117.11

7.127.12

7.137.13 7.147.14

7.157.15 7.167.16
7.177.17

7.187.18 7.197.19

7.207.20 7.217.21
7.227.22

7.237.23

7.247.24

7.257.25

7.267.26

7.277.27

7.287.28
7.297.29

7.307.30

7.317.31

7.327.32

7.337.33
7.347.34

7.357.35
7.367.36

7.377.37

7.387.38

7.397.39

7.407.40

7.417.41

7.427.42

7.437.43

10.310.3

7.447.44
7.457.45

7.467.46

10.110.1

10.210.2

10.410.4

8.28.2

8.18.1

8.38.3

8.48.4 8.58.5

8.68.6

8.78.7

8.88.8

8.98.9

8.108.10

8.118.11

8.128.12
8.138.13 8.148.14

8.158.15

8.168.16

8.178.17

8.188.18 8.198.19

8.208.20

8.218.21

8.228.22

8.238.23
8.248.24

8.258.25

8.268.26

9.29.2
9.19.1

9.39.3

9.49.4

9.59.5

9.69.6

9.79.7
9.89.8

9.99.9 9.109.10
9.119.11

9.129.12

9.139.13

9.149.14
9.159.15

9.169.16

9.179.17

9.189.18
9.199.19

133˚45’
34˚00’

133˚45’
34˚10’

134˚00’
34˚10’

134˚00’
34˚00’

1 km



− 146 −

QUADRANGLE SERIES, l: 50,000
Kochi (13) No. 31

Geology of the Ikeda District

NODA Atsushi1, MIYAZAKI Kazuhiro1, MIZUNO Kiyohide1 and NAGATA Mitsuhiro2

ABSTRACT

The geology of the Ikeda District, which is located in the northeastern part of Shikoku Island, is basically divided into 
basement Late Cretaceous metamorphic, plutonic, and sedimentary rocks, and covering post-Miocene volcanic rocks and 
Quaternary sediments (Fig. 1). The basement rocks are classified into the Inner and Outer zones of Southwest Japan, which are 
separated by the Median Tectonic Line (MTL); the former is composed of the Ryoke Complex and the Izumi Group, and the 
latter is the Sanbagawa Complex in this district (Figs 2 and 3).

Ryoke Complex

The Ryoke Complex is a plutono-metamorphic complex formed underneath a Cretaceous volcanic arc at the eastern 
margin of Eurasia, and is distributed in the Inner Zone of Southwest Japan. The complex is distributed on the northern side 
of the Sanuki Mountain Range and is composed of a small amount of high-temperature and low-pressure metamorphic rocks 
(Ryoke metamorphic rocks), large amount granitic rocks (Ryoke granitic rocks), and a small number of dikes. The Ryoke 
metamorphic rocks consist of metasandstone with small amounts of metamudstone. Schistosity of the metasandstone is not 
well developed, and psammitic granofels is dominant. However, schistosity of the metamudstone is well developed, and 
pelitic schist is dominant. Metamorphic paragenesis in metasandstone and metamudstone is characterized by K-feldspar + 
cordierite, and is correlated to a K-feldspar-cordierite zone of the Ryoke metamorphic rocks. The metamorphic facies of the 
Ryoke metamorphic rocks is a low-pressure amphibolite facies. The complex is mainly composed of the Kan-onji Granite, 
which ranges from medium-grained hornblende-biotite granite to granodiorite. The Kan-onji Granite intruded into the Ryoke 
metamorphic rocks. Felsic dikes are distributed in the north-central area, and intruded into the Ryoke metamorphic rocks and 
the Kan-onji Granite. Their chemical compositions range from dacite to rhyolite. A small number of mafic dikes also intrudes 
into the Ryoke metamorphic rocks and Kan-onji Granite. The chemical composition of the mafic dikes is basaltic andesite. The 
maximum sedimentation age of the metasandstone of the Ryoke metamorphic rocks is Late Permian. Igneous activities of the 
Ryoke Complex continued for about 6 Myr from 94 Ma to 88 Ma.

Izumi Group

The Izumi Group is a main component of the Sanuki Mountain Range and is widely distributed in this district. It unconformably 
overlies the Kan-onji Granite at the northern margin of its distributed area and is truncated by the Ikeda, Hashikura, and Mino 
faults, which are active faults of the MTL to the south.

The group is composed of the Shiroyama and Hiketa formations of the Northern marginal facies and the Takikubo and 
Horita formations of the Main facies. The Shiroyama Formation consists of conglomerate and sandstone beds; the former is 
distributed at the base of the Izumi Group and includes rounded pebble- to cobble-size clasts of granite, fine-grained granite, 
rhyolite, and porphyritic rhyolite. Sandstones are generally thick- to very thick-bedded, medium- to coarse-grained arenite, 
sometimes containing scattered pebbles. There are several horizons of the basal conglomerates, which are intercalated with 
sandstone beds of the Shiroyama Formation. The Hiketa Formation is characterized by thick- to very thick-bedded mudstone 
and alternating beds of sandstone and mudstone. This formation is characterized by occurrence of macro fossils, including  
Inoceramus balticus, Metaplacenticeras subtilistriatum, and Baculites sp., which indicates that the depositional age of the 
Hiketa Formation is the middle Campanian, Late Cretaceous. The total bed thicknesses of the Shiroyama and Hiketa formations 
are 60–1,000 m and 400–1,700 m, respectively.

1 Research Institute of Geology and Geoinformation, Geological Survey of Japan
2 Current Address: Japan Atomic Energy Agency
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Fig. 1　Generalized geological map of the Ikeda District and surrounding area.
Modified from Seamless Geological Map V2 (Geological Survey of Japan, AIST, 2019) and the Geological Map of the Kan-onji District (Noda 
et al., 2017b) with a study of the Ikeda District.

The Takikubo Formation is composed of Umpenji Sandstone and Ashiro Mudstone members based on the lithology. The 
Umpenji Sandstone Member is characterized by sandstone-dominated alternating beds of sandstone and mudstone with minor 
conglomerate. The Ashiro Mudstone Member is the uppermost member of the Takikubo Formation, which is dominated by 
mudstone-dominated alternating beds of sandstone and mudstone. The stratigraphic relationship between the Takikubo and 
Hiketa formations is either conformity or interfingering. The mudstone-dominated alternating beds in the Ashiro Mudstone 
Member gradually shift to crudely stratified mudstone beds in the Hiketa Formation. The total bed thicknesses of the Umpenji 
Sandstone and Ashiro Mudstone members are 800–2,800 m and 800–1,000 m, respectively.

The Horita Formation comprises the Nagoro Sandstone Member and the Katsuura Mudstone Member; the former is 
characterized by sandstone-dominated alternating beds of sandstone and mudstone, and the latter has mudstone-dominated 
alternating beds. Felsic tuff beds are much more common in the Horita Formation than in the Takikubo Formation. The total 
bed thicknesses of the Nagoro Sandstone and Katsuura Mudstone members are 1,800 m and more than 1,300 m, respectively.

Macro- and micro-fossils suggest that the depositional ages of the Takikubo and Horita formations are also middle 
Campanian. Detrital zircon U–Pb ages of felsic tuff beds in the Umpenji Sandstone and Katsuura Mudstone members are 
78.3 ± 1.3 Ma and 79.3 ± 1.1 Ma, respectively. The depositional ages of the two members overlap each other within their 
uncertainties, which are middle Campanian.
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Fig. 2　Geological map of the Ikeda District.

Sanbagawa Complex

The Sanbagawa Complex is a high-pressure and low-temperature metamorphic complex formed during the Cretaceous 
along a subduction channel and/or deeper part of an accretionary prism, and it is distributed in the Outer Zone of Southwest 
Japan. The complex is distributed in the Shikoku Mountains on the south side of the MTL. The complex can be subdivided 
into the Itano, Minawa, and Koboke units in order from north to south. The Itano unit shows an isolated small outcrop along 
the Yoshino River, and is composed of large albite-porphyroblast-bearing mafic and pelitic schists. The Minawa is the main 
unit of the complex, and is composed of mafic and pelitic schists with siliceous and psammitic schists and serpentinite. Albite 
porphyroblasts are developed in the upper part of the Minawa unit. The unit overlies the Koboke unit, and the boundary between 
the Minawa and Koboke units is parallel to the dominant schistosity Si. Folds Fi, with an axial plane parallel to the dominant 
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Fig. 3　Summary of geology in the Ikeda District.
Age values come from v2020/01 of Cohen et al. (2013). Movement history of the Median Tectonic Line and the plate subduction are modified 
from Kubota et al. (2020) and Seton et al. (2012).

schistosity Si, are developed in the Minawa unit. Unfolding of the folds Fi, a simple lithostratigraphy consisting of mafic, 
siliceous, and pelitic schist in order from top to bottom, is recognized in the Minawa unit. Such lithostratigraphy resembles 
an overturned oceanic plate stratigraphy. The Koboke unit is composed mainly of psammitic schist. Progressive metamorphic 
zonation can be recognized from mineral paragenesis in pelitic schist in the Minawa and Koboke units, where the lower-grade 
zone is chlorite and the higher-grade zone is garnet. The garnet isograd between the chlorite and garnet zones is located at the 
lower part of the Minawa unit. Metamorphic zonation of the isolated Itano unit is correlated to an albite-biotite zone, which has 
a grade higher than that of the garnet zone. The metamorphic facies of the garnet zone is transitional between epidote blueschist 
subfacies and albite epidote amphibolite subfacies. The protolith of mafic schist of the Minawa unit was formed at a mid-ocean 
ridge during the last stages of the Late Jurassic. The oceanic crust arrived at the proto-Japan trench around 95–90 Ma based on 
the detrital zircon U–Pb ages of psammitic schist. High-pressure and low-temperature metamorphism and ductile deformation 
of the Sanbagawa Complex may have continued for about 30 Myr from ca. 90 to ca. 60 Ma.

Setouchi volcanic rocks

The Setouchi volcanic rocks are Miocene volcanic rocks distributed around the Seto Inland Sea. The rocks in the Kagawa 
Prefecture are named the Sanuki Group. The Sanuki Group consists of the Higashioku and Kokubundai formations. An 
isolated small body of the Setouchi volcanic rocks is distributed on the northwest corner. The rocks are composed of andesite 
volcaniclastic rocks and lava, and can be correlated to the Kokubundai Formation.

Mitoyo Group and Dochu and Norouchi formations

The lower Pleistocene sediments are divided into the Mitoyo Group distributed in the northern hills of the Sanuki Mountain 
Range, the Docho Formation sporadically distributed along the Yoshino River, and the Norouchi Formation showing a small 
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distribution in the Sanuki Mountain Range. These are fluvial and gravel-rich deposits, having a total thickness of 60–70 m 
each. The Mitoyo Group is subdivided into the Saita Formation containing crystalline schist gravels, the Koda Formation 
characterized by granitic rocks-dominant gravels and arkose sands, and the Yakeo Formation mainly composed of sandstone-
dominant gravel beds. Two widespread volcanic ash layers, Motoshino and Kamikochi tephras, estimated to 2.4–2.3 Ma and 
1.75 Ma, respectively, are intercalated in the Mitoyo Group. Metasequoia sp. fossils occur in the Mitoyo Group and the Dochu 
Formation.

Terrace deposits, landslide deposits, and alluvium

In this district, the fluvial terrace deposits and alluvium are distributed mainly along rivers. The terrace deposits are subdivided 
into the higher terrace 1 and 2, middle terrace, and lower terrace 1 and 2 deposits in ascending order. These sediments are 
mainly composed of gravel beds, and two widespread volcanic ash layers, Aso-4 and Aira–Tn tephras, are intercalated in the 
middle terrace and lower terrace 1 deposits, respectively.

Many landslide deposits are present, especially in the southern part of the Sanuki Mountain Range. Relatively large-scale 
landslide deposits occur where the dip directions of the bedding plains coincide with those of the topographic slopes. The 
Inokubo and Shinyama landslides in Ikeda-cho, Miyoshi City, are typical examples of such deposits.

Median Tectonic Line and faults along the northern margin of the Sanuki Mountain Range

The MTL is the major geological boundary in Southwest Japan. The MTL has had multiple stages of historical movement 
since the Cretaceous: (1) early Late Cretaceous left-lateral faulting (Kashio Phase), (2) late Late Cretaceous left-lateral 
faulting (Izumi Phase), (3) Paleocene–Eocene normal faulting (Ichinokawa Phase), (4) Middle Eocene left-lateral and N–S 
compressional faulting (pre-Tobe Phase), (5) Middle Miocene thrusting (Tobe Phase), (6) Middle Miocene normal faulting and 
intrusion of volcanic rocks along the faults (Ishizuchi Phase), and (7) Quaternary movements that are continuing as an active 
fault system with the present right-lateral displacement. The pre-Tobe Phase may be related to formation and deformation of 
the Izumi sedimentary basin (Izumi Group), including an en échelon alignment of the axes of anticline and syncline.

The Ikeda, Hashikura, and Mino faults belonging to the MTL active fault system are distributed along the southern foot of 
the Sanuki Mountain Range. These faults have sharp fault scarplets that have cut into the lower Pleistocene Dochu Formation 
and terrace deposits.

The Takenari, Ebata, and Kashihara series of faults constitute a clear boundary between the Sanuki Hills and the northern 
margin of the Sanuki Mountain Range. These faults are reverse faults with a ENE–WSW or E–W strike and a S dip. The 
Takenari and Ebata faults have cut the lower Pleistocene Mitoyo Group.

Applied geology

Hot and cold mineral springs are commercially operated in this district. Hot spring facilities are situated at Shioiri (Manno 
Town) and Saitakami (Saita-cho, Mitoyo City) on the northern side of the Sanuki Mountain Range (Kagawa Prefecture). In 
addition, mineral springs along the MTL are used at several spa facilities in Ikeda-cho and Mino-cho, Miyoshi City, Tokushima 
Prefecture.

The Minawa and Miyoshi mines (currently inactive) in the Sanbagawa Complex were used to excavate bedded cupriferous 
pyritic deposits (Kieslager-type deposits). Sandstones of the Umpenji Sandstone Member of the Takikubo Formation are 
extracted in open-pit mines near the Inohanatoge Pass, mainly for raw materials for concrete and engineering products.
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裏表紙写真説明：
讃岐山脈の北縁に沿って延びる江畑断層の断層崖．江畑断層を境にして，手前
側の緩傾斜の丘陵地帯には三豊層群財田層や段丘堆積物が，奥側の急傾斜な斜
面には和泉層群城山層の礫岩・砂岩が分布する．香川県仲多度郡まんのう町七
箇から撮影．

Back Cover Photo: 
Fault scarp of the Ebata Fault along the northern margin of the Sanuki Mountain Range. 
The gentle slope on the near side of the Ebata Fault is underlain by the Saita Formation, 
Mitoyo Group and terrace deposits. The steep slope on the far side of the fault is 
composed of conglomerate and sandstone beds of the Shiroyama Formation, Izumi 
Group. The photo was taken from Shichika, Manno Town, Nakatado County, Kagawa 
Prefecture.
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